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説明書






「いてぇよ。慰い謝しや料を払はらえ」

　俺おれ、坂さか木き修しゆう司じは夜の街で大ピンチに陥おちいっていた。

　目の前には、茶ちや髪ぱつに革かわジャンの如何いかにも不良といった感じの男が立っていた。かなり目つきが鋭するどく、睨にらまれるだけでも背筋がすくんでしまう。

　学校の帰りにちょっと晩御ご飯はんの買い出しをしようとスーパーに立ち寄っただけなのに、こんなことになるなんて……。

「おい、なんとか言えよ。ああん？　こりゃあ、折れているんじゃないか？　どうしてくれるんだ？　いてて」

　不良は自身の片かた腕うでをもう片方の手で抑おさえ、わざとらしく痛がるふりをしていた。

「で、でもちょっと当たっただけで……。しかも、あなたからぶつかってきたんだろ」

「ああん？」

　ますます険しい表情になる相手。

　そもそも明らかわざとぶつかってきたわけで、これでは対話での解決は不可能だ。

　だからといって、男らしく戦うという選せん択たく肢しは俺おれにはない。喧けん嘩かに自信はないし、痛いのはごめんだ。なにより、騒さわぎになれば警察沙ざ汰たになる。そうなれば、必然的に学校や家族に連れん絡らくがいくだろう。それだけは避さけたい。

　俺おれは周囲に視線を巡めぐらせる。

　通とおり掛かかる人ひと達たちは、面めん倒どう事に巻まき込こまれたくないのか、足早に通り過ぎていく。なかには、こちらに好こう奇きの目を向ける人もいるが、結局傍ぼう観かん者に留まっていた。

「おい、よそ見してんじゃねえよ！」

　不良は俺おれの胸むな倉ぐらを摑つかみ上げた。

　ダメだ。殴なぐられる。

　そのときだった。

「なにをしているんだ？」

　俺おれの後ろから発せられた声はそれほど大きくないが、しかし明めい瞭りように路地に響ひびいた。

　ふいに不良の手が緩ゆるみ、俺おれは解放された。

　自由になった体で思わず振ふり向むくと、一人の少女がこちらに向かって歩いてきていた。モデルのように長い手足が動くたび、腰こしまでかかる艶あでやかな長ちよう髪はつが揺ゆれていた。彼かの女じよは毅き然ぜんとした表情で不良の前で立ち止まった。

　驚おどろきのあまり、俺おれの思考は停止していた。なぜなら、俺おれは彼かの女じよを知っているのだ。

「なんだてめえは？」

「彼かれのクラスメイトだ」

「クラスメイト？　で、あんたが金を払はらってくれるのか？」

「なんでわたしが君にお金を渡わたさなければならないんだ？」

「は？　払はらう気ないならどっか行け。今こいつとしゃべってるんだよ」

「しゃべっている？　わたしには、君がカツアゲをしているように見えるぞ」

「安い正義感で口を挟はさんでくんなよ。あんまりぐだぐだ言っていると女だからって容よう赦しやしねぇぞ」

「容よう赦しやしないとは？」

　少女は怯おびえていなかった。むしろ、その言動と表情からは余よ裕ゆうさえ感じられた。

「こういうことだよ！」

　不良は彼かの女じよに手を伸のばした。

　咄とつ嗟さに俺おれは二人のあいだに割って入ろうとする。しかし、それは不要だった。

　少女は襲おそいかかる手を摑つかみ、素す早ばやくその手を捻ひねり上げる。

「わたしは暴力が嫌きらいだ。どうだろう。ここは穏おん便びんに済ましてくれないか？」

「ふざけやがって……！」

　不良は力づくで少女の手を振ふりほどき、懲こりずに再び襲おそいかかった。

　しかし逆に彼かの女じよは不良の腕うでを捕とらえると、

「なぁっ！」

　流れるような動きで、背負って投げ飛ばした。

　不良は成す術すべなく、背中から地面に落下する。

　気付けば、道行く人の誰だれもが足を止めていた。

　やじうまから「あの子すげえ」や「ま、マジかよ」などの驚おどろきの声が聞こえてきた。

「ぐ……く、くそっ」

　なんとか起き上がった不良は、捨すて台詞ぜりふを言う間もなくいずこへと逃とう亡ぼうしていく。

　可か憐れんな女の子が悪人を圧あつ倒とうする。にわかには信じられない光景だった。まるで、二次元のヒロインが現実の世界に飛び出してきたみたいだ。

　俺おれと彼かの女じよ……藤ふじ代しろ姫ひめ佳かはただのクラスメイトで、特別親しい間あいだ柄がらではない。なのに、なぜか誇ほこらしくなっていた。

「大だい丈じよう夫ぶだったか？　坂さか木き」

　そのとき、俺おれはなにか特別な物語が始まるような気がしていた。











初見プレイ






　勉強机から顔を上げる。

　夢を見ていた。

　あれは高校に入学して間もない頃ころ。もう一年も前の出来事。同級生の藤ふじ代しろ姫ひめ佳かに助けてもらったときの記き憶おくだ。あのときはなにか、特別な物語が始まりそうな雰ふん囲い気きだった。だがしかしそんなものは始まらなかった。現実とはかくも厳しく、つまらないもんだ。

　うとうとしながら机に目を向けると、広げられたプリントと教科書があった。

　明日で高校二年生になってから初めての中間テストが終わる。もうひと踏ふん張ばりしようと、息巻いて机に向かったのに、これじゃ笑える。

　おっと、勘かん違ちがいしないでほしい。明日のテスト範はん囲いの勉強は大方終わらせている。ただ、前回テストで失敗しているので、今回はいつも以上にがんばっていたのだ。

　前回のテスト期間中に俺おれは息いき抜ぬきのつもりで、ネットサーフィンをした。

　ネットは好こう奇き心を刺し激げきする事こと柄がらが豊富で、一度どっぷり浸つかれば、抜ぬけ出だせなくなる。そのなかでも、危険なのはツイッターなどのＳＮＳの類たぐいだ。人の心というのは、マイナスなものほど感かん染せんしやすく、友人のネガティブツイートは、テスト前の俺おれの心をナイーブにさせ、気付いたときにはＳＮＳ鬱うつへと陥おちいってしまっていた。その結果、勉強に身が入らず追試になったのだ。

　あのときは担任に頭を下げに行ったり、いろいろ苦労したものだ。まあ、今回はその心配はないだろう。

　スマホを確かく認にんすると、時刻は十一時を回っていた。普ふ段だんならそろそろ寝ねる時間だ。すると、ふいに通知画面にメッセージがポップアップした。

　パソコンで使っていたサブアカウントのアドレスにメールが送られてきたようだ。すぐに見られるように、スマホでも見られるようにしてある。確かく認にんすると、知らないメアドからだった。


『この動画を見てください』



　そんな文章と共にメールには動画のファイルらしきデータが添てん付ぷされていた。

　タップすると、スマホが動画再生の画面に切きり替かわる。

　映ったのは、たたずむ一人の……映り込こむ手から見て、おそらく男性の視界の映像だった。彼かれの周りにはうっすらと靄もやが掛かかっている。見通しは悪いものの、岩や石の建造物があることを確かく認にんできた。

　発はつ砲ぽう音や爆ばく発はつ音が聞こえてくる。

　主観視点で楽しむシューティングゲーム──ＦＰＳの画面だとすぐにわかった。誰だれかのゲーム実じつ況きようの録画のようだ。

　操作キャラが見上げた空には戦せん闘とう機が飛とび交かい、その飛行音は味方に勇気を与あたえ、敵てき陣じん営えいを威い嚇かくしているようだった。

　画面の上には、現在の戦力図が表示されている。どうやら、実じつ況きようしているプレイヤーの陣じん営えいが劣れつ勢せいのようだった。

『今から、この戦せん況きようを一変させる』

　実じつ況きよう者が芝しば居い掛がかった口調で語り出した。

　これからなにかをやってくれるかのような期待感を持たせてくれる。

　俺おれは不思議と見入っていた。


□やっときた！

□勝てるぞ！

□俺おれたちの勝利だ



　実じつ況きよう者に気付いた味方陣じん営えいのプレイヤー達たちからチャットが流れ、歓かん迎げいムードが伝わってくる。

　有名なプレイヤーなのか。

　画面に敵プレイヤーが映った。その後方には、女性キャラを使っている味方プレイヤーが一人、石造りの建物の柱の陰かげに怯おびえるように潜ひそんでいる。

　実じつ況きよう者の操作キャラが素す早ばやくハンドガンに持もち替かえた。

『レディーを助けるのは紳しん士しの務めだ』

　そう口にすると、彼かれは閃せん光こう弾だんを放り投げた。周囲が白い光に包まれる。敵は視界が奪うばわれて、聴ちよう力りよくも弱体化する。

　闇やみ雲くもに乱射してくる敵プレイヤーを尻しり目めに、実じつ況きよう者は遮しや蔽へい物を盾たてに接近すると、銃じゆう弾だんの発射の反動で銃じゆう口こうが跳はね上あがりを慣れた様子で修正し、敵方の頭を確実に射い抜ぬいていく。弾たまを一発も無む駄だにせず、周囲の敵を一いつ掃そうした。

　それは、あっという間の出来事だった。

『大だい丈じよう夫ぶだったか？　お嬢じようさん』


□俺おれ、男だけど



『え？』

　チャットに流れた文字と小さな驚おどろきの声。次の瞬しゆん間かん、画面の端はしが立て続けに赤く染まると、続いて画面全体が灰色へと変色した。直後、カメラのアングルが変わる。倒たおれた実じつ況きよう者の操作キャラが上から映されていた。敵に狙そ撃げきされたのだ。

　コメント欄らんに流れる「ｗｗｗｗｗｗ」の羅ら列れつ。

　ここまで視し聴ちようして、やっと気付く。

　このプレイ、見たことがある。なぜなら……。

「これ、俺おれのゲーム実じつ況きよう動画じゃないか！」

　画面を消して、思わずスマホを放り投げた。

　恥はずかしいから、記き憶おくから抹まつ消しようしていた。できることなら、永遠に忘れておきたかった。いったい誰だれがこんなものを送ってきたんだ。

　憤いきどおっていると、再びスマホが振ふるえて、同じアドレスからのメールを受信した。そこには、





『またゲームしたくなったでしょ？』






「なるか！」

　俺おれは動画を送りつけてきたメールアドレスを即そく座ざにブロックする。

　ふと、部屋に置いてあるゲーム機に目がいく。

　今更やれるわけないだろ……。

　俺おれは、再びスマホを放り出し、ベッドに倒たおれ込こむと、早々に眠ねむりについた。











ファーストステージ






　小学生の頃ころの俺おれは虚きよ弱じやく体質で学校を休みがちだった。そんな俺おれでも同級生から数度ほど遊びに誘さそってもらったことがある。でも一いつ緒しよにいるときに具合が悪くなれば、迷めい惑わくをかけてしまうと思い、誘さそいはすべて断った。これが俺おれのボッチ人生の始まりだった。

　付き合いが悪い。好意を無下にした。そう思われてしまい、学校で誰だれも話しかけてくれなくなったのだ。それでも卑ひ屈くつになったり、塞ふさぎ込こまなかったのはゲームがあったからだろう。

　どのゲームのジャンルもリアルでの孤こ独どく感やさみしさを忘れさせてくれた。そして、リアルでは味わえない刺し激げきを与あたえてくれた。

　それにストーリー性のあるゲームは、疑ぎ似じ的だが様々な体験をさせてくれる。自分で操作して没ぼつ入にゆうできるぶん、他媒ばい体たいの作品とは違ちがった魅み力りよくを持っているのだ。この楽しさを誰だれかと共有したくなった。だから、ネットの動画投とう稿こうサイトに自分の実じつ況きよう動画をアップしていた。

　中学からは体調面も少しだけ改善されて、小学校よりも登校できるようになった。だが、依い然ぜんとして友達はできなかった。

　中学には、同じ小学校からの進学者も多い。俺おれに関する悪い噂うわさが広まっていたのだ。

　噂うわさっていうのは、『坂さか木きは友達よりもゲームを優先する変人だ』とか『ゲームだけが友達の根暗』とか、『あいつとゲームしたことあるけど、強すぎ。マジでキモい』とか、そういった身勝手なマイナスイメージのことだ。だが一度、そういったレッテルが貼はられると、どうにかするのは難しい。

　とはいえ、ボッチという状じよう況きようは小学生の頃ころと同じなので困りはしなかった。自分にはゲームがあるのだ。さみしくなんてなかった。

　だから、父さんの転勤で遠方に引ひっ越こすことになっても不安はなかった。普ふ通つうなら友達ができるか、新しい環かん境きように馴な染じめるか、などの心配をするものだろう。しかし、俺おれには関係なかったのだ。

　移住後、私立明めい文ぶん高校に進学した。付属の中学と同じ敷しき地ちに建てられていて、大勢の生徒が通っている。

　実は、中学三年生の春頃ころの成績と偏へん差さ値では、受かるかは難しい高校だった。それでも、死ぬ気で勉強して入学したのには理由がある。父さんがようやく構えた一いつ軒けん家やから一番近い高校で、ゲームの時間を多く確保できると考えたのだ。また、明めい文ぶん高校は出欠日数について寛かん容ようだったため、体調面に不安がある自分でも通い続けられると思ったのだ。

　実際、通いやすかった。

　そして……意外にも居い心地ごこちが良かった。

　明めい文ぶん高校の在学生は六割が付属中学からの進学者で構成されていて、良いい意味で場の空気ができあがっていたのだ。なにより、小中学生の頃ころの陰いん気きな俺おれを知る者がいないのは大きかった。

　いつのまにか、集団の一員でいることが心地ここち良よくなっていた。次し第だいに友達と呼べる存在もできていた。そして、いつの間にか毎日学校に行きたいと思うようになっていたのだ。ゲームしかないと思っていた自分にとっては、とても意外な心境の変化だった。

　そして……あるとき、俺おれは決断した。

　ゲームをやめよう、と。

　もちろんプレイすること自体は楽しい。だけど、指先だけを動かしてＴＶや携けい帯たい機・スマホの液えき晶しようの前に何時間もいる行こう為いが、健康に良いい影えい響きようを与あたえていないのは明白だった。多少改善されたとはいえ病気がちで弱い自分を変えるには、今しかないと思ったのだ。

　他にももう一つ、努力したことがある。それは平へい凡ぼんで平均的な特とく徴ちようのない高校生になることだ。小学、中学の頃ころは浮うき上あがった存在になったから孤こ立りつした。目立ってはいけないのだ。

　だから、俺おれはどこにでもいる平へい凡ぼんで平均的な特とく徴ちようのない高校生でいようと決めた。きちんと健康で、ほどほどに勉強して、友達もいて……。

　そんな「普ふ通つう」にまずはなろうと思った。

　そしてそれは、ある程度成功していた。だから、二年に進級してクラス替がえをしても順風満まん帆ぱんな学生生活を送れているのだ……。










　そのはずだったのだが。

　全科目のテストが終わり、教室は解放感に満みち溢あふれていた。リラックスした表情で会話を楽しむクラスメイト達たちをよそに、俺おれは昨日送られてきたメールについて考えていた。





『またゲームしたくなったでしょ』






　頭の中であのときのメールの文章が浮うかぶ。

　そんなわけない。

　今や俺おれの中でゲームは、肉体的にも精神的にも弱かった頃ころの……過去の自分のものなのだ。スマホでちょろっとならまだしも、今更ＦＰＳみたいな腰こしを据すえてやるゲームに取とり掛かかる気には到とう底ていなれなかった。

　このメールはいったいなんなんだ。誰だれが、なんのために……。

　そんなことを考かんがえ込こんでいると、ヒンヤリ冷たいものが頰ほおを触ふれた。

　顔を上げると、イケメンが缶かんジュースを片手に微笑ほほえんでいた。

「お疲つかれ様さまです」

　なんたる爽さわやかな登場なのだろうか。

　彼かれの名前は草くさ薙なぎ明あ来き。イケメンに分類されるルックスを持つ彼かれは、つねに穏おだやかで物もの腰ごしのやわらかそうな笑えみを浮うかべている。

「おつかれ」

「先さき程ほどからなにやら思いつめているようですね。テストの出来がよくなかったのですか？」

　ガチガチの敬語。だが、明あ来きはいつもこんなしゃべり方だ。もう慣れたけど、最初は同年代からのこの話し方に違い和わ感かんを覚えたものだ。本人曰いわく、師し匠しようのような人がいるらしく、その人物から敬語を使うように指導されたとか。

　俺おれはメールの件から頭を切きり替かえて、明あ来きの質問に答える。

「赤点はないかな。そっちはテストどうだった？」

「普ふ通つうです」

「明あ来きの普ふ通つうは当てにならないからな[image: ～][image: ～]。一年のときも何回か同じセリフ聞いたけど、結局毎回全科目高得点だっただろ」

「おや、そうでしたか？」

　明あ来きはとぼけた顔で首を傾かたむけた。

「そうだよ。……まあいいけど」

「あはは。それにしても、先生遅おそいですね。これでは帰りのホームルームが始まりません」

「答案の整理に時間がかかっているのかもな。なんか放課後予定でもあるのか？」

「部活のことでちょっと……」

　一いつ瞬しゆんだけ明あ来きから笑えみが途と切ぎれた。

「まだ部員の件、解決してないのか？」

「はい。残念ながら」

　明あ来きが所属するのはコンピューター部。プログラミングとかをやっているらしい。ただ、部員は部長の明あ来きしかおらず、廃はい部ぶの危機に晒さらされているのだ。

「なにかあったら言ってくれ。俺おれにできることがあるなら協力するからさ」

「ありがとうございます。僕ぼくも追試の際は協力させてもらいますよ」

「なっ。縁えん起ぎの悪いことを……。さっきも言ったけど、赤点はないからな」

「ではなににお悩なやみで？　隠かくし事ごととはつれないですよ。秘密を共有する仲ではないですか」

「気持ち悪いことを言うな！」

　明あ来きが主張する秘密というのは、俺おれが入学したばかりの頃ころにコンピューター部の部室で隠かくれてゲーム実じつ況きようの動画を視し聴ちようしていたことだ。当時は新居のマンションに引ひっ越こしたばかりで、ネット回線が通っていなかった。それで学校のものを拝借したのだ。

　その頃ころの俺おれはまだネトゲにハマっていて、どうしてもゲームをやりたかったのだ。とはいえ、流石さすがに学校でネトゲするのは、土ど壇たん場ばになって罪悪感を覚えた。なので、自分の実じつ況きよう動画を視し聴ちようしながら、感想を読むだけにとどめたのだ。

　それくらいならスマホでも可能だが、パソコンのほうが画面が大きいので、実際の緊きん迫ぱく感や臨場感がわかりやすいし、プレイの細かいところまで見ることができる。

　そこを運悪く、この爽さわやかボーイに見つかってしまった。俺おれが実じつ況きよう者だということはバレずに済んだが、学校の……コンピューター部の機材を勝手に使っていたことはたしかだ。それ以来、ちょっと弱みを握にぎられた格好になっている。まあ、とはいえ今みたいな冗じよう談だんレベルではあるが。

　あのとき、もし実じつ況きよう者とバレていたら……どうなっていただろう。変な目立ち方は集団から排はい除じよされる要因になる。それは、小中学生の頃ころに痛いほど経験した。高校では、もう繰くり返かえしたくはない。

「そういえば、今日修しゆう司じは日直でしたね。なるべく早く部活のことを済ませるので、よければ一いつ緒しよに帰りませんか？」

「おう。そうしよう」

　などと話していると、

「みんな、聞いてくれ」

　と、入り口の戸が開いて、透すき通とおった声が教室全体に響ひびいた。

　おしゃべりで活気づいていたクラスメイト達たちが口を動かすのをやめた。そして、一いつ斉せいに声の主に顔を向ける。

　声の主の名は──あの、藤ふじ代しろ姫ひめ佳か。すらっとした体型に整った顔立ち。教きよう卓たくへと進む姿は、まるでファッションショーに出演するモデルがランウェイを歩いているようだった。

　教きよう壇だんに上がると、「先生はあと十分ほどで来るそうだから、帰かえり支じ度たくをして着席しておいてほしい」と、相変わらず声量はそこまでではないのに、よく通る声で指示を飛ばす。

[image: ]

　藤ふじ代しろに従うように、クラスメイト達たちは一いつ斉せいに帰宅の準備を始める。

　鶴つるの一声ならぬ姫ひめの一声。彼かの女じよの言葉を無視できる者などこの学校にはいないだろう。それは先せん輩ぱいや教師だろうと関係ない。

「ヒメ！」

　藤ふじ代しろ姫ひめ佳かを『ヒメ』というあだ名で呼んだのは遠とお野の柚ゆず希き。ひときわ目を引く金きん髪ぱつに碧へき眼がんの垢あか抜ぬけた容姿をしている。父親は日本人だが、母親は外国の人らしい。ハーフってやつだ。

「あの二人はいつも仲が睦むつまじいですね」

「明あ来きは、たしか二人と同じ付属中の出身だったよな？　ずっとあんなに仲が良いいのか？」

「ええ。そのようですよ。まあ、僕ぼくも同じクラスになったのは、今回が初めてなのでくわしいことはわかりませんがね」

　中学の頃ころからの友達か……。自分にはそんな間あいだ柄がらの人はいないからちょっとうらやましいな。

　俺おれと明あ来きが話している最中にも、藤ふじ代しろと遠とお野ののガールズトークは続いていた。

「どこ行っていたの？　ヒメ」

「先生に手伝いを頼たのまれてね」

「てっきり、委員長か生徒会の仕事かと思ったよ。あ！　ちょっとだけ髪かみの毛けが乱れてるよ。前まえ髪がみはＪＫの命なんだから気を付けなきゃだよ」

　上じよう機き嫌げんに、遠とお野のは自分の持っていたクシで藤ふじ代しろの前まえ髪がみを梳とかした。

「僕ぼくも前まえ髪がみを整えてさしあげましょうか？」

　二人のやりとりを見ていて、なにを血迷ったのか明あ来きがとんでもないことを言ってきた。

「気持ち悪いので遠えん慮りよします」

「酷ひどい言われようですね……」

「それはそうだろ！」

「はは。しかし、先さき程ほどから藤ふじ代しろさんにただならぬ視線を送っているようですが、察するに、彼かの女じよに好意を寄せているのですか？」

　たしかに、昨日夢に出てきたから、ちょっとは意識していたかもしれないけど……。

「そんなわけないだろ」

「あははは。すいません。遠とお野のさんのほうでしたか」

「ちげぇよ」

　とはいえ、明あ来きの言いたいことはわかる。

　藤ふじ代しろは学年トップクラスの成績で、定期テストではつねに首位争いをしている。運動神経も秀ひいでていて、体育の陸上競技では、歴代の最高記録を塗ぬり替かえている。球技だって、彼かの女じよがチームにいれば勝利が約束されるという。

　それに加えて人格者でもある。自分の能力に傲おごらず、謙けん虚きよな姿勢で誰だれにでもやさしい。みんなが嫌いやがることを進んで引き受ける聖人のような人物だ。

　つまり、好意を抱いだく理由はいくらでも挙げられる。

　が、俺おれも自分の身分をわきまえている。そもそも、藤ふじ代しろに恩を感じたことはあれど、恋こい心ごころを抱いだいたことはない。

「よう！　ご両人」

　元気よく声をかけてきたのは、クラスメイトの大おお宮みや文ふみ也やだった。クラスのムードメーカー的存在だが、たまに空気の読めない発言をする危険人物だ。

「なあ、なあ、修しゆう司じ、昨日教えたバンドのＰＶ動画見てくれたか？」

「あっ、いや、まだ……」

「なんだよ、まだかよ。ちょうどいま期間限定で無料でダウンロードできるから早くしたほうがいいぞ」

「ああ、わるいな。帰ったら見てみるよ」

「わかった！　約束だからな！」

「えっ、あ、うん」

「おう、頼たのむぜ。っと、そういえば、二人はなに話してたんだ？」

　文ふみ也やの質問に、俺おれと明あ来きは互たがいの顔を見合わせた。

「どうやら、修しゆう司じは藤ふじ代しろさんと遠とお野のさんの関係が気になっているみたいなんです。おそらく二人のどちらかに好意を抱いだいているのかと。ちなみに僕ぼくは藤ふじ代しろさんだと思っています」

「無責任な推測を広めるのはやめろよ！　明あ来き」

「照れなくてもいいではないですか」

「そういうことじゃなくて」

「坂さか木き、そうだったのか！　なんでもっと早く言ってくれなかったんだ。いいだろう。親友のためだ。俺おれが持っている情報を提供してやろうではないか。エッヘン」

　ほら、冗じよう談だんを鵜う吞のみにしちゃったじゃん……。

　俺おれが明あ来きを睨にらむと、彼かれは黙だまったまま手を合わせ謝罪のポーズをとった。

「実はつい先日、藤ふじ代しろは告白されてる。聞いて驚おどろくなよ。なんと相手は田た辺なべ先せん輩ぱいだ」

「なんか聞いたことある名前だけど……。明あ来き、知ってるか？」

「ええ。なにぶん、ちょっとした有名人ですからね。三年生の先せん輩ぱいでサッカー部のエースだそうですよ」

「そう。しかも勉強もできるイケメンときてる」

　うわ。乙女おとめゲームに出てくるキャラみたいだな。でも、たまにいるんだよな。二次元の世界から飛び出したかのような人が。

「へえ[image: ～][image: ～]。そうなんだ。それでどうなったんだ？」

　俺おれの質問に文ふみ也やはニヤリと不気味な笑えみを浮うかべた。

「遠とお野のが撃げき破はしたそうだ」

「撃げき破は？　追おい払はらったってこと？」

「そういうことらしい。だから安心しろ。藤ふじ代しろはまだ告白の返事をしてないからチャンスはあるぞ」

「いや、だからそれは誤解で」

「わかった、わかった。やべ、まだ教科書ロッカーに入れたままだ」

　そう言って、文ふみ也やは廊ろう下かへと出て行ってしまう。

　絶対わかってない……。

「明あ来きが余計なことを言ったせいで、変な誤解されただろ」

「すいません」

　反省しているのかどうかわからない笑えみを浮うかべて、明あ来きは謝罪した。

　まあ、いいさ。こういう何気ない会話も悪くない。小、中学生の頃ころの俺おれにはなかった時間だ。感かん慨がい深ぶかげな気持ちになりながら、ホームルームが始まるのを待ち続けた。










　その日の放課後、俺おれは日直だったので、その仕事をしていた。黒板の清せい掃そうやゴミ出しを済ませて、自分の席で日直日誌を開いた。日誌には、今日の出来事や気付いたことを記き載さいする項こう目もく欄らんがある。とりあえず、テストのことは書いておいたが、他になにかあるだろうか……。

　今のクラスは基本的に仲が良いいし、大きな揉もめ事ごとなんて起きたことがない。もちろん、イジメもないし、スクールカーストなる身分制度も特に存在しないはずだ。

　それもこれもすべて藤ふじ代しろ姫ひめ佳かのおかげだと思う。彼かの女じよの圧あつ倒とう的てきなカリスマ性はクラスに統一感をもたらしているのだ。だから俺おれは陰かげながら藤ふじ代しろに感謝している。こうやって、安定した高校生活を送れているのは少なからず彼かの女じよのおかげなのだ。

　だがそれゆえに、藤ふじ代しろは要注意人物でもある。彼かの女じよのような人気者を敵に回すと、周りまで一気に敵になるだろう。そうなれば、中学生の頃ころに逆ぎやく戻もどりだ。だから気を付けて接する必要がある。

　いろいろ考えた結果、俺おれは日誌に文章を付け加えた。




（今日も平へい穏おんな一日でよかったです）




　無難。だけどこんなもんだろう。あとはこれを担任に提出して日直の仕事は終わりだ。

　今日もどこにでもいる平へい凡ぼんな高校生として過ごせた。よし、いまのところ問題はないし、このまま……。いや、問題はあった。昨晩のあのメールだ。

　誰だれかは知らないけど、わざわざ動画なんて送りつけてきて、どういうつもりなんだ。俺おれはもうゲームに頼たよるつもりはない。弱かった自分には戻もどらないと決めたのだ。

「やあ」

　声へ顔を向けると、藤ふじ代しろが心配そうな表情で目の前に立っていた。

「うわっ！」

「おっ」

　思わず飛び退すさってしまった俺おれに、藤ふじ代しろは驚おどろきの声を漏もらす。

「なにやら深刻そうだが大だい丈じよう夫ぶか？　もしかしてテストの出来が芳かんばしくなかったのか？」

　すごく心配した眼まな差ざしを送られている。あまりにも澄すんだ瞳ひとみだからか、こっちの心を見み透すかされているように錯さつ覚かくしてしまう。

「いや、そういうわけじゃ……」

「……まあいい」

　俺おれが気まずそうに答えたせいか、藤ふじ代しろはそれ以上の追つい及きゆうをしてこなかった。

「でももし、力になれることがあったら遠えん慮りよなく言ってくれ」

　昔の自分の動画が送られてきて困っているなんて言えない……。

　それにしても、ただのクラスメイトにここまで親切にしてくれるとは……。これが慕したわれている所以ゆえんの一つなのだろう。

「あ、ありがとう。そういえばなんで教室に？」

「忘れ物をしてな」

　藤ふじ代しろは俺おれにノートを見せてきた。

「邪じや魔まをしてしまって、すまない。ではまたな」

　そう言って、藤ふじ代しろは教室から出て行った。が、その直後、ダダダダと廊ろう下かを駆かけ戻もどってくる音が聞こえてきた。

　また忘れ物だろうか？

　教室に入って来たのは、藤ふじ代しろではなく、その友人・遠とお野の柚ゆず希きだった。なにやら、ムスッとした顔で不ふ機き嫌げんそうだ。彼かの女じよはクシの先せん端たん（おそらくまた藤ふじ代しろの髪かみの世話を焼こうとしていたのだろう）を俺おれに突つきつけながら、威い圧あつ的な口調で問いかける。

「今ヒメと話してたでしょ？」

「ああ。そうたけど……。藤ふじ代しろになにか用事でもあったのか？」

「あんたに用事があるのよ。ヒメとなにを話していたの？」

「……ただの雑談だけど」

「だからどんな内容か聞いているのよ！」

「テストの話とか」

「ふ[image: ～][image: ～]ん。他には？」

「ないけど」

　遠とお野のは疑うように目を細めた。

　俺おれは困ったように作り笑え顔がおをした。

「まあいいわ」

　敵意丸出しだ。全然、いいわ的な表情ではなかった。

「一応、忠告しておくけど、ヒメに話しかけられたからって調子に乗らないでね」

　遠とお野のは不ふ機き嫌げんそうに言い放つ。

　なぜ俺おれが調子に乗るんだ？

　その疑問を遠とお野のにぶつけると、彼かの女じよは再び目を細めて語り始める。

「夕日の光でオレンジ色に染まる教室。黄昏たそがれているところに美少女がやってきて物語が始まる。なんて思っていたんでしょ！」

「思ってないわ！」

　俺おれの否定も虚むなしく遠とお野のは言葉を続ける。

「ヒメは誰だれにでもやさしいの。あんたが特別なわけじゃないから。そこんところをちゃんと理解しといてね」

「そんなことわかってる。てか、わざわざそれを言うために来たのか？」

「そうだけど」

「もしかして、藤ふじ代しろと話してる奴やつに、手て当あたり次し第だいにこんなこと言いに行っているのか？」

「全員じゃないわよ。でも最近いけ好かない先せん輩ぱいがヒメに付きまとってきたし、これ以上、変な奴やつが出てこられたら迷めい惑わくなのよ」

「俺おれって変な奴やつって区分なのかよ!?」

　あまりの扱あつかいに大声を出してしまった。

「あんたは変な奴やつっていうか、要注意人物ね」

「……うん？　要注意人物？　どういうことだ？」

「あんた、今日の帰りのホームルームが始まるちょっと前、あたしとヒメが会話しているとき、ヒメのことを汚けがらわしい目で見てたでしょ？」

「いや、いや、それも誤解だから！」

「え？　まさかわたしのほうを？　キモッ」

　遠とお野のはドン引きしたように後退あとずさりした。

「そういう意味じゃない！　変な目で見てないってことを言っているんだ！」

　どうしてこんな扱あつかいをされてるんだ？　ちょっと酷こく過ぎではないだろうか。

「どちらにしても、今度あんな目でヒメを見たら、ただじゃおかないから」

　端はなからこちらの話を聞く気はなかったらしい。そう吐はき捨すてて、遠とお野のは教室を出て行った。

　遠とお野のは藤ふじ代しろに対して異常なほどの執しゆう着ちやく心しんがあるようだ。これからは気を付けよう。敵は作らないに越こしたことはない。

　そのことを肝きもに銘めいじて、俺おれは日誌提出のために職員室へ向かった。










　日直日誌を提出後、俺おれは明あ来きと合流した。その後、俺おれ達たちは真まっ直すぐ帰らず、家電量りよう販はん店に向かった。明あ来きがパソコンの機材を見たいと言うので、立ち寄ることにしたのだ。

　家電量りよう販はん店に行ったあと、少し早い晩御ご飯はんをファミレスで食べて、俺おれは明あ来きと別れた。その頃ころには時刻が十八時を回っていて、日が沈しずみ、辺りはすっかり暗くなっていた。

　しばらく歩くと、洋館のようなデザインの大きな家が見えてきた。庭は建物よりもさらに大きく、色鮮あざやかな花が咲さき誇ほこる花か壇だんと丁てい寧ねいに手入れされた木々が植えられている。それらを守るように立派な鉄の門がそびえていた。

　この辺で一番の豪ごう邸ていだ。ここが俺おれの家！　ではない……。その隣となりが俺おれの家だ。

　中古物件だが、二階建てで庭も付いている。もともと良いい状態だったので、最小限のリフォームで済んだ。

　学校と駅は歩いて行ける距きよ離りだし、近くにコンビニやスーパーなどの買い物ができるお店もあり、立地は申し分ない。

　今年、父さんが新しく購こう入にゆうした家だ。一年目は賃ちん貸たいマンションだったが、自分の生まれ育った街ということもあって、きちんと腰こしを据すえたかったらしい。だけど、それからすぐに、再び転勤を命じられるとは不運だった。

　かなり粘ねばったようだが、サラリーマンが会社の命令に逆らえるはずもなく、失敗に終わった。おふくろは、夫ｌｏｖｅの人間なので、一いつ緒しよについて行き、俺おれは今の環かん境きようを変えたくなかったので、留守番をかって出て家に残ったのだ。

「ただいま」

　返事はないとわかっているが、自然と口にしてしまう。

　この家に一人で引ひっ越こして、二ヶ月が経たっている。いい加減、ここには俺おれしかいないと脳も理解していいはずだが、習慣というのは簡単には抜ぬけないようだ。

　二階の自室に移動して制服から私服に着き替かえる。

　部屋には日常的に使う物以外に、テレビやノートパソコン、それにゲームのハードとソフトが専用の棚たなに収容されている。ゲーム関連の物は、使うどころか、どれも一年近く触ふれてないので埃ほこりを被かぶっていた。昔はゲーミングＰＣもあったのだけど、それは父親のパソコンが壊こわれたのを機にあげてしまった。

　ゲームから足を洗った俺おれには、もうあんなハイスペックなパソコンは必要ない。ノートパソコンで事足りる。処分する良いい機会を神様がくれたのだろう。

　そうは言っても、部屋の設備は高校生にしては充じゆう実じつしているほうだと思う。しかし、この部屋にも欠点がある。隣となりの豪ごう邸ていとの距きよ離りが近いのだ。一応、間かん隔かくは五メートル程度離はなれているけど、なにぶんあちらの建物は大きく、すごい圧あつ迫ぱく感がある。

　しかも、俺おれの部屋と対面する形で隣となりにも窓付きの部屋がある。向こうのほうがこちらより僅わずかばかり高い位置にあるものの、覗のぞこうと思えばお互たがいに覗のぞけてしまう。それに気付いたのは、迂う闊かつにも私物を全部移動させたあとだった。

　最初のほうは部屋の移動を考えた。なにせ一いつ軒けん家やに一人だから有り余っている。しかし逆に一人であるがゆえ、ベッドなど大型家具の移動がままならなかったのだ。結局今のところ問題はないので、この状態で落ち着いている。

　窓さえ開けずに閉め切っていれば、互たがいのプライバシーは守られる。そう思って、父さん達たちから預かった生活費で、まず最初に断熱、防音、遮しや光こうに優すぐれたカーテンを整えた。これなら多少騒さわいでも迷めい惑わくをかけることはないはずだし、向こうからの音も気にならないだろう。

　しかしいったい、どんな人が住んでいるのだろうか。うちの両親は挨あい拶さつしに行ったときに会ったらしいが、俺おれとは活動時間が違ちがうせいか、結局まだ一度も顔を合わせていない。

　まあ、なんだかんだでお隣となりなんだし、どこかのタイミングで話す機会もあるだろう。まあひょっとしたらこのまま一生会わないかもしれないけど。

　おっと、忘れるところだった。そういえば、文ふみ也やが薦すすめてくれた動画をダウンロードしておかないと。

　俺おれはスマホでネットに繫ぎ、動画のダウンロードページに飛んだ。

　あれ。妙みように重たい……。有線のほうがいいか。

　スマホをポケットにしまって、ノートパソコンを起動する。すると、ポケットに入れたスマホが震えた。

　そして、パソコンにまた見知らぬアドレスからのメールが届いていた。

　昨日と同じヤツか……？

　今度は動画ファイルではなく、謎なぞのＵＲＬが表示されていた。

　恐おそる恐おそる再生すると、パソコンの画面にＭＭＯＲＰＧらしき実じつ況きよう動画が流れ始める。

　実じつ況きよう者の操作するキャラは、古城のような建物の中で二本の刀を駆く使しして、襲おそいかかるモンスターを返かえり討うちにしていた。

『雑魚ざこか……。フッ。俺おれの刀の錆さびとなれ』

　俺おれはすみやかに、映像の停止ボタンをクリックした。

　またかよ！　また俺おれの実じつ況きよう動画じゃないか！

　いったい、誰だれだよ、こんな手の込こんだ嫌いやがらせをしてくる奴やつは！

　すると、再びメールの通知が届いた。先さき程ほどと同じメールアドレスだ。内容は……。





『ゲームしたくなったでしょ？　またゲームの世界にのめり込こもう！』






「のめり込こむか！」

　速そつ攻こう、メールをゴミ箱に入れる。そして、送信者のアドレスをブロックしておいた。

　もう、俺おれはゲームはやめた。

　いまの自分には必要ないものなんだ。

　まともに生きるためにはきちんと学校に通って、普ふ通つうの高校生として暮らすためには。

　昔の、病弱で、弱気で、卑ひ屈くつだった自分に戻もどらないためには。

　ふと視界の隅すみに、埃ほこりを被かぶったゲーム機が映った。

　こんなもの、こんなものがあるからいけないんだ。俺おれはゲームなんかに頼たよったりしない。やっと普ふ通つうに学校に通えるようになったんだぞ。もう、こんなもの必要ないんだ。




　……。




　…………。




　………………。




　そうだよ……いらないじゃんか……。

　これがあるから、惑まどわされるんだ。

　勢い任せにゲーム機を持ち上げた。綿わた埃ぼこりが舞まい、落ちたコードが足に絡からみかけるが気にしない。投げ捨ててやる。

　乱暴にカーテンをまくりあげ、

　そして「一度も開けたことのない」きしむ窓を力ずくで開いて──。

　そこで、思いがけない光景が目に飛とび込こんできた。

　お隣となりさんの窓が。開いていた。

　そしてそこに、隣となりの家の住人がいた。

　初めて謁えつ見けんしたお姿は、袖そでや裾すそにはフリルが付いていて所々にレースがあしらわれた──まるでお姫ひめさまのドレスのような、かわいらしい服装だった。

　たぶん、自分とあまり歳としは変わらないと思う。

　彼かの女じよは、大きなクマのぬいぐるみを胸むな元もとに抱かかえて。そして、それに話しかけながら窓辺にもたれて夜空を眺めていた。

　……。

　いけない。これは、見ちゃだめなものだったかもしれない。

　そう思ったが、遅おそかった。

　間の抜ぬけた「あっ」という声。

　お隣となりさんは、ぽか[image: ～][image: ～]んとした表情でこちらを見つめて固まっていたが、頰ほおだけが見る間に真っ赤に染まっていく。

[image: ]

　どうしよう……。

　てか、正面でちゃんと見てわかったけど、この人とてもきれいだ。どこか儚はかなげで、触ふれると壊こわれてしまいそうな繊せん細さいなガラス細工のような印象で……幻げん影えいの世界の住人のようだ……。

　いや、そんなこと思っている場合じゃない。この予想外に早く訪おとずれた衝しよう撃げき的なお隣となりさんとのファーストコンタクトをどう切きり抜ぬけようか……。

「……坂さか木き、修しゆう司じ……」

「はい？」

　え、初対面ですよね？　ウチの親から名前聞いてたとか……？

「（殺す）」

「え」

　小声だったから確証はないが、物ぶつ騒そうな言葉が聞こえたような……？

　聞き返すわけにもいかず、俺おれは呆ぼう然ぜんとしていると、隣りん人じんはすーっと静かに立ち上がり、キッとこちらを睨にらみ付つけた。

「殺す！」

　そう力強く断言すると、少女はバンっ、と勢い良く窓を閉めた。

「……な、なんだったんだ……」

　すごい圧で本当に殺しに来そうな勢いだった。ありえないとわかっているが、身がすくんでしまった。だが気持ちはわからなくもない。初対面とはいえ、あんな姿を見られたのだ。気が動転して、暴言を吐はいてしまったのだろう。

　今日のことは墓まで持って行こう。うん。そうしよう。




　ピンポーン♪




　家のインターホンが鳴った。

　先さき程ほどの「殺す」と告げられたシーンがフラッシュバックする。

「まさか、それはないだろう……」

　頭をぶんぶんと振ふり、脳内で流れた映像を消し去る。




　ピンポーン♪　ピンポーン♪




「いや、いや、まさか、まさか、ない、ない」




　ピンポーン♪　ピンポーン♪　ピンポーン♪




「いや、いや、いや、だからないって、それはない」




　ピンポーン♪　ピンポーン♪　ピンポーン♪　ピンポーン♪




「いや、いや、いや、ないって。マジで、それはないって。ない、ない」




　ピンポーン♪　ピンポーン♪　ピンポーン♪　ピンポーン♪　ピンポーン♪




　恐きよう怖ふ心を芽生えさせるように、家の中がインターホンの音で充じゆう満まんしていく。

「いや、いや、いや、いや、いくらなんでもそれはないって。ない。ない。ありえないって」

　きっと宅配とかだろう。うん、絶対そうだ。

　そんなことを考えているあいだにも、狂きよう気きじみたインターホンは鳴り続いていた。

　恐おそる恐おそる階段を降りていってみる。

　玄げん関かんに向かい、ドアの覗のぞき穴から外を確かく認にんする。

　マジかよ……。

　先さき程ほどのお隣となりさんがインターホンのボタンを高速で連打していた。そのスピードは連射ゲーかよ！　と突つっ込こみたくなるくらいの速さだ。

　俺おれが恐きよう怖ふに顔を引きつらせて硬こう直ちよくしていると、出ないと判断したのか相手は諦あきらめたようで、覗のぞき穴から見える視界からフェードアウトした。

「なんだったんだ……」

　これは近々謝あやまりに行ったほうがいいのでは……。それとも、あえて何事もなかったかのように暮らしていくべきか……。

　そんなことを悩なやみながら、俺おれは二階の自室に戻もどった。

　だが俺おれは失念していた。

　部屋の窓そのものは開けっ放しだったのだ。

「おい！」

「ひいぃ！」

　突とつ然ぜんの呼びかけに、思わず奇き声せいを上げてしまった。

　風で窓のカーテンが揺ゆれている。

　再び開いた隣りん家かの窓。その向こう側から響ひびいてくる足音。

　おい、まさか……。

　予感は当たった。次の瞬しゆん間かん見たのは、こちらの部屋目掛けて飛とび込こんでくるぬいぐるみを抱だいたあの少女だった。

　ドズン、という豪ごう快かいな着地音と揺ゆれを感じながら、俺おれは呆ぼう然ぜんとその姿を見ていた。

「噓うそだろ……」

　五メートル離はなれているんだぞ……。いくら、あっちの部屋のほうが高い位置にあるからって、飛び移ってくるなんて……。

　少女はゆっくりとこちらに近付いてくる。乱れた前まえ髪がみが彼かの女じよの目を隠かくしていた。それでも僅わずかにのぞく眼光は鋭するどく研とぎ澄すまされていた。

　そういえば、彼かの女じよはこう言っていたのだ。

「殺す」と。

　あまりのことに動けない俺おれへ少女の腕うでがにょきっと伸のびてきて、肩かたを摑つかんだ。

「すいませんごめんなさい殺さないでくださ……！」

「頼たのむ！　言わないでくれ！　お願いだ！」

　情けなくも命いのち乞ごいを口にした俺おれと、彼かの女じよがそう言ったのは同時だった。

「……なにを？」

「さっき見たものをだ」

　それって、ぬいぐるみとしゃべっていたことを言っているんだよな？　じゃあ、誰だれに黙だまっておけと？　自分の家族にか？

　少女に疑問を尋たずねるため、顔を上げる。

　その御ご尊顔を目にして、俺おれは再び驚きよう愕がくしてしまった。

　見覚えのある、その顔。ついさっきのことだ。

　放課後の夕暮れ時に、日誌をつけていた教室で。

「藤ふじ代しろ姫ひめ佳か……だよな？」

「そうだが……」

「え？　なんで？　藤ふじ代しろが……。え？　どういうこと？」

「そ、それはこっちのセリフだ。なんで君がここに？」

「いや、ここ俺おれの部屋だけど……」

　藤ふじ代しろの目が点になっていた。そして彼かの女じよは、隣となりの家を指差して言う。

「あれは、わたしの家だ。それであそこはわたしの部屋だ」

「……俺おれ達たち、隣となり同士だったんだな」

　それから数秒後、藤ふじ代しろは膝ひざを落とし、自分の頭をかきむしった。

「あ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]」

「だ、大だい丈じよう夫ぶか？」

　俺おれが声をかけると、彼かの女じよは涙なみだ目めで睨にらみ付つけてきた。

「母から、同年代の男子が一人で暮らしていると聞いていたが、まさか同じ学校で、しかもクラスメイトだったとは。しかもこの姿を見られるなんて……」

　藤ふじ代しろの声は震ふるえていた。よほど、俺おれに目もく撃げきされたことがショックだったのだろう。

「そんな嫌いやだったなら、なんで窓を開けてたんだ……？」

「月が綺き麗れいだから、一いつ緒しよに見ようと思って……」

　藤ふじ代しろは手に持ったぬいぐるみを抱かかえて項うな垂だれた。

「それに、まさかこの部屋に人がいると思わなかったんだ」

「どうして？」

「今まで物音はなかったし、灯あかりも点ついてなかったから。窓を開けているところも見たことがなかったし」

「ああ。俺おれの部屋の窓はカーテンを防音・遮しや光こうにしてて、今まですっと開けずにいたんだよ。だから、俺おれがいることを気付かなくても無理はないな」

「なっ……。この卑ひ怯きよう者！」

「いや、卑ひ怯きようって言われても……」

「か、かくなるうえは」

　な、なんだ。すごい形ぎよう相そうで睨にらまれているんだが……。

「さ、坂さか木き、た、頼たのむ。みんなにはこのことは黙だまっておいてくれ……。黙だまっておいてください」

　藤ふじ代しろは立ち上がり深々と頭を下げた。

「え？　このことって？」

「わたしの服装や……。ぬ、ぬいぐるみと話していたことだ」

　うわ。すごい顔を真っ赤にしてる。頭から湯気が出てきそうだ……。

「ど、どうなんだ？」

　藤ふじ代しろは俺おれに顔を近付けてきた。

　ちょっと近い……。やばい。心臓がドキドキする。俺おれの心しん拍ぱく音聞こえてないよな……。

　速くなりそうな呼吸をなんとか整え、俺おれは視線を逸そらした。

　普ふ段だんの凜り々りしい感じの藤ふじ代しろと雰ふん囲い気きが違ちがう。かわいい系の服を着ているせいか、なんだかいつもとは違ちがう緊きん張ちよう感が……。

「目を逸そらしたってことは……。言うつもりなのか……。やっぱり殺してやるううう」

　泣き声混じりに訴うつたえながら、藤ふじ代しろは俺おれの首を絞しめて、ぶんぶんと振ふり回まわす。

「グハッ。ま、待て、待て、マジでヤバい」

　意識が遠のくなか、俺おれは現実に戸と惑まどい続けた。

　いったい、どこで選せん択たく肢しを間ま違ちがえてしまったのだろうか……。










　どうしたものか……。

　俺おれは先さき程ほどまで絞しめられていた自分の首を擦さすりながら、体育座すわりで置物のように固まる藤ふじ代しろに目をやる。

　心なしか、背景がどんよりと黒くなっているような気がする……。

　学校にいるときの凜りんとした美少女はどこへ行ってしまったんだよ。誰だれか知りませんか？

「大だい丈じよう夫ぶ？」

「……すまない。今はそっとしておいてほしい」

　藤ふじ代しろは消え入りそうな声で返事をした。

　そうはいっても、いつまでもこの状態はお互たがいにとって芳かんばしくないだろう。

　事態を進展させるため、俺おれは声をかけ続ける。

「でもこのままにってわけにいかないだろ」

　藤ふじ代しろは虚うつろな目をこちらに向けた。

　なんてすごい負のオーラを身に纏まとっているのだろうか。触ふれると、こっちが不幸になってしまいそうだ。

　挫くじけそうな気持ちを奮い立たせる。

「人に話すことで解決できることもあるだろうし……。もし俺おれでよければだけど話を聞かせてくれないか？」

「……坂さか木き。わかった。なんでも聞いてくれ」

　藤ふじ代しろの瞳ひとみには僅わずかに光が戻もどっていた。話す覚かく悟ごをしてくれたのだろう。これなら大だい丈じよう夫ぶそうだ。

「早さつ速そくだけど……。さっきの部屋でのアレってなにしてたんだ？」

「君は鬼おにか！　鬼おになのか！」

　藤ふじ代しろは立ち上がり、俺おれの肩かたを摑つかんで前後に揺ゆさぶってきた。

「ぐあっ、や、やめろ。酔よう。酔ようから！　さっき、なんでも聞いてくれって言ったじゃないか」

　俺おれは藤ふじ代しろの両りよう腕うでを振ふり払はらう。

　いったい、その華きや奢しやな体のどこにそんな腕わん力りよくがあるんだよ。

「話していたんだ……」

「うん？　すまん。よく聞こえなかった」

「ぬいぐるみと話していたんだよ！　逆に君にはアレがなにをしているように見えていたんだ！」

「そ、そんな怒おこるなよ」

「怒おこってない！　ただ……」

「ただ？」

「恥はずかしい……んだ。あの姿を見られるなんて思ってなかったから……」

　藤ふじ代しろは俯うつむき加減で頰ほおを赤く染めていた。

「ま、まあいいんじゃないかな。ぬいぐるみで遊ぶくらいさ。そんな恥はずかしいことじゃないだろ」

「本当にそう思うか？」

　頼たのむからそんなつぶらな瞳ひとみで見つめないでくれ。悪いことをしてないのに、なにかこっちに非があったかのようにドギマギしてくる。

　俺おれは藤ふじ代しろから目を逸そらして返答をする。

「えっ？　あっ……、うん」

「なんだ、その曖あい昧まいな返事は……。本当におかしくないか？　驚おどろかなかったか？」

「いや……たしかに、驚おどろかなかったって言えば噓うそになるけど……」

「ほら、やっぱり！」

「いや、いや。いつもとギャップがちょっとある服装だったから……。少し驚おどろいたんだよ。悪い意味じゃなくてさ。それに自分の部屋なら、別にどんな格好でどんなことをしていてもいいと思うけど……」

　などとフォローしてみたけど、藤ふじ代しろは納なつ得とくできないようで、なにやら小声で呟つぶやく。

「（もう高校生活は終わりだ。明日にはこのことがみんなに知しれ渡わたって、ツイッターの裏アカや学校の裏サイトとかで話題にされるんだ。高校を卒業したあとも、社会人になっても、同窓会をしたときも、ずっとこのことがネタにされ続けるんだ）」

　卑ひ屈くつ気味に呟つぶやく藤ふじ代しろだが俺おれは親近感が湧わいていた。俺おれは、中学時代まではずっとそうだった。弱い自分や、身の回りの人の視線に絶望していた。それと同じではないにしろ、藤ふじ代しろにも似たような、彼かの女じよなりの思いや悩なやみがあるんだ。

「誤解しているみたいだけどさ。誰だれかに言ったりしないぞ」

「そ、それはほんとか？」

　藤ふじ代しろはくっきりお目々を大きく見開いた。

「ああ」

　だからこそ、彼かの女じよに安心してもらえる言葉を俺おれは知っている。

　塞ふさぎ込こんで、ゲームにのめり込こんでいたときにかけてほしかった言葉。

「これくらい、いいんじゃないか。誰だれかに迷めい惑わくをかけているわけじゃないし。藤ふじ代しろには必要なことなんだろ？　自分だけのための、ただそれだけのことって、誰だれにでもあるものだし。それを悪いとか思わないし、誰だれかに言いふらして笑ったりもしないよ」

「……あ」

　藤ふじ代しろはパッと花が咲さくように笑え顔がおになった。

「ありがとう。君はわたしの恩人だ」

「恩人って大おお袈げ裟さだな」

「そんなことないさ。おかげでまだ生きられる」

「いや、だいぶん大おお袈げ裟さだと思うけど……」

「仮に君がみんなに言いふらして、親の耳にまで入ったら大変なことになる。唯ゆい一いつのわたしの楽しみであり、ストレス発散法がなくなってしまうよ」

「あれがストレス発散法？」

「うん。君にはないのか？　人の目を気にしなくて済む自分だけの世界がほしくなったことを」

　藤ふじ代しろは口を閉ざし、頰ほおを少し赤く染めていた。

　好きなことは時間や嫌いやなことを忘れさせてくれる。俺おれの場合はそれがゲームで、藤ふじ代しろの場合は今みたいにかわいい服を着て、ぬいぐるみに話しかけることだったのだ。ただ、それだけのことなのに、バカにする者は絶対にいるだろう。高校生にもなって、なにをしているんだ。もう大人になれ。そんなことを言われるのは、簡単に想像ができる。

「坂さか木きは、あのわたしを見て、高校生にもなっても幼よう稚ちな遊びをしているって思ったか？」

「さっきも言ったけど、驚おどろきはしたけど、人に見せたくない、知られたくない部分はあっていいと思うし、むしろ話しやすくなったよ。普ふ段だんは出来過ぎなくらいすごい奴やつだからさ」

　先さき程ほどよりも藤ふじ代しろの眼力が増していた。

「……坂さか木き」

「まだなんかあるのか？」

「ありがとう！　本当にありがとう！」

　藤ふじ代しろは俺おれの両手を握にぎり、上下に振ふるう。

　握あく手しゆしてくるなんて、よほどうれしかったんだな。

「って、いてぇぇぇえ」

　俺おれは強ごう引いんに藤ふじ代しろの手を引ひき離はなした。

「す、すまない」

　相変わらず、すごい力だ。なまじスペックが高いぶん、興奮すると自分で制せい御ぎよできなくなるのだろうか？

　まあ、なんにせよ、これでこの件は解決……でいいっぽいな。

　しかっし、緊きん迫ぱくのなかでずっと話していたから喉のどが渇かわいたな。変な家への上がり方をされたが、客人もいることだし……。

「お茶淹いれてくる。なにか飲む？　って、言っても、緑茶かコーラしかないんだけど」

「あっ。すまない。では緑茶を頼たのむよ」

　一階へと降りて、俺おれは台所でお茶を淹いれながら思考を働かす。

　意外なお隣となりさんの正体と、予想外だけど少し可愛かわいい秘密を知ってしまったが、まあそれは悪いことじゃない。

　とはいえ、これを飲み終えたら、すみやかにお帰りいただこう。藤ふじ代しろ姫ひめ佳かが俺おれの家にいるのはまずい。放課後話してただけで突つっかかってきた遠とお野のは極きよく端たんな例だが、もし隣となり同士で家に上げたことがわかってしまったら、高校生活に支障が出そうだ。彼かの女じよのようなカリスマは、話題も集める。あまり親しくしすぎてもいけない。

　そんなことを考えながら、用意したお茶を零こぼさないように二階の自室へと運ぶ。

　自分の部屋に到とう着ちやくして、扉とびらを開けた。




　藤ふじ代しろが真しん剣けんな面おも持もちで、パソコンをジッと見ていた。




　ま、まさか……。

　手放したまま床ゆかに落ちていたスマホに、なにか通知が表示されている。

　恐おそる恐おそる足を進めて、藤ふじ代しろが凝ぎよう視しするパソコンの画面を覗のぞいた。パソコンの画面には、俺おれの実じつ況きよう動画が流れていた。

「なあ、急にウィンドウが開いて映像が流れたんだが……これはなんなんだ？　坂さか木き。この声、君だよな？」

　藤ふじ代しろの問いに俺おれは答えられず、茫ぼう然ぜんと立たち尽つくすばかりだった。

　これがゲームだったら、リセットできたのに……。

　ただただ、そう後こう悔かいするばかりだった。











セカンドステージ






　朝目覚めて、スマホを確かく認にんするとまだ六時を回ったところだった。

　藤ふじ代しろが俺おれの家を襲しゆう撃げきしてから、一週間が経過していた。

　あのときは、マジで人生が終わったかと思った。なにしろ、ゲーム実じつ況きようという動かぬ証しよう拠こを見られたのだ。

　俺おれが不在中に例の迷めい惑わくメールが届いたのだ。しかも、今回は若じやつ干かんウィルスじみていて、受信したら勝手に動画が再生されるという代しろ物ものだった。

　すぐさま再生を止めて、パソコンを落としたものの……。

　流石さすがに誤ご魔ま化かしきれないと判断して、俺おれは藤ふじ代しろがそうしたように自分の秘密を打ち明けた。

　中学生の頃ころまで病気がちで、友達がおらず、ゲームにのめり込こんでいたこと。カッコつけた実じつ況きよう動画をネットにあげていたこと。そして、高校生活を体験して、そんな自分が嫌いやになってゲームをやめたこと。

　彼かの女じよはなにも言わずに全てそれを聞いてくれて、「誰だれにも言わないから安心してくれ。お互たがい様だからな」と言って立ち去った。

　実際、藤ふじ代しろは俺おれの過去について誰だれにも話していないようだった。でも……。

　藤ふじ代しろは俺おれの実じつ況きよう動画を見て、どう思ったのだろう。ゲームが好きだからといって、ネット投とう稿こうまでするのは少数派だ。それこそ、藤ふじ代しろのようなリア充にとってはゲームに依い存ぞんする人間は特異に映るに違ちがいない。少なくとも、良いい印象は抱いだかない気がする……。

　そんなことを考えながら、俺おれは自分の部屋の窓へと目を向けた。

　あれ？　窓が開いている……。閉め忘れてたか……。

「お、起きたか。おはよう」

　声がした足下に目を向けると、制服姿の藤ふじ代しろが椅い子すに座すわり、落ち着きある笑えみを浮うかべていた。窓から朝日の光が彼かの女じよに降り注ぐ。その姿は爽さわやかで、晴れやかで、なんていうか眩まぶしかった。このあいだの可愛かわいい格好もいいけど、制服でピシッとしているのが、一番しっくりくるな……。

「……って、どこから入ってきた!?」

　見み惚とれている場合じゃなかった。マジでどうして人の部屋にいるの!?

「そこからだけど……」

　そう言って、藤ふじ代しろは窓を指差した。

「まさか、また窓から!?」

「うん」

「いや、いや、いや、なに勝手に部屋に忍しのび込こんでるんだよ!?　不法侵しん入にゆうだぞ？　警察呼べるぞ！　裁判で勝てるぞ！」

「ま、待ってくれ！　ど、どうしても君に相談したいことがあって！　学校で話せるようなことじゃないんだ。そ、それに、ほ、ほら、わたし達たちは連れん絡らく先の交こう換かんもしてないだろ。だから、これしか手段がなかったんだ」

　ここまでするほどの重要な要件ってことか……。

　一週間前の件は、俺おれが黙だまっておくということで解決している。藤ふじ代しろも俺おれの過去のことは黙だまってくれているみたいだし、その件はもう終わったはずだ。

　あと考えられる可能性は……。

　ま、まさか、俺おれの実じつ況きよう動画についてか？　演出とはいえ、キザな口調でゲームする俺おれを見たのだ。生徒会や学級委員長を兼けん任にんするほどの責任感が強い藤ふじ代しろのことだから、俺おれが心に闇やみを抱かかえているとか誤解して、保健室の先生に相談したほうがいいとか、生活指導教きよう諭ゆに突つき出だすとか、そういう話をする気じゃ……。

　憂ゆう鬱うつな気持ちに押おし潰つぶされそうになっていると、藤ふじ代しろはこちらをジッと見み据すえていた。

　俺おれは怯おびえながら尋たずねる。

「相談って……なんだよ？」

「うん……それは……」

　藤ふじ代しろは椅い子すから立ち上がると、俺おれに向かって深々と頭を下げた。

　とても綺き麗れいな礼だった。

「君が、いろんな理由があってゲームをやめたことはこのあいだ聞いた。だが、その上でお願いがある。私に……ゲームを教えてくれないか」

　真まっ直すぐ見み据すえてくる藤ふじ代しろ。俺おれは言葉に詰つまった。

「実は、坂さか木きの実じつ況きよう動画を見てから、ずっとゲームがやりたくて、自分でも時間を作って、人目に触ふれないように、いろいろ調べたんだ。だがやはり難しくて……これでも君にお願いするかどうかを一週間近く悩なやんだんだ」

「一週間悩なやんで窓からの侵しん入にゆうって……」

　ようやく口に出せたのはそんなどうでもいいことだった。俺おれがゲームを？　彼かの女じよに教える？

「そ、それは、こ、こっちにも事情があって。その、ゲームについて話しているところを人に見られるのを避さけたくて……」

　慌あわてる藤ふじ代しろに、神しん妙みような顔つきで俺おれは尋たずねる。

「どうしてか聞いてもいいか？」

　彼かの女じよもそれに合わせて居住まいを正す。

「二つ理由があるんだ。一つ目は、わたしの家は厳しくてな。ゲームに興味を持ち出したと知られると反対される」

「人のことを言える立場じゃないが、ゲームさせないっていまの時代難しくないか？　だってスマホで簡単にプレイできるし……」

　すると、藤ふじ代しろはおもむろに自分の制服の内ポケットに手を入れた。そこから出されたのは、ガラケーだった。しかも古ふる臭くさいスティックタイプだ。

　たしかに、これじゃソシャゲはできないか……。

「うちの両親は二人とも医者で、わたしにもそうなってほしいと思ってる。だからゲームなんてとても許してもらえない。早く大人の振ふる舞まいができるようにと、おもちゃや女の子っぽい服は物心ついてすぐ取り上げられたんだ」

　なるほど。あの少女趣しゆ味みの格好や、ぬいぐるみ遊びはそういうわけか……。藤ふじ代しろは笑って話していたが、俺おれにはとても悲しんでいるように見えた。彼かの女じよは好きなことをやらせてもらえなかったし、それを伝えることもずっとできずにいるのだ。

「とはいえ、ゲームって……親にバレたら大変なことになるだろ」

「うん。たぶん、生徒会や委員長も辞やめさせられるだろうな」

「な、なんでだよ？」

「両親は……本来、生徒会や委員長の仕事の時間すらも、勉強に費ついやしてほしいと考えているんだ。学校の友達との絡からみでゲームを知ったなどとわかったら、それらの活動もやめろと言ってくるだろう」

　もしそうなったなら……。それはつまり藤ふじ代しろの影えい響きよう力が下がるってことか。いまのクラスの雰ふん囲い気きが変わる要因があるのなら、俺おれとしては避さけておきたい。それになにより、それでは藤ふじ代しろ本人が不ふ憫びんすぎる。

　だがだからといって俺おれはもう、ゲームは……。

　俺おれが悩なやんでいると藤ふじ代しろはさらに語り続ける。

「もちろんいつかは一人でもやるつもりだ……。でも全く初めて触ふれる文化だから、一人だと限界があって……。現に、いろいろわからないことがあって、行ゆき詰づまってしまった。主な情報源はネットだが、たまに噓うその情報もあるというし……。知識のある人に教えてもらうのが一番だと思ったんだ」

　藤ふじ代しろは俯うつむき加減で語った。

「それなら俺おれじゃなくてもいいんじゃないのか？　遠とお野のとかじゃダメなのか？」

　そう言うと、藤ふじ代しろは首を横に振ふって否定してきた。彼かの女じよの表情は切なさみたいな、虚むなしさみたいな、そんな複雑な感情が宿っていた。

「これが二つ目の理由だが……勝手な話だとはわかっているが、周りの友人にもゲームのことを知られたくないんだ。もし、受け入れてくれなかったら。そう思うと……な」

　昔、なにかあったのか。それとも両親のことなのか、藤ふじ代しろは苦しそうだった。

「もちろん、君がゲームを控ひかえていることは百も承知だ。それが昔の君自身への……一種のトラウマになっているということもわかっている。だが……」

　あの夜みたいにその思いを受け止めてくれそうなのは、俺おれしかいない、と。彼かの女じよが口にせずとも、俺おれにはなんとなく続きが理解できた。

　俺おれは藤ふじ代しろとはクラスメイトという以外の接点がない。それでも、彼かの女じよは放課後一人悩なやむ俺おれに声をかけてきてくれた。今の高校生活を平へい穏おんに送れているのも……そもそも、高校生活というものがいいものだと思わせてくれたのも、クラスと秩ちつ序じよを守っている彼かの女じよのおかげであることは間ま違ちがいない。

　それに彼かの女じよには一年の頃ころに不良に助けてもらった恩義がある。ここで返しておいてもいいだろう。

　だったら──。

「わかったよ。少しだけなら」

　ここで無む碍げに断るわけにはいかない。俺おれの返事に、藤ふじ代しろはうれしそうに笑っていた。

　しばらく付き合えば、満足してくれるだろう。もちろん不安はある。おそらく、藤ふじ代しろの思おもい描えがいている俺おれは、動画の中にしかいない。今の──ゲームを捨てた俺おれでは、要望に応えられなくなる部分も出て来るはずだ。だが、その頃ころには、彼かの女じよはきっと別のゲーム仲間を見つけられるはず。

　それまで、ほんのちょっとくらいなら……。










　その後、なりゆきで、一いつ緒しよに登校することになった。

　話してみてわかったのだが、藤ふじ代しろはアニメや漫まん画がなどもあまり触ふれてこなかったらしい。

　今時珍めずらしいというか、本当に厳しく育てられたのだろう。

　そうこうしているうちに学校が見えてきた。運動部の力強い掛かけ声ごえが聞こえてくる。

　ここまでの道のりで他の生徒に出会わなかったが、やはり部活の朝練や日直などの特別な理由でもなければ、こんな時間には来ないってことだろう。

　学校の校門で藤ふじ代しろは足を止めた。

「一つ話したいことがあるんだ」

「まだなにか相談事か？」

「うん。相談というより、頼たのみになるのだが……。こ──」

　そのときだった。彼かの女じよの言葉を「藤ふじ代しろ！」という呼び声が遮さえぎった。

「田た辺なべ先せん輩ぱいおはようございます」

　藤ふじ代しろは居住まいを整え、丁てい寧ねいに挨あい拶さつをした。

　サッカーボールを片手に駆かけ寄よって来たのは、サッカー部のユニフォームを着た男子生徒だった。高身長で細身だが、ひ弱という印象を受けないのは引ひき締しまった筋肉のおかげだろう。

　なるほど、この人が例の田た辺なべ先せん輩ぱいか。噂うわさ通りモテそうだ。

　俺おれは小さくお辞じ儀ぎをする。しかし先せん輩ぱいは、一いつ切さいこちらに目を向けなかった。

「今日はこないだの友達はいないんだね」

「柚ゆず希きのことですよね。いつも一いつ緒しよにいるわけではないので」

「そうなんだ」

　田た辺なべ先せん輩ぱいはホッと安あん堵どの表情を浮うかべた。

「このあいだはすいませんでした。柚ゆず希きが失礼なことを」

「別に気にしてないって」

　と言いながらも、引きつった顔で田た辺なべ先せん輩ぱいは乾かわいた笑い声を零こぼす。

　どうやら、もう一つの噂うわさも本当だったようだ。

　遠とお野のめ、藤ふじ代しろのためなら上級生相手でも牙きばを剝むくのか。おそろしい。やっぱり敵に回してはいけない。

　そんなことを考えていたとき、田た辺なべ先せん輩ぱいはふいに一いつ瞬しゆんだけ俺おれに目を向けた。そして、すぐに目線を藤ふじ代しろに戻もどす。

「彼かれは？」

「同じクラスの友人です」

「ふ[image: ～][image: ～]ん……」

　再度、田た辺なべ先せん輩ぱいはこちらに顔を向けた。一見先さき程ほどまでの笑え顔がおだったが……。

　その表情にはバカにしたような、薄うすら寒さむい含ふくみがあった。

　「俺おれのほうが上だ」と、その口くちの端はが言っていた。小中学生の頃ころから何度も見てきた顔だ。

　不快だが、顔に出さないようにする。こんなことで、腹を立てても損をするだけだ。

「君の名前は？」

「坂さか木き修しゆう司じと言います」

「坂さか木き修しゆう司じくんね[image: ～][image: ～]。覚えておくよ」

　覚えてもらわなくても結構だ。

「藤ふじ代しろは、彼かれと一緒に登校したの？」

「たまたま、さっき途と中ちゆうで会ったんです」

「ふーん……なるほどね」

　軽けい薄はくなその視線は、邪じや魔まだからどっか行けと言わんばかりだった。そしてさらに先せん輩ぱいは続ける。

「そういえば、このあいだの続きを話したいんだけど。ほら、前回は遠とお野のさんがいて、途と中ちゆうになっちゃったからさ」

　藤ふじ代しろも戸と惑まどったようだったが、先せん輩ぱいということもあってか、断れはしないようだった。

「すまない。坂さか木き、先に行っていてくれ」

「……わかった」

　ここで拒きよ否ひする理由はない。藤ふじ代しろに従い校舎に向かう。

　そのすれ違ちがいざまに、田た辺なべ先せん輩ぱいから汚きたない言葉が漏もれる。

「藤ふじ代しろと登校なんて生意気なんだよ。自分の身分をわきまえろ」

　とても小さな声量で、俺おれにしか聞こえないように。まったく器用なものだ。思わず賞賛したくなったよ。

　まあ、これも仕方がない。彼かの女じよに好意を抱いだく者からすれば、俺おれみたいな奴やつが一いつ緒しよにいることが不快なのだろう。それに悪口には慣れている。こういう扱あつかいには免めん疫えきがあるのだ。そんなことを思いながら、校舎に足を踏ふみ入いれた。










　昼休み。昼食を済ませ、俺おれは自分の席で今朝のことを思い返していた。

　一番乗りで教室に到とう着ちやくした俺おれは、窓から外を見下ろした。校庭で、いまだ藤ふじ代しろと田た辺なべ先せん輩ぱいが話していた。美男美女なのでなかなか絵になっていた。

　その後、クラスメイト達たちが登校し、賑にぎやかになった教室で話題に上がったのは、藤ふじ代しろと田た辺なべ先せん輩ぱいとのことだった。早朝に長々と話はなし込こんでいた藤ふじ代しろと田た辺なべ先せん輩ぱい。二人の関係に変化があったのではないかと、憶おく測そくが飛とび交かったのだ。既すでに付き合っているのではないかという意見まで出ていた。

　その噂うわさ話ばなしに終しゆう止し符ふを打ったのは遠とお野の柚ゆず希きだった。

　藤ふじ代しろが教室に入るなり、彼かの女じよは血相変えて「ヒメ、ナルシスト先せん輩ぱいとなにかあったってほんと!?」と問うたのだ。余よ程ほど焦あせっていたのか、声量が制せい御ぎよされておらず、教室全体に響ひびいた。

　結果は、田た辺なべ先せん輩ぱいとただ雑談をしていただけだと藤ふじ代しろが説明した。男子だけでなく、女子からも「よかった」と安あん堵どの声が聞こえてきたのは、田た辺なべ先せん輩ぱいの人気度が窺うかがえた。

　そうして、この話題は終息したのだった。

　しかし、思い出すと腹が立ってくる。

　脳内では田た辺なべ先せん輩ぱいの最後のセリフとあの表情がリピートされる。

　小中学生の頃ころに誹ひ謗ぼう中傷には慣れているはずなのだけど、どうも心に引ひっ掛かかっているようだ。自覚はないが、初対面の人間にあそこまで強きよう烈れつな敵意を向けられたことにショックを受けているのだろうか。それとも、なんだかんだで平へい穏おんな高校生活を一年経て、悪口に対する免めん疫えきがなくなってしまったのだろうか。

　俺おれは買ってあった紙パックのいちご牛乳にストローを挿さし、思い切り中身を吸い上げる。ほどよい甘あまみが口の中で広がり、今日一日を労ねぎらうように体に染しみ込こんでいく。仕事終わりのサラリーマンが飲むビールもこんな感じなのだろうか。

　気分を切きり替かえるため、俺おれは机から進路調査票のプリントを出して眺ながめることにした。

　プリントには第一志望から第三志望まで記入欄らんがある。大学、短大、専門学校の場合は指定校推すい薦せん、一いつ般ぱん推すい薦せん、ＡＯ入試、一いつ般ぱん筆記試験、センター入試のどれを選ぶのかまで書かねばならない。

　就職の場合は、どんな職種を希望しているのか、ＳＰＩ対策はしているのかなどを記き載さいするように指示されている。

　いったい何人がちゃんと考えて書いてくるのだろうか。未来なんてわからないものだ。実際、中学生の頃ころまでは今の自分を想像していなかった。ゲームを辞やめている自分。そして、やめたゲームを誰だれかに教えようとしている今を。

　誰だれかに見られているように感じ、前に目をやると藤ふじ代しろが黒板の水拭ぶきをしていた。あれは本来日直の仕事だ。きっと汚よごれが目についたとかで自主的にやっているのだろう。

　それはまあいい。問題は彼かの女じよがチラチラとこちらに視線を送っていることだ。実は休み時間のたびにこちらを意識しているようだった。なにか伝えたいことがあるのだろうか。そういえば、登校時になにか言おうとしていたっけ……。

　問題は、それを藤ふじ代しろの様子を見ていた遠とお野のがかなり御ご立腹だということだ。今だって、鋭するどく尖とがらした眼光でこちらを睨にらみ付けている。

　これは芳かんばしくない。何度も言うが、平へい穏おんな学生生活を送る秘ひ訣けつは、人気者や中心人物などを敵に回さないことだ。

　とりあえず、遠とお野のには敵意がないことを示そう。

　俺おれは無理やり笑えみを作って、遠とお野のに向ける。

　遠とお野のは「はあ？　勘かん違ちがいしているんじゃねえよ。カス」と言いたげに眉み間けんにシワを寄せて不ふ機き嫌げんな表情で応えた。

　よし。こわいので、そっとしておこう。

「藤ふじ代しろさんって生徒会で副会長もやっているし、すごいよね」

「ほんと、わたし真似まねできないわ」

　そんなところで、女子二人の声が俺おれの耳に入ってきた。

「田た辺なべ先せん輩ぱいとお似合いだよね」

「そうだけど、それはちょっと悔くやしい」

　藤ふじ代しろが学校の注目株の田た辺なべ先せん輩ぱいと話していたってこともあるだろうけど、今日はこの話題をよく耳にする。

　それほど、この学校では藤ふじ代しろの存在は注目されている。そこには、俺おれには想像できないような負担があるんだろうな。イメージを気にするだけならまだしも、身勝手な印象がつきまとう。ゲームについて俺おれに頼たよってきた彼かの女じよは、それを怖こわがっていたのだろう。

　ついこのあいだまで、俺おれは藤ふじ代しろのような優等生でなんでもできる人間には大した悩なやみがないと思っていた。でも彼かの女じよにも背負っているものがあった。もしかしたら、その背負っているものを取とり払はらうきっかけをゲームに求めているのかもしれない。

　すると、遠とお野のが立ち上がり藤ふじ代しろの元へ駆かけ寄よった。

「ヒメ、今日一いつ緒しよに帰ろう！」

「でも今日は生徒会の仕事があるからな[image: ～][image: ～]」

「待つよ！　またナルシスト先せん輩ぱいに絡からまれるかもしれないじゃん。一人で帰るのは危ないよ！」

　藤ふじ代しろは遠とお野ののおでこにデコピンをした。

「いてっ」

「こら。仮にも先せん輩ぱいだぞ。そんな呼び方はするな」

「だって[image: ～][image: ～]。ナルシストぽいんだもん」

　遠とお野のは唇くちびるを尖とがらせた。

「わかったよ。一いつ緒しよに帰ろう」

「やった！」

　遠とお野のは飛とび跳はねて喜び、俺おれに勝かち誇ほこった顔を向けてきた。

　なんで、ここまで敵視されているんだろ……。

「あと今後の日曜日、遊びに行こう！」

　また、藤ふじ代しろがこっちをチラ見してきた。

　なんだろう？

「すまないが、日曜日は予定が入るかもしれないんだ」

「え[image: ～][image: ～]」

「それに日曜日は部活じゃなかったのか？」

「そうだけど……」

「なにか大事な用事なのか？」

「そういうわけでもないんだけど……。ただ、ちょっと久しぶりに遊びたくて……」

「それならいつでもできるだろ。それに友人として、部活をサボらせるわけにはいかない」

「友人として？」

「うん」

「そっか……わかった！　じゃあ、日曜日はちゃんと部活に行くね！　にんにん」

　遠とお野のはなぜか忍にん者じやが印いんを結ぶかのようなポーズをとって、満足そうだった。

　傍はたから見ると、友達ではなく親と子供のようだ。

「ところで、ヒメは日曜日なにがあるの？　生徒会？」

「いや……。そういうわけでは……。いや、生徒会か……。それだ！　急用を思い出した！　ちょっと、行ってくる！」

　そう言って、藤ふじ代しろは教室から出て行ってしまった。

「あっ、行っちゃった……」

　そう悲しげに呟つぶやいたのち、遠とお野のは俺おれを睨にらみながら近寄ってきた。

　なぜ、そこまで敵意を持たれているんだ……。まったく、面めん倒どう事に巻まき込こまれるのは勘かん弁べん願いたいところなのに。俺おれは机の上に教科書を広げて、集中しているふりをする。しゃべりかけにくい雰ふん囲い気きを作り上げた。

「最近ヒメとなんかあった？」

　いとも簡単に話しかけられてしまった。

　顔を上げると、遠とお野のは不ふ愉ゆ快かいそうに頰ほおを膨ふくらませていた。

「どうしてそう思った？」

「この一週間、ヒメがなんかあんたのことを気にしているのよ。事あるごとに、あんたのほう見てるし」

「まさか。勘かん違ちがいじゃないか？」

「そんなことない」

　キッパリ否定してきた。

　言われてみればそうかもしれない。今日は朝に言いかけたままだった事もあるが、なにしろ藤ふじ代しろは俺おれに秘密を知られたわけだ。意識しないほうが無理というものだろう。実際、俺おれも自分のゲームについてのことを藤ふじ代しろに知られて、彼かの女じよが気になっていた。

「それでどうなの？　思い当たることない？」

　しつこく詰つめ寄よってくる遠とお野の。

　どうしよう……。困った。もちろん、藤ふじ代しろの秘密は話せないし。

「いいや……ないよ」

「ほんと？」

　俺おれの煮にえ切きらない返事に遠とお野のはまだ納なつ得とくしていない様子だ。




　ピンポンパンポン♪




　教室に設置されたスピーカーからお知らせの音声が鳴った。

『二年二組の坂さか木き修しゆう司じくん、坂さか木き修しゆう司じくん。至急生徒会室に来てください』

　呼び出しの放送が流れると、プツッと音声が切られた。

　今の藤ふじ代しろの声だったよな……。

　気付けば、教室にいる生徒達たちからの好こう奇きの視線が俺おれに集まっていた。

「ちょっとこれどういうこと？　あんた生徒会と無関係だよね？　なんでヒメはわざわざ校内放送であんたを呼び出したの？」

　遠とお野のは疑ぎ惑わくの目を強めていた。

　ダメだ。言いい逃のがれする方法が思い付かない。

「ごめん。呼び出されたから、行ってくる」

　そう告げて、俺おれは走ってその場をあとにした。

　助かったことは助かったけど、同時に注目されてしまった。なんか俺おれの平へい穏おんな高校生活がおかしくなってきている。

　そんなことを思いながら、俺おれは生徒会室に向かった。










　初めて入った生徒会室は、学校の他のどの部屋とも違ちがう独特の雰ふん囲い気きがあった。あえてたとえるなら、職員室の緊きん張ちよう感と教室の馴な染じみ具合が合わさった感じだ。

「生徒会に呼び出されるようなことをした覚えはないんだけど……」

　俺おれが恐おそる恐おそる言うと、藤ふじ代しろは座すわるように促うながしてきた。

　着席すると、藤ふじ代しろも対面する席に座すわった。

「そんな、堅かたくならないでくれ。生徒会として呼び出したわけじゃない。ゲームの件について、少し君と話したくてな」

「え？　それだけ？」

「そうだとも」

「職権乱用だろ……」

「でもこれしか二人で話す手段が思い付かなくて……。まずかったか？」

「まずいというか……。あんまり、遠とお野のに俺おれと話すのを見られたくないんだよ」

「どうしてだ？　柚ゆず希きのことが好きなのか？」

「んなわけ……っ！」

　おそろしい勘かん違ちがいだ。思わずツッコんでしまった。

「じゃあ、どうしてだ？」

　今の段階で、遠とお野のはかなり俺おれに敵意を向けている。さらに、俺おれが藤ふじ代しろの隣りん家かに住んでいると知られれば、ますます理り不ふ尽じんな嫉しつ妬とを強めるだろう。

　そんな説明をしようとしたがやめておいた。これだと、藤ふじ代しろに告げ口をしているみたいだ。

「とにかく、ダメなんだよ……」

「君はおもしろいな。柚ゆず希きは心配性しようなところがあるけど、普ふ通つうの女の子だぞ」

　藤ふじ代しろはクスクス笑いながら言った。

　平へい穏おんな高校生活を失うかもしれないから、こっちからすれば、笑い事じゃないんだけど……。

「では、朝の続きをしよう。田た辺なべ先せん輩ぱいに呼び止められたから、話が途と中ちゆうだっただろ」

　朝の出来事が俺おれの脳内でフラッシュバックした。

　思い出すだけで不快になる。憂ゆう鬱うつになるから、考えるのはやめよう。

「そうだったな。話ってなんだよ？」

「今度の日曜日に一いつ緒しよに買い物に行ってほしいんだ。ゲームショップに」

「うん。断ことわる」

「うん。うん」

　藤ふじ代しろは笑え顔がおで頷うなずいた。そして、

「……な、なんでだ!?　ゲームについて教えてくれると言ってくれただろう！」

　次の瞬しゆん間かんには目を潤うるませて訴うつたえてきた。見事なノリツッコミだった。

「たしかに教えることについては約束した。でも一いつ緒しよに選ぶとか、買いに行くとかまでは言ってないから」

「な、そ、そんな……」

　狼ろう狽ばいする藤ふじ代しろ。普ふ段だんの彼かの女じよとは雰ふん囲い気きが違ちがう。なんというか弱々しい感じだ。だからなのか、少々いじめているような、いたたまれない気持ちになっていく。とはいえ、流石さすがにいきなり二人でゲームショップに行くというのは、いろんな意味でハードルを感じるのも事実。

「君が、ゲームをもうしないということは知っている。だから無理を強しいるつもりはない。だが……付き合いだけでも、お願いできないか？　慣れない場所だし、知識もないんだ。だから……」

　藤ふじ代しろはさらに念を押おすように頼たのんできた。真しん剣けんそのものの瞳ひとみで。俺おれはそれを断ろうとして……しかし、根負けした。まあ、教えるって話はたしかにしたしな。ここで無理に断るのも気が引ける。

「わかったよ。付き合う。それでいいだろ？」

「本当か！　すまないな。じゃあ、日曜日の十時でいいか？」

「ああ」

　俺おれの気だるげな返事に、藤ふじ代しろはうれしそうに微笑ほほえんだ。

「やりたいゲームとかあるのか？」

「まだそこまでは考えてないんだ」

「そっか。了りよう解かいした。じゃあ当日実際に店に行ってその場で決めよう」

　俺おれは椅い子すから立ち上がった。

　遠とお野のも呼び出しを気にしていたし、田た辺なべ先せん輩ぱいの件も考えると、あまり長居するべきじゃない。要件が終わったなら、さっさとこの場から離はなれるべきだろう。余計な問題はごめんだ。

「わざわざ呼び出してすまなかった。ありがとう」

「じゃ、日曜な」

　そそくさと、俺おれは生徒会室をあとにしようとする。

「そうだ！　ＢＬのゲームをやってみたい」

　生徒会室の扉とびらが閉まる寸前、そんな声が聞こえた。

「…………え？」

　振ふり返かえったときには、既すでに扉とびらは閉め切ったあとだった。

　俺おれは放心状態で立たち尽つくした。

　聞き間ま違ちがいじゃないよな……。確かく認にんしたいけど、気まずくて生徒会室に戻もどれない。……これからどうなってしまうのだろう……。

　日曜日のことを考えると不安しかなかった。










　その日の放課後。

　既すでに、本日の授業や掃そう除じは終しゆう了りようしており、俺おれ以外は誰だれもいない。なぜ、まだ俺おれが学校に残っているかというと、明あ来きに話したいことがあるから教室に残って来てほしいと言われたのだ。

　昼は藤ふじ代しろで、こんどは明あ来きか……。しかし呼び出した当人はまだ来ていなかった。

　仕方なく、俺おれは時間潰つぶしに、自分の席で例の進路希望調査票に取とり掛かかることにした。

　静かな空間で自分の将来を考える。

　……どうにも筆が進まない。ソワソワして気が散さん漫まんとするのだ。もしかしたら、俺おれの高校生活史上、もっとも心が乱れた日かもしれない。

　思えばいろいろなことが起きた。

　早朝は藤ふじ代しろの来らい襲しゆう。続けて、登校時に田た辺なべ先せん輩ぱいとの一件があった。加えて、遠とお野のには敵対心を持たれるイベントが発生した。そして追い打ちをかけるように、藤ふじ代しろに呼び出され、日曜日にゲームを買いに行くことになってしまった。

　そもそもこうなった原因……立て続けにきた、あのメール。いったいなんのために……。

　そんなことを思っていると、ふいに肩かたを叩たたかれた。少し驚おどろいて振ふり返かえると、明あ来きがいつものように爽さわやかな笑えみを浮うかべて立っていた。

「お待たせしました」

「お、おう。いったいなにがあったんだ？」

「……それが」

　なにやら言いにくそうだ。明あ来きは眉まゆをひそめている。

「今いま更さら、遠えん慮りよする関係でもないだろ。言ってくれよ」

「ありがとうございます。我わが部のことなのですが……」

　コンピューター部は既き定ていの部員数がおらず、このままでは取り潰つぶしになる。ここまでは俺おれも知っていた。それから事態は悪いほうへ進展していたみたいだ。生徒会から今月中に存続条件を満たさなければ廃はい部ぶにすると通達があったのだ。

「僕ぼくとしても先せん輩ぱい方から引ひき継ついだ部活なので、続けたいのです。でも、この時期に部員を集めるのは大変で……」

　もう五月も終わりだ。大方の一年生は入部を終えている時期だろう。

　部の存続に必要な人数はたしか三人以上。比ひ較かく的てきやさしいとはいえニッチな部活は人数の確保が難しいと聞く。明あ来きの所属するコンピューター部なら人は集まりそうなものだが、今年入部した新入生はゼロだった。

「すいません。これは苦肉の策ですが……。コンピューター部への入部を考えていただけないでしょうか？　名前だけでもどうにかお借りできませんか？　こちらも一度断られているので、頼たのみづらいのですが……」

　明あ来きは申しわけなさそうに言葉を紡つむいだ。そういえば、一年の初めの頃ころにもコンピューター部へ勧かん誘ゆうされたっけ……。あのときはまだゲーム中心の生活をしようとしていたから断ったのだけど、結局、ゲームから遠ざかる生活を選んだ今なら関係ない。名義貸し程度なら問題ないだろう。そもそもなにより、友人が頼たのんでいるのだ。

「入部するよ」

「いいのですか？」

「名前だけでいいんだろ？」

「もちろんです！　ありがとうございます」

　明あ来きの表情から不安が消えた。

　よほど、言いづらかったのだろう。まあ、明あ来きにはなにかと世話になっているし、断る理由もない。ただ、一応予防線は張っておこう。

「悪いけど、活動そのものへの参加は勘かん弁べんしてくれ。そこはよろしく頼たのむ」

「部室のパソコンを自由に使っていただいていいですよ？　それこそ、最初に会ったときのようにゲームをしていただいてるだけでも」

　その言葉が出た瞬しゆん間かん、俺おれは言葉につまった。

「……遠えん慮りよするよ。ちゃんとプログラムとかやりたい人が入ったら迷めい惑わくだろ？」

　傷つけないように、そして本心を悟さとられないように。言い回しを選んで告げると、明あ来きは、どこか少し悲しそうに俺おれを見つめ返してきた。

「……それは残念です。せっかく部にいるなら、と思ったのですが……。では、僕ぼくはこの辺で失礼します。あと一人、なんとしても部員を集めてみせますよ。来週、入部用の書類を渡わたせると思うのでよろしくお願いします」

「ああ。こちらこそよろしく頼たのむ」

　教室から出ていく明あ来きが少し寂さびしげで、俺おれは少し胸が傷いたんだ。自分が楽しいと思っていることをやんわりとはいえ拒きよ否ひされたのだ。その気持ちはよくわかる。

　すまない。でも俺おれは……。










　日曜日。俺おれと藤ふじ代しろは街にやって来ていた。

　藤ふじ代しろは約束きっかり十時に俺おれの家のインターホンを鳴らした。せっかくの休みなのだから、寝ね坊ぼうでもすればいいのに……。なんてことは言えないくらい、彼かの女じよはやる気に満みち溢あふれた表情をしていた。

　俺おれは隣となりを歩く藤ふじ代しろに目をやった。彼かの女じよは白のフリルつきのワンピースを着用していた。女の子らしい服装のせいか、とても煌きらびやかで、学校での凜り々りしい印象は薄うすれていて、なんだかいつもとは違ちがう意味で緊きん張ちようする。

　意識しないようにしているのだけど、ついつい彼かの女じよに目がいってしまう。

「どうした？」

　咄とつ嗟さに声をかけられ、俺おれはドギマギしながら返答する。

「変装とかしなくていいのか？　もしかしたら、知っている人に見られるかもしれない」

「大だい丈じよう夫ぶじゃないか。実際、君はこういう格好のときのわたしと初めて遭そう遇ぐうしたとき、わたしだとわからなかっただろ？」

　たしかにマジマジと見るまで気付かなかった。学校の人間に今の格好の藤ふじ代しろを紹しよう介かいしても、すぐには信じてもらえないだろう。それくらい普ふ段だんの印象は強いのだ。

「それで、ゲームはどういうところで買うんだ？」

「ＢＬだから……。専門店がいいかもな」

「専門店か……。初めてだ」

　藤ふじ代しろの無む垢くな顔を向けてきた。

　人の好みの話なので、あんまり触ふれたくなかったのだが、しょうがない。

「しかし、なんでＢＬなんて？」

「おもしろいって聞いたから」

　つまり、藤ふじ代しろの趣しゆ味みじゃないのか。

　しかし、ここで新たな疑問が生まれる。

「その情報はどこから？」

「学校で女子が話しているのをたまたま耳にしたんだ」

　段々読めてきたぞ。

「ほ[image: ～][image: ～]う。それはどんな内容だった？」

「なんでもストーリーがとても良くて、それでいて激しくて、切なくて胸がキュンキュンするとか」

「ふ[image: ～][image: ～]ん。それでどんなゲームだと思った？」

「重じゆう厚こうなストーリーで、激しいバトルや大恋れん愛あいなどの要素があるということだろう？」

「へ[image: ～][image: ～]え。ちなみにＢＬってどんなジャンルか知っているか？」

「バトルとラブではないのか？」

「……そうか」

　そう来たか……。ある意味恋れん愛あいでバトルするわけだから、間ま違ちがっていないけど……。

「なんだ、その可哀かわい想そうな子を見るような目は？」

「いや、いいんだ」

　おもしろいので、もうしばらく真相は黙だまっておこう。それに口で説明するよりも実際に見てもらったほうがいいだろう。

「じゃあ、やっぱり品揃ぞろえが豊富な専門店に行ったほうがいいかも」

「うん。頼たのむ」

　ということで、俺おれと藤ふじ代しろは一番近いショップに向かうことにした。

　高一のときに数度しか行っておらず、最近は寄り付かないようにしていたので、迷う可能性もあったが、意外にちゃんと場所を覚えていた。

　二階建てのお店の構造は、一階は家庭用で、二階にはＰＣ用のゲームといった感じで分けられている。

　藤ふじ代しろは興味深げに店内を見回し、興奮したように「ふわぁ[image: ～][image: ～]」と声を漏もらした。

「とりあえず、いろいろ見て回るか？」

　藤ふじ代しろはコクンと頷うなずいた。

　店内の探たん索さく中、藤ふじ代しろは様々な商品を手に取って何度も「これはどうだろうか？」とか「どういうゲームなんだ？」とか質問をしてきた。そうして、吟ぎん味みして彼かの女じよが選んだのは、アクションとＲＰＧのソフトだった。二つとも携けい帯たい型ゲーム機もので、難易度は低く比ひ較かく的てき手軽に楽しめる。

　購こう入にゆうし終えて携けい帯たいで時刻を確かく認にんすると、二時間ほど経たっていた。

　お店を出て、ドッと疲ひ労ろう感が襲おそってきた。

「結構、時間がかかったな……」

「す、すまない。見ているうちに楽しくなってきて……」

「まあ、気持ちはわかるけど」

「そうなのか？」

「……まあ。とはいえ、昔の話だけどな……」

「あっ！」

　突とつ然ぜん、突とつ拍ぴよう子しもない声を出す藤ふじ代しろ。

「急に、どうした？」




「ＢＬを買い忘れた!!」




　藤ふじ代しろの感情を言葉にした発言は、近くを歩く人々を注目させるには充じゆう分ぶんなものだった。

（あんなかわいい子がＢＬやっているんだ……）

（腐ふ女子かな）

（うわ[image: ～][image: ～]）

　などの歩行者の心の声が視線から伝わってきて、焦あせりのあまり俺おれはその場から動けないでいた。

「大だい丈じよう夫ぶか？」

　藤ふじ代しろさん……。大だい丈じよう夫ぶじゃないよ。あなたが……。

　見ず知らずの人ひと達たちに派手に誤解された……などとは伝えられるはずもなく、俺おれは繕つくろったスマイルを作り上げて「大だい丈じよう夫ぶ」と答えておいた。

「おお、そうか。ならいいんだが……」

　よくないけど、この場でＢＬの説明をするのも恥はずかしいわけで……。

「あの……、すまないのだが、買いに戻もどってもいいか？」

　そんな無む垢くな瞳ひとみでお願いされても困る。

　仮にお店に戻もどったとしよう。そしたら、ＢＬのことを勘かん違ちがいしていたと発覚する。

　絶対、怒おこるよな……。それこそ、最初にこの格好を見てしまったときのように怒いかり狂くるう可能性だってある。それは避さけたい。藤ふじ代しろの名めい誉よのためにも、俺おれのためにも……。

「……今度でいいんじゃないか？」

「戻もどるのはめんどくさいか？」

「いや、そういうわけじゃ……」

　頭をフル回転させて、言い訳の言葉を紡つむぎ出す。

「ＢＬ系のソフトなら俺おれも一つだけ持っているから、よければそれをやるよ。ＢＬって好みが分かれるジャンルだからさ。買う前に一度試ためしたほうがいい」

「そうなのか!?」

「まあ……な。前にネットの友達に強ごう引いんに薦すすめられて買ったのがあるんだ」

　実際はネットで動画投とう稿こうをするときのネタ枠わく用に中古で安く入手したもんだが、それは言えない。

「わかった。そうするよ。……しかしくれるとは、太っ腹だな、坂さか木き」

「う、うん」

　す、すまない。藤ふじ代しろ。

　俺おれは罪悪感を背負い、藤ふじ代しろと一いつ緒しよにその場から離れた。










　その後、ファミレスで昼食をとることにした。

　休日の昼時ということもあって、混んではいたものの、十五分ほどで席に座すわれた。

　注文を済ませると、藤ふじ代しろは手持ちのバックから購こう入にゆうしたばかりのゲームを取り出した。目を輝かがやかせながら熱心にパッケージに書いてある文字を黙もく読どくしている。

　俺おれも今の藤ふじ代しろと同じように、買ったゲームに心を躍おどらせていた時代があったんだよな……。それほど遠い過去ではないのに、なぜかなつかしいと感じてしまう。

「早く帰ってプレイしたい。なあ？」

　このあとゲームをする気なのか……。流石さすがに今日はちょっと疲つかれた。実際のプレイまでは付き合いきれない。

「今日はごめん。帰ったら進路調査票を書かなきゃいけないからさ」

「そうなのか……。じゃあ、書き終ったらどうだ？」

「いろいろ調べるつもりだから、時間かかるんだよ」

「でも締しめ切きりはまだ先だったはずだが？」

「早めに提出して、先生に相談しときたいんだ」

「……そうか」

　そんなガッカリしたような顔をされると罪悪感が心に刺ささる。まあ、進路調査票については、噓うそは吐ついてるつもりもないけど。

　俺おれは水を一口含ふくみ、喉のどが潤うるおったところで話題を変えるように尋たずねた。

「藤ふじ代しろはもう書いたのか？」

「ああ。提出したぞ。医者だと……大学も絞しぼられるからな」

　少し寂さびしそうに口にした藤ふじ代しろ。俺おれが様子を気にしながらコップを置くと、それを合図に彼かの女じよはまた口を開いた。

「決めているっていうより、決められているって感じかな……。厄やつ介かいなのは、それを自分で受け入れてしまっているんだ」

「両親は厳しいかもしれないが、その進路に不満がないなら……いいことなんじゃないのか？」

「そうだな……。でも同時に退たい屈くつでつまらないことでもあるんだ。まあ、そもそもわたしはおもしろいと思ったことすら少ないんだけどな」

「うん？　勉強やスポーツは楽しくないのか？　藤ふじ代しろくらい万ばん能のうでなんでもできるなら、楽しいんだと思ってたけど」

「つまらないってわけじゃないかな。でもできるからって、楽しいってわけではない。だからこそ、わたしは君がうらやましかったよ。こう言うのは気を悪くするかもしれないが、動画でゲームをする君はイキイキしていたから……」

　せっかくゲームの話から逸それていたのに、また戻もどってしまった……。

「うらやましいって……。冗じよう談だんはやめてくれよ」

「冗じよう談だんなんかじゃないぞ。わたしがゲームをしたくなったきっかけは君の動画なんだから。あのあといろいろ動画を見たよ」

　過去の自分を褒ほめられても、と思う反面、そう言われて悪い気もしなかった。

「そういえば、俺おれの動画を見てから、自分で調べていたとか言っていたっけ」

「うん。親に見つからないように家のパソコンでな。他の人の実じつ況きようを。どの動画も一いつ緒しよに冒ぼう険けんをしているみたいで、一いつ緒しよに戦っているみたいで、楽しくて時間の流れが速かった。でも一番ワクワクしたのは君のゲームだったよ」

「知り合いだから補正が掛かかっていたんじゃないのか？」

　藤ふじ代しろは俺おれの問いかけに、悩なやましそうな顔をした。

「それだけじゃないと思うんだが……」

　そんな会話をしていると、食事が運ばれてきた。

　俺おれの前に置かれたのは、明めん太たい子こスパゲッティ。藤ふじ代しろはサンドイッチだ。

　藤ふじ代しろが小さな口を開けて、パクパクとサンドイッチを食べ始めた。

　心なしか、その姿は幼く見える。学校では、クールで大人びていて頼たよれる存在だからギャップがあって、不思議な気分だ。

　俺おれはフォークでスパゲッティを巻いて口へと運ぶ。

「あのとき、君がやっていたゲームは『ミネルバ』だったよな？」

　食べる手を休め、藤ふじ代しろは淡たん々たんとした口調で尋たずねてきた。

『ミネルバ』とはＭＭＯＲＰＧの一種だ。剣けんと魔ま法ほうの世界をベースに、戦せん闘とう機や戦せん艦かんを使った多種多様な戦せん闘とうが可能で人気を博した。

「よく覚えてるな……」

「うん。記き憶おく力は良いいほうなんだ。他の人の『ミネルバ』動画を見たけど、君はかなりスムーズに攻こう略りやくしていたな。たしか、君の動画のタイトルには、初見プレイって書いてあったが」

「難しかったよ。いろんなプレイスタイルがあるゲームだったし。モブ……敵モンスターも、こっちの行動に対して臨機応変に対応してきた。曲くせ者もののＡＩを乗っけてたな。あれは」

「いろいろ奥おくが深いんだな。わたしもやってみたい！」

「……『ミネルバ』はもうサービス終しゆう了りようしているぞ……」

「え！　そんな[image: ～][image: ～]」

「でも、『ミネルバ』を制作したグループの中にフォールさんっていう名ゲームデザイナーがいるんだけど。その人が携たずさわった『オールファイター』は、ミネルバに似ているから」

「ほんとか！　ならそれをやりたい！」

　……って、俺おれはもうやらないゲームの話をなに吞のん気きに楽しくしてるんだ！

　自分の行動にモヤモヤしていると、藤ふじ代しろはジッとこちらを見つめていた。

「わかった！」

　突とつ然ぜん、藤ふじ代しろは大声を出した。

「ど、どうしたんだよ？」

「なんで君のゲームプレイに引き寄せられたのかわかったんだよ。動画の君が似ていたんだ。家の中で好きなことをしていたわたしと……。なにか通じるものを感じたんだ……。って、あんなわたしと似ていると言うのは失礼だったな……」

　それは、俺おれがあのとき藤ふじ代しろに感じたこと。親近感を覚えたことに似ていた。

　こちらを気にする彼かの女じよに、俺おれは答える。

「失礼だなんて思ってないさ。むしろ、藤ふじ代しろの比ひ較かく対象にされるなんて俺おれとしたら恐おそれ多おおいよ」

「そうなのか？」

「ああ。藤ふじ代しろはみんなにとって頼たよれる存在だからな」

「……それは違ちがうよ」

　藤ふじ代しろは簡単に否定した。

「どうして、そんなこと言えるんだよ？」

「自分の悪口を聞いたことがある」

「悪口？　藤ふじ代しろに？」

「うん。……もちろん、直接じゃないぞ。トイレでたまたま耳にしたんだ」

　俺おれに気を遣つかわせたくないのか、彼かの女じよは軽い口調だった。

　信じられない。藤ふじ代しろのような人間でも悪口を言われるのか……。

　周りなんか気にしなくていい。一部の人間の評価じゃんか。いくらでもかける言葉は思い付くけど口にできない。

「苦しそうだぞ。君がそんな顔をする必要はない」

　藤ふじ代しろは眉まゆを八の字にして困っている様子だった。

　話せば話すほど、彼かの女じよが特別ではないことがわかってくる。たしかに、勉強も運動も万ばん能のうだ。人格者で大人びている。でも、それ以外は普ふ通つうだ。普ふ通つうの人と同じで悩なやみを抱かかえている。以前教室で噂うわさ話ばなしをされていたように、周囲の注目があるぶんそれはより輪をかけて複雑なのかもしれない。

　俺おれは気を紛まぎらわすように、黙もく々もくとスパゲッティを食した。完食して、藤ふじ代しろの表情を窺うかがうと、先さき程ほどゲームのパッケージを見ていたときの明るさはなくなっていた。

　どことなく、さみしそうに見えた。

「悪いけど、俺おれにも少しばかり付き合ってくれないかな？」

「うん？　いいけど、どこに行くんだ？」

「ゲームセンターに行かないか？」

　このまま家に帰すのはいけない気がする。そう思っての提案だった。










　食後、俺おれ達たちはゲームセンターを訪おとずれた。

　入店すると、ゲーム機の音の圧が押おし寄よせてきた。店内は外とは違ちがう雰ふん囲い気きの世界が広がっていた。

　奇くしくも先のゲームショップと同じ二階建ての建物で、一階にはクレーンや音ゲーやシューティングなどのカジュアルなゲームが設置されている。二階はコインゲームが置かれていて、その奥おくには玄人くろうと好みの格かく闘とうゲームが並んでいる。

　一階を探たん索さくし、俺おれ達たちは二階のフロアに移動した。

　藤ふじ代しろは興味深げに周囲を観察していた。

「楽しみだな」

　藤ふじ代しろは目をキラキラとさせながら言った。

「流石さすがにゲーセンくらい来たことあるよな？」

「もちろんだとも」

　そうりゃあそうだよな。最近のゲーセンはクレーンゲームなどを多数置いて、リア充勢の遊び場としても定着している。頻ひん度どは多くないかもしれないが、優等生の藤ふじ代しろだってまったく遊んだことがないということはないだろう。

　まあ、いずれにしても元気を取とり戻もどしてくれたようでよかった。

「ちょっとトイレ行って来るから、この辺で遊んでいてくれ」

「了りよう解かいした」

　藤ふじ代しろの憂ゆう鬱うつになった気を紛まぎらわすために来たとはいえ、ここはゲーム離ばなれを目指す身としては、避さけなければいけない場所だ。まあ、いわゆるコアゲーマー向けの筐きよう体たいがあるところにいかなければ大だい丈じよう夫ぶだろう。










　しくった……。

　トイレから戻もどると、藤ふじ代しろの姿はなかった。

　俺おれは藤ふじ代しろのメアドやラインを知らないので連れん絡らくがとれない。これでは自力で探すしかない。

　そう思って、かれこれ十五分ほど探し回っている。

　どこにいるんだ……。

　捜そう索さくを続けていると、一箇か所しよ熱ねつ狂きよう的に盛り上がっているエリアを見つけた。

　たしか、あそこは対戦用の筐きよう体たいが置かれているはずだ。一番近付きたくなかった場所だが……付近からは「この子つえぇ」や「次、倒たおしたら十人抜ぬきだぞ」や「かわいいのにすごい」という声が聞こえてくる。

　遠巻きに人ひと垣がきの隙すき間まから覗のぞくと男性がプレイしていた。どうやら、反対側に噂うわさの女の子がいるようだ。

　男性の画面を見る。なかなかの熟練者のようで、あの手この手とバラエティーに富んだ攻こう撃げきを繰くり出だしていた。だが恐おそるべきは、対戦相手だ。攻こう撃げきを軽くいなして、的確に反はん撃げきしてダメージを与あたえていた。読みの鋭するどさと並外れた反応速度が成せる技術だろう。

　俺おれの脳のう裏りに過よぎったのは藤ふじ代しろだった。まさか……な。藤ふじ代しろはゲーム初心者だし、こんな高度な戦い方ができるはず……ない……よな……。

　完全に否定できないのは、藤ふじ代しろならゲームの才能まで持っていてもおかしくないからだ。

　そうこうしているうちに対戦は終わった。力の差は歴然だった。ほとんどダメージを与あたえられてない……。

　男性はショックだったのか、肩かたを落として離り席せきする。同時に、対決していた少女も立ち上がった。小こ柄がらな体格のためか、ゲーム機に隠かくれて顔から下は見ることが叶かなわない。

　結果を言えば、藤ふじ代しろでは……なかった。だがその姿は見覚えがあった。

　俺おれが『一番会っちゃいけない奴やつ』だ。

　観戦者達たちの会話が耳に飛とび込こんでくる。

「すげえ子だな」

「気を付けろ。あいつはこのゲーセンの主ぬしだ」

「主ぬし？」

「ああ、普ふ段だんはシューティングをやっているんだが、対戦型のゲームで強そうな奴やつを見つけると戦いを挑いどんでいるんだ。おっと、話しかけるんじゃねえぞ。かなりキレてるって有名だからな。ほら、さっさと行くぞ」

「お、おう」

　散っていく観戦者たちに紛まぎれ、俺おれも逃にげようとしたときだった。

「待てよ」

　振ふり返かえると、クリッとした大きな瞳ひとみが俺おれを捉とらえていた。前下がりボブの髪かみを揺ゆらしながら、こちらに近付いてくる。

「坂さか木き修しゆう司じ！　やっぱり坂さか木き修しゆう司じじゃないか！　久しぶりだな」

「げっ」

　気付かれていたか……。

「なんだ、そのあからさまないやそうな顔は！」

「だって、いやだから……」

「ふん。まあそうだろうな。わたしは貴様にとって、最大の宿敵だからな。逃にげたくなるのは当然だろう」

　少女はニヒルに笑って、俺おれを指差した。

　あちゃ[image: ～][image: ～]。マジでめんどくさいのに遭そう遇ぐうしちゃった。

「えっと、名前はたしか」

「ひなこ、桃もも瀬せひなこだ。忘れぬよう魂たましいに刻むがいいさ」

　いちいちかっこつけやがって。

　小こ柄がらな体型とかわいい名前のせいで、かっこいい要素がかき消されているぞ……。

　桃もも瀬せひなこ。通つう称しよう、中二病娘むすめ。彼かの女じよに関わるとろくなことにはならない。早々に別れを告げよう。

「そうか……。じゃあ」

「待て！　帰ろうとするな」

[image: ]

「なんだよ？　なにか用事か？」

「勝負しろ」

「悪いけど遠えん慮りよする」

「あのお前が？　ゲーセンに来ているのに、ゲームをやらないなんて正気か？」

　そんな青ざめた顔で言われても困る。

「ゲーマーならゲームをしろ！　こんなたくさんの種類のゲーム機が揃そろっているんだからゲームしたくなるだろ！　ウズウズするだろ！」

　なにかやばい宗教をやっているような目で訴うつたえてきた。

「ありがたい演説ありがとう。じゃあ、またな」

「逃にげる気か！　ぶち抜ぬくぞ」

　桃もも瀬せは懐ふところから取り出した拳けん銃じゆうの銃じゆう口こうをこちらに向ける。

　どこの殺し屋だよ……。

「こらこら。危ないから」

「大だい丈じよう夫ぶ。水みず鉄でつ砲ぽうだから」

「いや、いや、そういう問題じゃなくて」

「嫌いやなら勝負しろ！」

　それしか言えんのか……。

　俺おれは気だるい感じを醸かもし出だしながら言葉を紡つむぐ。

「うん、うん。わかった、わかった。遊びたいのはわかったから、ひなちゃん。でもお兄さんは忙いそがしいんだ。だからお遊びなら一人でやってくれ」

「子こども扱あつかいするな！」

　地ち団だん駄だを踏ふんで、息を荒あらげる桃もも瀬せ。

　その姿はワガママを聞いてもらえずに、怒いかり狂くるっている子供そのものだった。

　今は藤ふじ代しろを探さなきゃいけないのに……。ほんと、なんでなにか起きると、連動してさらに余計なことが起きるんだよ……。

「どうせ暇ひまだろ？」

　桃もも瀬せはムスッとした表情で言った。

「これでも忙いそがしいんだよ。人を探しているんだから」

「人を？　親と来ているのか？」

「親って……。友達って発想はないのか？」

「おい、おい。それはないだろ。我々には友達なんていないんだからさ」

「いや、俺おれはいるけど……」

「…………な、なん……だと!?」

　桃もも瀬せは仰のけ反ぞり驚おどろいた。

「そ、そんなバカな……。去年は友達いなかっただろ……？　ずっといなかったのに、たった一年でできただと。ど、どうやって？　ま、まさか課金か？」

「課金って……。それあまりにも悲し過ぎだろ」

「じゃあ、なにで釣つった？　レベル上げの手伝いか？」

「なんで、発想が全部ゲームに繫つながるんだよ」

「他になにがあるんだ？」

　ダメだ、こいつ……。本気で言っている……。

「いつかわかる日が来るよ……」

　そう告げると、桃もも瀬せはたじろぎながら尋たずねる。

「そうなのか？　じゃ、じゃ、じゃあ今日は本当に友達と来ているのか？」

「友達というか、クラスメイトだな……」

「ただのクラスメイトとゲームセンターには来ないだろう」

　興味深げに桃もも瀬せは質問をしてきた。

　どうなんだろ……。難しい質問だ。そもそも俺おれと藤ふじ代しろの関係は特とく殊しゆだ。しかし、それを説明するわけにもいかない。藤ふじ代しろの秘密を暴ばく露ろすることになるわけだし。

　ああ[image: ～][image: ～]考えるのもめんどくさい。

「すまん。訂てい正せいする。やっぱり友達と来ているんだ」

「な！　貴様はいつのまにリアルにうつつを抜ぬかすようになったんだ！　わたし達たちはどんなことがあってもゲームを続けると言っただろ！」

「言ってねえよ！　それに俺おれはもう……」

　なぜかうまく言葉が出てこなかった。

　切きり替かえるように、俺おれは一度深呼吸をする。

「俺おれは、ゲームは……。ゲームはもう……やめたんだ」

　その言葉を聞いて、桃もも瀬せは悲しそうな瞳ひとみを向けてきた。

「そんなはずないだろ……。やめただなんて……」

「すまないな」

「一年前」

　桃もも瀬せが指を一本、俺おれの目の前に立てた。

「このゲームセンターで、小学生くらいの男の子と女の子を貴様が助けたときのことを覚えているか？」

「……覚えてるよ」

　今、思い返せばあれは失敗だった。

　引ひっ越こして間もない頃ころ、暇ひまを持て余して、ゲームセンターに立ち寄ったのが運のつき。

　上級者の大人が初心者の子供をボコボコにして、頼たのみもしてないのに指導を始めたり、煽あおったりしていたのだ。子供達たちは迷めい惑わくそうにしていたので、「よし。俺おれがやろう」と名乗り出た。

　相手のプライドを傷付けたくないが、負けると指導が始まりめんどくさい展開になりそうなので、接戦しているように手加減しつつ勝利を収めた。まあ、おかげで何度も挑ちよう戦せんされてしまったが……。最終的に、途と中ちゆうで俺おれが手加減しているのだと気付いて、戦意を喪そう失しつして退いてくれたので結果オーライだろう。

　その一部始終を桃もも瀬せに目もく撃げきされてしまったのだ。しかも、桃もも瀬せは俺おれの実じつ況きよう動画を視し聴ちようしていたうえに、同じゲームを遊んだこともあったのだ。

　俺おれは銃じゆうを扱あつかうキャラクターで勝利すると、空に向かって祝しゆく砲ほう代わりに三回撃うつという演出をしていた。もともとは、実じつ況きよう動画の賑にぎやかしにやっていた動作だ。それを思わず、そのときやってしまったのだった。

　それが原因で正体を見破られ、それからは何度かゲーム対決をする関係になっていた。とはいえ、ほどなくして俺おれはゲームをやめてここに通わなくなったので、それも長くは続かなかったのだが……。

「あのとき、私たちは出会い……そして、共にゲームの道を歩もうと誓ちかい合ったではないか！　貴様が言ったことだぞ」

　そうだな。昔は俺おれも、今の桃もも瀬せのように中二病的発言をしていた。そして……ゲームに熱い想おもいを乗せていた。

　消したい過去だけど、同時になつかしくも思う。

　だけど……。

「わたしが目を覚まさせてやる」

　桃もも瀬せは真しん剣けんな眼まな差ざしだった。なぜか目を合わせられない。このままここにいたら、彼かの女じよの空気に飲みこまれそうだ。

　俺おれは未練を振ふり切きるように、桃もも瀬せに言い放つ。

「桃もも瀬せこそ、早く目を覚ましたほうがいいよ。大人になっても中二病から完治できてなかったら悲ひ惨さんだから。じゃあ、そろそろマジで行くから。達者で……。それと中二病早く治るといいな。お大事に」

　俺おれは背中を向け、その場から立ち去ろうとする。

「あっ……待て！　待てよ！　ヘタれ！」

　安い挑ちよう発はつだな。まあ、中学生ではこれが限界だろう。オンライン対戦ゲームだとたまにボイチャで誹ひ謗ぼう中傷を浴びせてくる奴やつもいる。リアルでも悪口は小中学生の頃ころに何度も言われて慣れっこだ。その程度では怒おこらんよ。

「負け犬が！　ぶち抜ぬいてやるよ。ひきこもりのオタク！　ゲームオタク！　ひきこもり変態クズ野や郎ろう！」

　今のはちょっとイラッときたが……まあいいさ……。俺おれは大人だからな。これしきでは心を乱されはしない。

「どうした！　悔くやしかったらかかってこいよ！　童どう貞てい学生ニート」

「おまえええええええ！」

　俺おれは握にぎり拳こぶしを作って、早歩きで桃もも瀬せに接近する。そして、彼かの女じよの左右のコメカミをドリルのごとく拳こぶしでグリグリとえぐった。今のは言い過ぎだ。言っていいことを悪いことがある。

「やめろ！　暴力反対！」

「かかってこいって言っただろうが！」

「違ちがう！　それはゲームでの話だ！　現実で攻こう撃げきするなんて卑ひ怯きようだ！　いたたた。やめてぇ[image: ～][image: ～]。許してぇ[image: ～][image: ～]。わたしが悪かったです。謝あやまりますから許してください！」

　俺おれはグリグリ攻こう撃げきをやめた。

「いたたた。卑ひ怯きよう者め」

　手加減はしたつもりだったが……ちょっとやり過ぎたか……。謝あやまってもらったら、俺おれも謝罪しよう。

「ほれ、なんか言うことあるだろ」

「悪かったな。負け犬」

　こいつ、マジで殴なぐりてぇ。いや、いかん、いかん。俺おれはもう高校二年生だぞ。こんな小こ娘むすめにムキになってどうするんだよ。年上の余よ裕ゆうってやつを見せてやろう。

　俺おれは大人の笑え顔がおを作り、やさしい口調で言葉を紡つむぐ。

「そんな口を悪くしちゃダメだよ。ほら、ちゃんと謝あやまってごらん。できるだろ？　もう中学生なんだから」

「……なに、にやにやしているんだ？　気持ち悪いんだが……。ロリコンか？　やはりロリコンだったのか？」

「この中二病娘むすめがああああ！」

「ひぃ」

　俺おれが再度グリグリ攻こう撃げきをしようとしたら、周りからチラホラと視線が向けられていることに気付いた。

　な、なんだ、この不ふ審しん者を見るような目は……。

　桃もも瀬せは頭を両手で抱かかえて、ウルウルさせた目を向けていた。

　そうか……。傍はたからすれば俺おれが幼いたい気けな少女をいじめているように見えるのか。その状じよう況きように桃もも瀬せも勘かん付づいたらしく、不気味な笑えみを浮うかべた。

「（ここでわたしが叫さけんだらどうなるかな）」

「なっ」

「（しかも、この人ロリコンです。って泣きながら叫さけんだらどうなるかな？）」

「なっなっ。や、やめろ」

「（やめろ？）」

　なんて姑こ息そくな[image: ～][image: ～][image: ～]。

　俺おれは怒いかりを抑おさえ、笑え顔がおを作る。

「やめてください。マジでやめてください」

「（やめてほしければ勝負しろ）」

　なんてずる賢かしこい中学生なんだ。神様、お願いします。どうか、このムカつく中二病娘むすめに天てん罰ばつを与あたえてください。

「（どうする？　早く答えなければ叫さけぶぞ）」

「……クッ……。わかったよ」

　仕方ない。これは不ふ可か抗こう力りよくだ。俺おれはしたくてゲームをするわけじゃない。中二病小こ娘むすめに付き合うだけだ。

「やった！」

　無む邪じや気きに飛とび跳はねて喜んじゃって……。おかげで、怒いかりが少しだけ収まっていく。少しだけな！










　俺おれと桃もも瀬せは、とあるアーケードゲームの台に移動した。

　『マジックソルジャー』。通つう称しよう、『ＭＳ』。魔ま法ほうがコンセプトの格かく闘とう対戦ゲームだ。綺き麗れいなグラフィック。繫つなげやすいコンボから得られる爽そう快かい感が売りとなっている。

「前もこのゲームで戦ったことがあるから操作は大だい丈じよう夫ぶだよね？」

　桃もも瀬せは恨うらめしそうに言った。

「負けたことをまだ根に持っているのか？　十連敗したことなんて忘れろよ」

「十連敗じゃない！　九連敗だ！　そ、それに、あ、あれは手加減をしたんだ！　年上の面めん目ぼくを保たせてやろうと思ったんだ！」

「……そうだな」

「本当だから！　本当に手加減したんだからな！」

「わかった。わかったから、どういう方式で戦うか教えてくれ」

　桃もも瀬せはふてぶてしく唇くちびるを尖とがらせた。

「３ラウンドやって２ラウンド先取したほうが勝ち。ＯＫ？」

「それでかまわない」

　ルールの確かく認にんが終わると、俺おれと桃もも瀬せは対面する台にそれぞれ座すわった。

　席に座すわると、心がざわついた。落ち着かない。

　ふと、視線を落とす。足が武む者しや震ぶるいしていた。

　ゲームの筐きよう体たいのスティックを握にぎり、ボタンに触ふれる。その感覚が、異様に馴な染じむ気がした。

　もう、やらなくなって一年近く経たっているのに……。

　まあいいさ。適当にやって、とっとと終わらせよう。

　そう決断して、操作キャラクターの選せん択たくを始める。

　俺おれの選せん択たくキャラクターは、魔ま剣けん士しの青年だ。ソードを使って戦う。全体的にバランスがとれていて、コンボも決めやすく操作性にも優すぐれている。

　桃もも瀬せが選せん択たくしたのは、魔ま銃じゆうを装備した女の子だ。銃じゆうは二種類あり、一つは形状がリボルバー。もう一つは、ライフルだ。全体的にステータスは高く、遠えん距きよ離り攻こう撃げきが得意だ。その代わり、近きん距きよ離り攻こう撃げきのパターンは少ない。熟練者向けのキャラクターだ。




　ラウンドワン




　ステージは街。そこで俺おれと桃もも瀬せのキャラは対面していた。

　画面の上のほうには三つのバーが表示されている。一つはＨＰのバーだ。体力ケージとも呼ばれている。最初は緑だがダメージを受けると減っていく。このゲージがゼロになると負けだ。

　その下には黄色のバーがある。これはスタンケージと呼ばれ、ゲームにもよるが短時間に一定のダメージを負ったり、防ぼう御ぎよ中に連続攻こう撃げきを受けるとゲージがたまっていく。ゲージが満タンになると一時的に動けなくなるのだ。

　そして三つ目は、マジカルバーストケージ。こちらは相手に攻こう撃げきが当たるか、こちらがダメージを受けるたびにゲージの青が増えて、マックスになるとマジカルバースト状態へとなれる。

　マジカルバースト状態になると、一定時間、攻こう撃げき力と防ぼう御ぎよ力が上がるのだ。さらに、そのときだけ特とく殊しゆ奥おう義ぎ技わざが使用できる。

　ゲームのゴングが鳴ると、桃もも瀬せのキャラがリボルバーから弾だん丸がんを放ってきた。それを回かい避ひしようとジャンプする。

「あっ」

　桃もも瀬せのキャラは斜ななめ上にライフルの銃じゆう口こうを向けていた。

「愚おろか者ものめ！」

　大きなエネルギー弾だんが放たれた。直ちよく撃げきして体力ケージが大おお幅はばに減っていく。

　ジャンプすれば隙すきが生まれる。それを忘れてうっかり上空に逃にげてしまった。

　俺おれが後こう悔かいしているあいだにも、桃もも瀬せの攻こう撃げきは続いていた。落下直前、追い打ちをかけるようにリボルバーの弾だん丸がんを放ってきた。

　攻こう撃げきを受けているあいだと空中でダウンしているあいだは、キャラクターは動くことができない。全弾だん命中してしまう。

　その間にも、桃もも瀬せは次の行動に移っていた。ダッシュして、間合いを詰つめたのだ。

　地面に落ちた直後に体がバウンドして少し宙に浮うく。そのタイミングで桃もも瀬せは近きん距きよ離り攻こう撃げきを繰くり出だしてきた。抗あらがうことを許さない猛もう攻こうで俺おれのキャラの体力ゲージが五分の一まで減らされた。最後の一いち撃げきで俺おれのキャラは遠くへ飛ばされてしまった。

　いくら、流すつもりでやっているとはいえ、これは酷ひど過ぎる。このまま負けたら、きっと桃もも瀬せにこっぴどく皮肉られるだろう。

　俺おれは操作キャラが立ち上がるなり、桃もも瀬せのキャラにダッシュで近付いた。急に接近すれば慌あわてて隙すきが生まれるはずだ。そして、その隙すきを利用して連続攻こう撃げきへとなだれ込こんでやる。

　だが、その目もく論ろ見みは呆気あつけなく打ち破られる。

　急接近をした場合、初心者なら驚おどろきなにもできないだろう。勘かんの良いい者や中級者以上なら防ぼう御ぎよや後ろへジャンプなどのディフェンシブルな行動をするはず。

　だが桃もも瀬せは、俺おれの想定した行動以上のことをしてくる上級者中の上級者だ。

　俺おれのキャラが近付くやいなや、タイミングよくジャブ・弱攻こう撃げきを仕し掛かけてきたのだ。ジャブ・弱攻こう撃げきは他の動作よりも発生が早い。それを受けて硬こう直ちよくしたところに、成す術すべなく攻こう撃げきを叩たたき込こまれ、ついにはＨＰを最後まで削けずり取とられてしまった。

　俺おれはゲーム離ばなれをして一年ほどのブランクがある。対して桃もも瀬せは日々継けい続ぞく的にゲームをしていた。その操作スキルは以前より遥はるかに上っている。負けて当然だ。

　なのに、なぜショックを受けているんだ。情けないと思ってしまっている。仕方ないことなのに。

「手加減しないでほしい」

　俺おれはモニターから目を離はなし、視線を上に向けた。

　桃もも瀬せは席から立ち、真面目な顔でこちらを見み据すえていた。

「次は本気で頼たのむ」

　そう告げて、桃もも瀬せは腰こしを下ろした。

　あれ？　なんか周りが騒さわがしいな。

　視線を巡めぐらせると、俺おれと桃もも瀬せを囲むように人盛ざかりができていた。

　なんだこりゃ……。

「おい、さっきの強い子がやっているんじゃん」

「相手は誰だれだよ？」

「わからんが、どうやら知り合いみたいだぞ」

　ギャラリーの声は、俺おれに緊きん張ちよう感と圧あつ迫ぱく感を与あたえた。




　ラウンドツー




　ステージは先さき程ほどと同じだ。

　少しだけなら本気でやってもいいだろう。

　俺おれは頭を切きり替かえた。自然とスティックを握にぎる手に力が入る。

　さっきは後手に回ったけど、今度はそうはいかない。

　ゴングが鳴ると同時に俺おれは速そつ攻こうをかける。

　ソードによる連続の斬ざん撃げき。

　上段、中段、下段、不規則に斬きりかかる。どれも弱攻こう撃げきではあるが、素す早ばやいため相手に反はん撃げきの隙すきを与あたえない。

「そんな……」

　だが、その攻こう撃げきはすべからく桃もも瀬せに防がれた。

　いや、まだだ。

　俺おれは相手のケージを横目で見た。

　マジカルバーストケージとスタンケージがたまっている。おそらく、桃もも瀬せはこの防戦に徹てつしている状じよう況きよう下ではマジカルバーストを使わない。攻こう撃げき側で、通常攻こう撃げきのコンボから繫つなげて発動したほうが、相手に効率的にダメージを与あたえられるからだ。

　だから注目すべきはスタンケージのほうだ。あと少しでスタンさせられるまでケージがたまってきている。これはチャンスだ。ここで一気に攻せめる。

　俺おれが強攻こう撃げきからの連れん携けいを仕し掛かけようとしたときだった。




　時が止まった。




　桃もも瀬せのキャラが神こう々ごうしい光を放っていた。マジカルバーストを発動させたのだ。

　バースト発動時はゲーム内の時間が数秒停止する。それを利用してこちらがどんな攻こう撃げきを仕し掛かけてくるのかを完全に見み極きわめたのだ。

　一発、強攻こう撃げきを決めれば、スタンさせることができた。その攻せめ焦あせっていたこっちの感情を読んでいたのか。

　桃もも瀬せのキャラは強攻こう撃げきを繰くり出だす構えの俺おれに、隙すきの少ない弱攻こう撃げきを仕し掛かけてキャンセルすると、たちどころにコンボを決めていく。こうなると、こちらは一度ダウンするまでなにもできない。

　そして最後の一いち撃げき、特とく殊しゆ奥おう義ぎが発動された。掬すくうような打だ撃げきを与あたえられ、俺おれのキャラは高く宙に浮ういた。そして桃もも瀬せのキャラのライフルから金色に輝かがやくエネルギー弾だんが撃うち放たれ、直ちよく撃げきした俺おれのキャラは空中でその一いち撃げきに貫つらぬかれた。

「おい、おい、相手の男、全然ダメじゃん」

　ギャラリーからの声が耳に入ってきた。

　反論の余地すらない。でもまだＨＰは残っている。せめて、一いち撃げきくらいはダメージを負わせたい。

　立ち上がり、俺おれは桃もも瀬せのキャラにがむしゃらな攻こう撃げきを仕し掛かけた。桃もも瀬せは的確な防ぼう御ぎよでこちらのアタックを防いだ。俺おれの攻こう撃げきが途と切ぎれると、次は桃もも瀬せが攻こう撃げきを仕し掛かけてくる。しかも、桃もも瀬せのキャラが本来苦手なはずの近きん距きよ離り攻こう撃げきだ。

　まずは上段への攻こう撃げき。それを読んでいた俺おれは防ぼう御ぎよの態勢をとる。しかし、それはフェイントだった。すぐさま、桃もも瀬せは下段への攻こう撃げきに切きり替かえてきた。

　ダメだ。反応できない。

　咄とつ嗟さに必殺技わざのコマンドを入力した。しかし、それすらも容易に見切られた。

　対戦格かく闘とうゲームのお約束で、必殺技わざ発動後には硬こう直ちよくが生じる。それを桃もも瀬せが見み逃のがすはずもなく、容よう赦しやない連続攻こう撃げきが再び決まった。近きん距きよ離り攻こう撃げきを三回。その後はライフルを使ったコンボへと繫つなげていく。

　そのまま、俺おれのＨＰはゼロになった。










　戦いは呆気あつけない幕引きとなった。

　呆あきれたような声とともに、観戦者達たちは散ってしまった。

　この場から離はなれたい。でも、立ち上がることができない。力が入らないのだ。

　虚むなしさが沸ふつ々ふつと湧わき上あがってくる。

　なんだよ、これ……。なんで、俺おれがこんな気持ちになってるんだよ。別にいいじゃないか。今いま更さらゲームなんかで悔くやしがってどうするんだよ……。もう俺おれは、そんなもの昔に置いてきたのに、そのはずなのに……。

　理解できず戸と惑まどう俺おれに、桃もも瀬せが歩み寄ってきた。

　なんで、お前が悔くやしそうに睨にらんでいるんだよ？　これじゃあ、どっちが勝者なのかわからないだろ……。

「いや[image: ～][image: ～]気持ち良いくらいの負けぷりだったわ」

　俺おれは自分の感情を悟さとらせないように軽い口調で言った。

「…………」

　桃もも瀬せは口を開かず、ただ怒いかりの眼まな差ざしを送り続けていた。

「なにをヘラヘラしているんだ……」

　桃もも瀬せに指し摘てきされて自分の口元が緩ゆるんでいることに気付いた。

　自覚していなかったが、誤ご魔ま化かしの笑えみを浮うかべていたらしい。




「年下にボコボコにされてそんなうれしいのか！　この変態が！」




「変な言い方をするな！」

　反論して、周囲の反応を窺うかがう。

　よかった。誰だれもこちらを気にしていない。今の問題発言は他の人には聞かれずに済んだようだった。

　ホッとしているのも束つかの間ま、桃もも瀬せは言葉を紡つむぐ。

「どうして全力でやってくれなかったんだ？」

「……全力だったよ」

「噓うそを吐つくな！　本気で……本気でやってその程度なわけない！」

　桃もも瀬せは潜ひそませていた拳けん銃じゆう（水みず鉄でつ砲ぽう）を向けてきた。

　本気だった。少なくとも、最後のほうは全力でやっていた。しかし、一年近くあるブランクのため、全ぜん盛せい期きの頃ころのようなプレイはできなかった。

「難なん癖くせ付けるのはやめてくれよ」

　落らく胆たんした表情を浮うかべる桃もも瀬せは言葉を紡つむぎ続ける。

「なぜ、手を抜ぬくんだ。こんなので勝ってもうれしくない……。本気の貴様と戦いたい……。ただそれだけなのに……ゲームを楽しそうにする貴様が見たいんだ……。わたしの知る貴様はもっと強かった！　もっと楽しんでいた……」

　紛まぎれもなく今の自分ができる全力のプレイだった。でも桃もも瀬せが戦いたいのは過去の俺おれなのだ。どうあっても、それは叶かなえられない願いなのだ。もう俺おれは、やるつもりはないのだ。あの頃ころのように、ゲームを本気では……。

　それを伝えてもよかったが、たぶん納なつ得とくしない。

「必ず……必ず、貴様を本気にさせてやるからな！」

　俺おれがなにも喋しやべらずにいると、桃もも瀬せはそう決意表明して、その場を去って行った。その後ろ姿を見送って、俺おれは大きく深呼吸をした。

　かつてのゲーム仲間と戦ったのがまずかった。昔の感覚が一いつ瞬しゆんかすめた。だけど、もう俺おれは……。俺おれは椅い子すから立ち上がり、その場から退たい避ひしようとゲーム機を背にした。

「すごかったな」

　藤ふじ代しろが頰ほおを緩ゆるませて立っていた。

「あっ……。いつからいたの？」

「ラウンドワンが始まったときからだ」

　それって、ほとんど見てたってことじゃないか……。

「なんだよ。てっきり、どこかでクレーンゲームでもやってるのかと……」

「なあ、やっぱりまだ君はゲームが好きなんじゃないのか」

　思わず息が止まった。藤ふじ代しろを見返すと、彼かの女じよは少し困ったように笑う。

「そんなことは……」

「君の事情はわかっているつもりだ。だが、あの女の子と戦っているときは、君はどこか楽しそうだったよ。あの動画のときのように。そして思い通り戦えなかったことを、悔くやんでいるように見えた」

　ただ漫まん然ぜんと立たち尽つくす俺おれに、彼かの女じよは続けた。

「無む理り強じいをするつもりはないさ。だけど、いつかわたしとも一いつ緒しよにゲームをしてくれるとうれしい。教えてくれるだけではなくて、な」










　その日の夜。

　俺おれは食事と風ふ呂ろを済ますと、ベッドに横たわった。いつもなら寝ねている時刻だが、どうも寝ね付つけそうにない。

　ことあるごとに、ゲーセンでのことが頭を過よぎる。興奮が眠ねむ気けに勝ってしまっているのだ。

　桃もも瀬せとの戦いを思い出すと心臓の鼓こ動どうが速くなる。あのとき、俺おれはゲームを楽しんでいたのだろうか。藤ふじ代しろにそう指し摘てきされたけど、認めたくはない。

　ゲームを好きだった頃ころの俺おれは、今の俺おれじゃない。なあなあで彼かの女じよの手伝いをすることを決めてしまったが、どこかできっぱり、藤ふじ代しろの願いを断るべきなんだろう。

　そんなことを考えていたとき、メールの着信音が鳴った。

　またあの動画の嫌いやがらせか？　携けい帯たいの画面を確かく認にんすると、

（夜分遅おそくにすまない。藤ふじ代しろ姫ひめ佳かだ。頼たのみたいことがあってメールしました）

　そういえば、今日の別わかれ際ぎわにアドレスの交こう換かんをしたんだった。

　どう返したものか、少し考えたあとに返信する。

（どうした？）

（起きていたか！　よかった。よかった。例のＢＬのソフトを譲ゆずってくれる話があっただろう。明日持ってきてほしい。お願いできるか？）

　桃もも瀬せとの戦いですっかり忘れかけていたが、そういえばそんな約束をしていた。

（本当にやるつもりか？）

（もちろんだ）

　文脈から意い気き込ごみが感じられる。

　ＢＬのことを説明するか……。でも、文字だけだと、わかってもらえない気がする……。直接現物を見てもらったほうが、むしろいいかもしれない。

　そう考えて、俺おれは短くメールの返事をする。

（わかった）

（ではよろしく頼たのんだぞ）

　ベッドから立ち上がり、物入れからダンボールを引っ張り出す。そこにはゲームソフトが乱雑に詰つめ込こまれていた。

　お目当てのＰＣ用のＢＬゲームを見つけて手に取った。

　パッケージの裏うら面めんには、濃のう厚こうな絡からみのシーンが描えがかれている。

　このまま持って行くのはまずい。もしこのパッケージが人の目に触ふれれば、大だい惨さん事じになってしまう。それこそ、平へい凡ぼんで平均的な特とく徴ちようのない高校生活を送れなくなる。

　俺おれは使えそうなケースを探してダンボールを漁あさる。いろいろなソフトのパッケージを見ているうちに、買ったときの思い出が、プレイしているときの記き憶おくがフラッシュバックしてきた。

　蘇よみがえる桃もも瀬せの怒いかり顔。そして、ゲームセンターでの最後の藤ふじ代しろの話。

　やっぱり、俺おれは……まだゲームのことを……。










　翌日。目を覚ますと同時にスマホで時刻の確かく認にんをした。

　また朝の六時か……。

　昨日は夜よ更ふかしをしたせいでまだ眠ねむい。

　結局、あれから寝ね付つくまでに時間が掛かかってしまった。

　目を擦こすりながら、俺おれはベッドから起き上がる。そこには制服姿の藤ふじ代しろが立っていた。

「おはよう」

　藤ふじ代しろが挨あい拶さつをしてきた。

「お、おはよう……。ってなんでいるの!?」

　ナチュラル過ぎて、普ふ通つうに挨あい拶さつを返してしまったよ。

「実は大事な話があるんだ。早朝からすまない。本当は電話で済まそうとも思ったんだが、今日は朝から生徒会の業務があって……ゆっくり話せなくて……」

　藤ふじ代しろはガッカリしているようで、いつになく目に力がなかった。

「どうしたんだよ？」

「それが……できないんだ……どうしたらいいんだ！　せっかく、買い物に付き合ってもらったのに……」

　藤ふじ代しろは目を潤うるませながら詰つめ寄よってきた。そして、俺おれの肩かたを摑つかみ、以前と同じように前後に揺ゆらし始めた。

「お、お、落ち着け！」

　俺おれは藤ふじ代しろの手を振ふり払はらった。

「一回深呼吸しろ」

「わ、わかった」

　藤ふじ代しろは大きく息を吸すい込こみ吐はき出だした。

　落ち着きを取とり戻もどしたところで、俺おれは言葉を紡つむぐ。

「ちゃんと一から説明してくれ」

「う、うん。昨日、帰ってご飯の支し度たくをしていたんだ。まずはお米を洗って、それを炊たいたんだ。なかなかふっくらと炊たけて」

「誰だれがそんなところから話せと言った！　その部分はいらないから。もっと簡潔に説明してくれよ」

「ゲームができない！」

「簡潔過ぎだ！」

　こんなやりとりをしていると、藤ふじ代しろは徐じよ々じよに我に返ってきたようで、本当の意味で落ち着きを取とり戻もどし始めた。

「昨日購こう入にゆうしたゲームができないんだ」

「どういうこと？」

「わたしも今日の朝気付いたんだけど……ゲームの本体を持っていなかったんだ……」

　そこからかよ！

　思わず叫さけびたくなった。

　そうだった……。いつの間にかハードを持っている前提で話をしてしまっていたが、彼かの女じよは今までゲームに無関心で、親からも禁止されていたんだ。それなのに本体を持っているはずはなかった。

　藤ふじ代しろに目を向けると、肩かたを落としていた。まるで、魂たましいが抜ぬけた屍しかばねのようだ。期待に胸を膨ふくらませていたんだ。落おち込こむのも無理はない。

「気付けなくてごめん。これじゃあ、なんのために一いつ緒しよに行ったんだか……」

「君のせいじゃないさ。全部わたしのせいだ。パソコンがあるからできるものだと勘かん違ちがいしていたんだ……」

　パソコンでは、昨日購こう入にゆうしたソフトはできない。しくったな。久しぶりのゲームだらけの環かん境きようで、俺おれもちょっとテンパっていたのかもしれない。

「わたしは大バカ者だ……。なんで買い忘れるんだ……。本体も持っていないのにゲームとか……あはは。笑える」

　自じ嘲ちよう気味に呟つぶやいている……。

「よかったら、また買いに行くとき付き合うけど……」

　藤ふじ代しろは虚うつろな瞳ひとみを俺おれに向けてきた。

「もう小こ遣づかいは使い果たしたよ……」

　いいところのお嬢じよう様さまだけど、お小こ遣づかいも両親に締しめ付つけられてるのか厳しいっぽいな……あまりにもいたたまれなくて、かける言葉が見つからない……。

　このままゲームを諦あきらめてくれる……わけもないだろうし、とはいえ本体がないことには話にならない。が……かといって、封ふう印いんした俺おれのゲーム機を使うのは──

　そのとき、ふと俺おれの脳のう裏りにさみしげな後ろ姿が思い起こされた。

　学校に行くことになるが……あそこならいけるかもしれない。

　俺おれは代案を提示することにした。

「じゃあ、パソコンでできるゲームするのはどうだろう？　俺おれの持っているソフトも貸せるし、無料でダウンロードできるのもある。それに前話した『オールファイター』もＰＣ版があるし！」

「ほんとか！」

　覇は気きが戻もどってきた。よし。なんとか元気を取とり戻もどしてくれたようだ。

「ちなみに、あのＢＬのゲームもパソコン用か？」

「え？　まあ……」

「ならよかった！　これで予定通り今日ゲームができるな。では場所は──」

「そのことなんだけど、提案があるんだ」

「ん？」

「学校でやろう」

　藤ふじ代しろは一いつ瞬しゆん固まり、俺おれの肩かたを摑つかんだ。

　なぜか、彼かの女じよは頰ほおを膨ふくらませ、こちらをジッと睨にらんでいた。

「藤ふじ代しろ……さん？」

「き、き、君はなにを言っているんだ！　そ、そんなことしたら、学校のみんなに知られてしまうかもしれないだろう！」

　再び肩かたを摑つかまれ、前後に揺ゆさぶられる俺おれ。

　よ、酔よう……。気持ち悪くなってきた……。

「さてはわたしのことが嫌きらいなのか！　そうなんだろう！　鬼き畜ちく！　外げ道どう！　人でなし！」

　藤ふじ代しろは息を荒あらげ、捨てられた子犬のように目を潤うるませて訴うつたえていた。

「落ち着いて！」

　お腹なかから出した声は思いのほか効いたらしく、藤ふじ代しろは暴走するのをやめてくれた。

「とりあえず、深呼吸して」

「す[image: ～][image: ～]は[image: ～][image: ～]。……もう大だい丈じよう夫ぶだ。すまん」

「落ち着いたか？」

「うん」

「理由はいくつかあるんだけど、そもそも藤ふじ代しろの家のパソコンって自分のか？」

「いや、家族……お父さんのだ」

「だったら、ゲームとかインストールするのはやばいな。見つかりにくいフォルダに置いておいても、最近のゲームは結構容量あるから、お父さんがパソコンにちょっと詳くわしければすぐにみつかっちゃうから」

「む……それは、まずいな」

「俺おれのパソコンはノートでスペックが貧弱だし、ディスクドライブがないからＢＬのゲームはできないし……」

「いやちょっと待て。それは学校のパソコンでも同じだろう。ゲームが誰だれかにばれるとまずいし、パソコン室のものもたしかノートパソコンだったような……それに、そもそも学校でやるのはあまりにも危険じゃないか。みんなにゲームしているところ発見される危険性が……」

　藤ふじ代しろは不安そうに目を伏ふせた。

「心配はいらないぞ。見つかるリスクが低い場所に、ゲームに適した高性能のパソコンがある。あそこなら、絶対に大だい丈じよう夫ぶだ」

「絶対に？」

「絶対だ」

　藤ふじ代しろは少し思おもい悩なやんだあと、ゆっくりと頷うなずいた。

「そこまで言うなら……わかった。君の言う通りにするよ」










　その日の放課後の部室棟とう。

　俺おれと藤ふじ代しろはコンピューター部の部室にいた。昼休み中に明あ来きにお願いして部室を使わせてもらえることになったのだ。先週末の話から一転、俺おれがコンピューター部の機材を使えるか話すと、明あ来きは二つ返事でＯＫしてくれた。

　うちの学校には三つの部室棟とうが存在する。コンピューター部の部室棟とうは、そのなかでも学校の敷しき地ち内の一番端はしに建てられている。

　部室棟とうの中は不気味なくらい静かだ。聞こえるのは、俺おれと藤ふじ代しろの足音くらいで、人の気配が感じられない。

「他の部活もこの棟とうを使っているはずだが、なんでこんな静かなんだ？」

「ほとんどが幽ゆう霊れい部だから」

「幽ゆう霊れい部？　実態のない部活ってことか？」

「そういうことになる。って、生徒会なのに知らなかったのか？」

「生徒会の人間だからって校内のすべてを把は握あくしているわけじゃないんだぞ」

「とにもかくにも、ここなら人目を気にせずにゲームができるよ」

「そういうものなのか。そうだな。人がいないなら見つかることもないか……」

　去年、俺おれはゲーム実じつ況きようの動画を視し聴ちようして、明あ来きに見つかったけど……今回は大だい丈じよう夫ぶだ。前回の失敗を踏ふまえ、明あ来きには事情があるから、来ないでほしいと伝えてある。

　部室に到とう着ちやくして、預かったカギでドアを開けた。

　室内は普ふ通つうの教室と同じ作りになっている。違ちがいはネットの有線ケーブルが繫つながっているのと、当然ながらパソコンが置いてあることだろう。

　パソコンは一台で、部屋の真ん中の長机の上に置かれている。明あ来きがパソコンでメインにやっていることは、プログラミングや、簡単なデザインなどだ。マシンスペックも使うから、そこそこの性能があるってことは確かく認にん済みだ。

「ここでなら思う存分ゲームができるぞ」

「なんかすごそうな機材だな」

　藤ふじ代しろが指差したのはフルタワーパソコンだ。俺おれもこれを見つけたときは驚おどろいた。構成にもよるが一台、数十万する代しろ物ものだからな。

「コンピューター部にはそんな多額の部費を支給していないはずだが……」

「これは部費で購こう入にゆうしたんじゃない。明あ来きの私物なんだ」

「草くさ薙なぎの……。わざわざパソコンを学校に持もち込こんだのか」

「それほど、熱心ってことだろ」

　などと、言ってはみたものの、たしかに不思議だ。あいつは金持ちなのか？　あらためて考えてみると謎なぞの多い奴やつなんだよな。

　まあゲーミングパソコンなら俺おれも前は持ってたわけだけど……。

「起動しないのか？」

「あ、ああ、任せるよ」

　電源ボタンを押おすことに、少し戸と惑まどってしまってたようだった。藤ふじ代しろは電源を入れ、パソコンの前に座すわる。俺おれは隅すみっこに置いてあった椅い子すを持ってきてその隣となりに腰こし掛かけた。

「そんでなんのゲームする？」

「まずは、ＢＬをやろう！」

　ついにこのときが来てしまった。

　さて、どう伝えるべきか……。懇こん切せつ丁てい寧ねいに説明して誤解のないようにしなければならないだろう。

　一度、深呼吸して俺おれは真実を伝えるためにカバンからブツを取り出した。

「おお、これが！　なかなかおもしろそうじゃないか！」

「え、あ、うん」

　パッケージを変えていたせいで、どんなジャンルかわかってないのか。俺おれの口から本当のことを話したいけど……。ダメだ。期待の眼まな差ざしがすごい。

　苦く悩のうしていると、藤ふじ代しろは俺おれの手からＢＬゲームを取り上げた。奪だつ還かんする機会なく、彼かの女じよはゲームのディスクをパソコンのＤＶＤドライブに挿そう入にゆうした。

「楽しみだな」

「え、ああ」

　パソコンのモニターにオープニング映像が流れる。それを藤ふじ代しろは食入るように見つめていた。映像が移り変わるたびに、彼かの女じよは俺おれに純心な笑え顔がおを向けてきた。

　勘かん弁べんしてください。心が痛いです。




　ゲームは「妖よう魔ま満月記」というタイトルで、おおまかなあらすじはこうだ。




　とある私立高校に通う男子高校生の主人公は、一六歳さいの誕生日の夜に人ならざる者──妖よう魔まに襲おそわれる。それを助けたのは、妖よう艶えんな少年だった。彼かれは自分が吸きゆう血けつ鬼きだということ、そして主人公は十六歳さいの晩より、特別な血が目覚める遺伝を持っていることを伝えた。

　ストーリーが進むと、吸きゆう血けつ鬼きの少年の兄弟なども現れ一いつ緒しよに住むことになり、どの兄弟と親交を深めるかによって、ルートの選せん択たくがなされる。

　どのルートも半日かからずにクリアできるうえに、どんな選せん択たく肢しを選んでもゲームオーバーにはならないやさしい作りになっている。

　序じよ盤ばんは伝でん奇きものらしく、ハラハラドキドキのストーリー展開だ。その頃ころまでの藤ふじ代しろも「楽しいな」と興奮気味に感想を述べていた。

　しかし物語が進むにつれ、徐じよ々じよにセクシーなシーンが連発するようになり、いろんな意味でハードなものへとなっていく。

『ここがいいのか？　ガブ』

『ち、ちが……』

『じゃあ、こっちか？』

『──うッ』

　パソコンからはなんとも表現しづらい、男性声優さんの艶つやのあるボイスが流れていた。男の俺おれとしては、結構キツイものがある。

　こうして、ゲームの物語は主人公と吸きゆう血けつ鬼きの少年が絡からみ合あい、互たがいに愛を確かく認にんして終わったのだった。

　藤ふじ代しろはというと、体が小刻みに震ふるえていた。

　流石さすがに、刺し激げきが強すぎたか……そもそもＡＤＶってジャンルが初めてだったはずなのに、一発目のゲーム体験がコレじゃ……。

「だ、大だい丈じよう夫ぶか？」

「な、なんなんだ。これは……」

「ＢＬ……ボーイズラブだけど」

「ＢＬってバトル＆ラブじゃないのか？」

「ううん。違ちがう。男性同士の愛のことだよ」

「そう、だったのか……」

　俺おれは立ち上がり、頭を深々と下げる。

「ごめん。言うタイミングがなくて……」

「一つだけいいか？」

「うん？」

　さぞや、お怒いかりだろう。ＢＬのことをちゃんと説明してなかったのだから、ここは甘あまんじて受けよう。

　俺おれは覚かく悟ごして藤ふじ代しろの言葉を待った。

　すると、彼かの女じよは椅い子すから立って、

「これおもしろい！　流石さすが、坂さか木きが選んでくれたゲームだけあるな！」

　と興奮した声を上げた。

「え？」

「奥おくの深い内容だった。人と人ならざる者。男と男。この二つの壁かべを越こえた愛をテーマにした作品だったんだな」

「え、あ、う、うん」

　その後、戸と惑まどう俺おれをよそに、藤ふじ代しろは熱弁を振ふるい続けた。

　退たい屈くつだと感じなかったのは、藤ふじ代しろの話し方がうまいからだろう。なにより、彼かの女じよのやさしくも凜り々りしい声は、頭の中に浸しん透とうしていき、心地ここち良よさのようなものを感じさせてくれた。

　そして、それと同時に彼かの女じよのゲーマーライフや今後の……趣しゆ味みの部分に、多大な不安が広がっていく。俺おれは、取り返しの付かないことをしてしまったかもしれない。

　およそ、十分ほど語ると、

「坂さか木き、もしかしてつまらなかったか？」

「……どうしてだ？」

「わたしばかりしゃべっているから……」

「そんなことないよ。それよりも、そんなにおもしろく感じてもらえてよかったよ！　ああ、ホントだぞ、うん！」

「うん！　最高だった！」

　そのときだった。

　部室のドアが、開かれる音がした。

　そんな、今日は誰だれもここには来ないはず。そのはずなのに！

　慌あわてて、俺おれと藤ふじ代しろはそちらに顔を向ける。

「なっ……」

　俺おれは驚おどろきの声を出した。

　目に入ってきたのは両手を挙げた明あ来き。

　そして、彼かれに銃じゆうを向けた桃もも瀬せが、俺おれ達たちに視線を送っていたのだった。











サードステージ






　この場の全員が混乱していた。

　そのなかでも一番動どう揺ようしているのは、間ま違ちがいなく藤ふじ代しろだろう。魔ま法ほうをかけられたかのように、ピクリとも動かない。

「明あ来き、いったいなにが……？」

「見ての通り、おどされまして」

　気まずそうな笑えみを浮うかべ明あ来きが指差したのは桃もも瀬せひなこだった。彼かの女じよは拳けん銃じゆうの銃じゆう口こうを明あ来きに向けたまま、こちらを見て硬こう直ちよくしていた。

「って、なんで桃もも瀬せがいるんだよ!?」

「ここの中等部の生徒だからだ……」

「な、なんだと……」

　たしかにここは中高一いつ貫かんで、付ふ属ぞく中学と隣りん接せつしている。だけど……。

「今日、昼休みに高等部の校舎を散歩していたんだ。そのとき貴様とこの男が話しているところを見かけてな。そんでさっきこいつが帰ろうとしてたのを発見して、ここまで連れて来てもらったわけだ」

　桃もも瀬せは明あ来きのことを睨にらみながら説明してくれた。

「いや、いや、ちょっと待って。おかしくないか？　たしかに、うちの学校の生徒数は中高合わせれば相当な数になる。それでもお互たがい気付かないなんて。もしかして……不登校だったのか？」

「ちがうわい！」

　真顔で尋たずねたら怒おこられてしまった。

「話の途と中ちゆうすいません。もしや、あなたは特進クラスではないですか？」

「そうだけど」

「ということは二年生ですか？」

「うん」

「ふむふむ。それなら納なつ得とくですね」

　明あ来きは桃もも瀬せとの会話で腑ふに落ちたように頷うなずいた。

「おい待て。二人で勝手に話を進めるな。どういうことなのか、俺おれにも説明してくれ」

「修しゆう司じは高校からの編入組ですけど、うちの高校と同じ敷しき地ちに、中等部の校舎があるのはご存じですよね」

「ああ。もちろん知っているけど……」

「あの校舎を使っているのは中等部の特進クラスだけなんですよ。中等部の本校舎は、ここからもう二駅向こうの町にあります。で、中等部では二年から普ふ通つうクラスと成績上位者が集められた特進クラスに分かれるんです。だから、彼かの女じよがここの敷しき地ちの校舎を使い始めたのは、今年から。まだ二ヶ月ですから、会わなかったのも無理はないでしょう」

「なるほど、そういうことか……」

　しかし桃もも瀬せが特進クラスだったとは……。人は見た目によらないってことか……。

　自分で言うのもなんだが、俺おれが結構頑がん張ばってやっと入学できたくらいの進学校だぞここは。中学から入って特進クラスってことは、かなりの成績優ゆう秀しゆう者だ。まさかゲーセンにたむろする中二ゲーマーが……。

「貴様今とても失礼なことを考えているだろう」

「ゴホンっ。なにをまさか」

　おっと危ない。しかし、嫌いやなタイミングで見つかってしまった。

「で、貴様はここでなにをしていたんだ？」

　藤ふじ代しろの体がビクッと動いた。彼かの女じよの顔を窺うかがうと、目がとてつもなく泳いでいた。

　知られて自分を誤解されるのを嫌いやがっていた彼かの女じよのことだ。今いいわけに頭がフル回転中に違ちがいない。

「パ、パソコンを弄いじっていただけだぞ」

「いや、パソコンってＢＬだろ！　それ！」

　俺おれの苦くるし紛まぎれの言い訳は容よう赦しやなくツッコミを受けた。この中学生は見ないふりをできないのか。明あ来きを見習ってほしいぜ。いつもの爽さわやかな笑え顔がおが苦笑いに変化するくらいで済ませているっていうのに。

「なんでこんなところでそんなゲームをやっていたんだ？」

　桃もも瀬せは俺おれ達たちを訝いぶかしげに睨にらむ。

　密室で男女が二人きりでＢＬをプレイ。桃もも瀬せでなくても疑問を抱いだくだろう。

　俺おれは藤ふじ代しろに目をやると、彼かの女じよは見つかった衝しよう撃げきからいまだに立ち直っていなかった。青ざめた顔は凍こおりついたままだ。

「おい。どうしてだ？　そのゲームって男女二人きりでやるようなものじゃないだろ？」

「いや……」




　疑ぎ惑わくの眼まな差ざしを強める桃もも瀬せ。




　苦く笑しよう気味に様子を窺うかがう明あ来き。




　衝しよう撃げきで固まったままの藤ふじ代しろ。




　どうすればいいのか困こん惑わくする俺おれ。




　脇腹わきばらを突つっつかれる感かん触しよく。藤ふじ代しろに目を向けると、彼かの女じよは考えをまとめ終えたようで、意を決した瞳ひとみでこちらを見み据すえていた。この表情には覚えがある。俺おれに秘密を打ち明けたときと同じ顔つきだ。自分から話そうとしているのか。

　あのときのように我を忘れて暴走はしていないものの、同じ空気を纏まとっている。

　藤ふじ代しろは大きく息を吸すい込こみ、言葉を紡つむごうとしていた。

　ダメだ。藤ふじ代しろが主体になってゲームしていると知られるわけにはいかない。彼かの女じよは、普ふ段だん日常的にやっていないことを人に見せたくないと言っていた。それは、藤ふじ代しろにとってとてもつらいことのはずだ。




「ああ[image: ～][image: ～]。さらに見つかっちまった」




　お腹なかの底から発声した俺おれの声は、部屋全体に広がった。

　三人の注目が俺おれに注がれる。

「坂さか木きなにを？」

　藤ふじ代しろの困こん惑わくの声を遮さえぎるように、俺おれは語り続ける。

「隠かくれてゲームしているところを藤ふじ代しろに見つかって、注意されていたところなんだよ。まさかお前らも来るなんてな……」

　我ながら、ちょい悪的なアウトローを演じきった。

　ただ、俺おれが一人でゲームをしていたところに藤ふじ代しろが来ただけ。これなら問題はないはずだ。不本意だけど、今時、ゲームをするくらい普ふ通つうだ。これしきのことでは偏へん見けんの目は向けられないだろう。

　それに発見されたのが明あ来きと、かなり想定外ではあったが桃もも瀬せだ。この二人なら多少誤解があっても大だい丈じよう夫ぶだろう。

　明あ来きは人に言いふらすことはしない。それは一年前の件でも証明されている。

　桃もも瀬せも俺おれがゲーマーだったってことは知っている。中等部の人間だし、特に心配する必要はないだろう。

　ふ、どう転んでも事態は収束する。完かん璧ぺきだ。

「坂さか木き、やっぱり貴様はまだゲームに未練があったんだな」

「……え？」

「隠かくれてゲームをするなんてかわいいところがあるじゃないか」

　いきなり問題発生！　しまった！　桃もも瀬せに期待させるような変な勘かん違ちがいをさせちまった。

「え[image: ～][image: ～]と、つまり、あなたがそのゲームをやっていたと？」

　明あ来きが指差したパソコンに目を向けると、美男子達たちがベッドの上で濃のう厚こうに絡からみ合あっていた。

　まずい。明あ来きの顔が青ざめてる……。こっちにも変な誤解が生じてしまっている……。ダメだ。俺おれの見み込こみが甘あますぎた！

「い、いや、こ、これには深いわけが……」

「一人で、現状男二人しかいない部活動の部室で、しかも僕ぼくの私物のＰＣで、そういったゲームをやられているわけとおっしゃいますと？」

　まずい。そういうふうに理路整然と並べられると、完かん璧ぺきにアクロバティック・ヤバイやつじゃん俺おれ！　浮うかばない。言いい逃のがれる方法が……。

「こ、これはさっきわたしがこの棟とうの入り口付近で拾ったんだ」

　俺おれが窮きゆう地ちに陥おちいっていると、藤ふじ代しろが声を発した。

「藤ふじ代しろさんが？」

「うむ。だから、坂さか木きがこれここでやっていたわけじゃないぞ。わたしはパソコンに疎うとくてな。ここの部の人間だという彼かれに、協力してもらっていたんだよ。まさかＢＬというジャンルのゲームだなんて思いもしなかった」

　そう言いながら、藤ふじ代しろはまだ映っているプレイ画面を指差す。

「しかし、それならなぜわざわざここで確かく認にんしていたんですか？　生徒会にもＰＣにくわしい方はいらっしゃるのでは？」

「生徒会室だと、そのぶん大勢の目にも触ふれるから落とし主のプライバシーを守れないだろ。坂さか木き一人くらいなら、そのあたりが安全だと思ったんだ。まあ聞けばこのパソコンは君の私物だと言うじゃないか。そのあたりは申しわけなかったが」

「おお。流石さすが、藤ふじ代しろさん、落とし主のことも考えての行動とは名裁量ですね」

　助かったのか……。

　明あ来きは納なつ得とくしてくれたみたいだが……。

　俺おれは桃もも瀬せに視線を送る。問題はコイツだが……。

「なんだ、てっきり、そこの女子に強要して、強ごう引いんに一いつ緒しよにＢＬをプレイさせていたのかと」

　桃もも瀬せは桃もも瀬せで、何気にゲスな想像をしていたようだ。

　なんでそうなるの？　ねえ。

「俺おれをなんだと思っているんだよ」

「変態ロリコンクズ野や郎ろう」

　おい、中二病娘むすめ。いつか必ず痛い目をあわせてやるから覚えとけよ。

「安心しましたよ。てっきり、男性も恋れん愛あい対象なのかと思ってしまいました」

　ちょっと勘かん弁べんしてください。明あ来きさん。

「（ごめん……。ありがとう）」

　藤ふじ代しろは小声でお礼を言った。

　このピンチを招いたのは俺おれの責任だ。正直想定外の事態だったとはいえ、学校でゲームをするよう提案しなければこんなことにはならなかった。だから、謝あやまる必要もお礼を言われるいわれもない。なにより、最終的には藤ふじ代しろ自身が解決してしまったのだ。どちらかというと、こちらが助けられた。

「不運でしたね。この棟とうは本来、あまり人は来ませんからね」

　ほんとにだよ……。最近の俺おれはかなり不運だ。

「ＢＬの件はわかりました。しかしそもそも藤ふじ代しろさんは、どのような要件でこちらの棟とうに？」

「え？　いや、それは……」

　藤ふじ代しろは目を向け、俺おれに助けを求めてきた。

　しまった。言い訳に余計な情報を言い過ぎたか。校内で、なら通せるが、藤ふじ代しろはわざわざ「この棟とうに」と言ってしまった。訪おとずれる理由なんてない。どう切きり抜ぬけるか。

「もしや、コンピューター部の存続問題についてのことでしょうか？」

　どうやら、明あ来きは藤ふじ代しろがコンピューター部の視察に来たのだと勘かん違ちがいしているようだ。

　現段階で規定の部員の数が一人足りていない。今の彼かれにとっては生徒会の人間は畏い怖ふの対象だろう。

　しかし、この勘かん違ちがいは利用できる。

「そうなんだ。コンピューター部含ふくめ、部活の現状確かく認にんのため来たみたいなんだ」

　俺おれがそう答えると明あ来きは深刻な表情を浮うかべた。

「やはりですか……。すいません。部員集めのほうはもう少し待っていただきたいのです。修しゆう司じが入部してくれて、あと一人で規定の人数はクリアーできますので」

　藤ふじ代しろは顎あごに手を添そえ、なにかを思案しているようだった。

「坂さか木きもコンピューター部だったな。じゃあ、坂さか木きもコンピューター部が廃はい部ぶになったら困るのか？」

「ええ。まあ」

「そうか……。なるほど……」

　藤ふじ代しろは意味深げに呟つぶやいた。

　今の会話のなかにそんな考かんがえ込こむようなことあったか？

「よし、わかった。なら、わたしが入部しよう」

　え？　なに言ってんの、この子。

「そんなの生徒会があるんだし無理だろ」

「無理じゃないぞ」

「……生徒会が部活と掛かけ持もちってダメなんじゃないのか？」

「そんなことはない。校則にも生徒会の人間が部活に所属できないという明記は存在しない」

　俺おれは胸内ポケットから取り出して、生徒手帳をめくり読んだ。藤ふじ代しろの言う通り、校則には、生徒会役員が部活に所属することについての記き載さいはなかった。

「うちの学校の部活は厳しいものは徹てつ底てい的てきに厳しいが、ゆるい部活はとことんゆるいだろ。だから、昔は生徒会と部活の掛かけ持もちが多かったんだよ。今は単にたまたましている人間がいないだけだ」

「だけどそれは生徒会がなんだかんだで忙いそがしいからだろ？」

「わたしなら大だい丈じよう夫ぶだ。問題なく両立はできると思う」

　たしかに、他の人が無理でも藤ふじ代しろなら容易にこなしてしまう気がする……。

　このまま話が進むと、本当にコンピューター部に入部しそうだ。既すでに厄やつ介かい事に巻まき込こまれているのに、部活が一いつ緒しよになると一いつ緒しよにゲームする機会は間ま違ちがいなく増えるだろう。そこまで付き合う気はもともとなかった。

　今また、ゲームに本気になってしまったら……。

　俺おれは必死に生徒手帳に記き載さいされている校則を熟読する。

「でもここに、入部に伴ともない顧こ問もんの承しよう諾だくが必要、顧こ問もんがいない場合はその部の部長の承しよう諾だくが必要。その後、生徒会によって受じゆ諾だくされるって書いてあるぞ。つまり、藤ふじ代しろがいくら好意で言ってくれても明あ来きが許可しなきゃ入部はできないってことだろ？」

　頼む。断ってくれ。藤ふじ代しろを入部させて俺おれが一抜ぬけ、ってわけにもいかない。部員数を確保したい明あ来きにもスジが通らないし。

　俺おれは明あ来きに視線を飛ばした。部員数が要いることはわかるが、いろいろめんどくさそうだからここは断れ。

　断れ[image: ～][image: ～]。断れ[image: ～][image: ～]。

「承しよう認にんさせてもらいますよ」

　俺おれの思いは届かなかった。

「なんで？」

「喜ばしい話ではないですか。藤ふじ代しろさんが入部してくだされば、廃はい部ぶは免まぬがれます。断る理由はないでしょう。それになりより、部員に生徒会の人がいるとなにかと心強いではないですか」

「そう言ってもらえるとありがたい。おっと、特別な便べん宜ぎはできないからな。そこは理解してくれ」

「もちろんです。なにかあったとき、生徒会と話がしやすくなるだけで充じゆう分ぶんです」

　なんか話がまとまっちゃった……。

「ちょっと待った！」

　突とつ然ぜん、事態を黙だまって見ていた桃もも瀬せが挙手して叫さけんだ。

「わたしも入部する！」

「いや、いや、いや、中等部の人間が高等部の部活に入るのは流石さすがに無理だろ」

「中等部差別反対[image: ～][image: ～]！　中学生にも入部の権利を[image: ～][image: ～]！」

　桃もも瀬せはデモのような声を上げていた。

　藤ふじ代しろだけでもアレなのに、こいつを入部させるのは危険だ。ことあるごとに勝負を挑いどんできそうだし、性格にかなりの難がある。そして間ま違ちがいなくゲーム沼ぬまに引ひきずり込こまれる。

　俺おれは再び生徒手帳をめくろうとすると、先に藤ふじ代しろが声を発した。

「たしかに中等部の生徒は高等部の部活の正式な部員にはなれない。しかし、顧こ問もんの教師が許可した場合は部活への参加は認められている。また顧こ問もんがいない場合は、部長が許可すれば可能だ」

「藤ふじ代しろさんはさながら、歩く生徒手帳ですね」

「入部を許可してくれるのか？」

　桃もも瀬せは上目使いで明あ来きに尋たずねた。やめろ、今度こそダメだ！

　断れ[image: ～][image: ～]。断れ[image: ～][image: ～]。

　再び俺おれは力の限り念じた。

　今度は念が通じたのか、明あ来きは俺おれに顔を向け微笑ほほえんだ。

「ええ。入部を歓かん迎げいいたします」

　伝わってねええええ！

「しゃあああああああああああああ！」

　桃もも瀬せの雄お叫たけびがこだました。

「どうしてだよ？　藤ふじ代しろが入部すればもう廃はい部ぶにはならないで済むんだろ？　中等部の生徒は正式な部員に含ふくまれないわけだし、入れるだけ損だ。特にコイツは、百害あって一利なし！」

「失礼な！　わたしが入部すれば百利あって一害なしだ」

　俺おれと桃もも瀬せは互たがいに睨にらみ合あう。

「将来への布石です。マイナーな部活は存続が難しいんですよ。今のうちに人材を確保するのも大切なんです」

　反対したいのに、理由がちゃんとしていて言い返せない……。

　でも桃もも瀬せ自身が考え直せば、入部を阻そ止しできる。

「な、なぁ、桃もも瀬せは中学の部活はいいのかよ？」

「安心してくれ。入ってないから」

　桃もも瀬せはＶサインを俺おれにしてきた。

「なっ……。でも、部活に所属するとなにかと放課後の時間が拘こう束そくされるわけだし、ゲーセンとかで遊ぶ時間はなくなるぞ!?」

「我わが部は基本的に自由参加ですので、拘こう束そくはしませんよ」

　明あ来き、少し黙だまっていてくれ。

「うん、問題ない。ゲームならここですればいいからな」

「うん。問題あるね。ここはコンピューター部なんだよ！　ゲーム部じゃないんだよ！」

「貴様だって、さっきゲームをしていたじゃないか」

「あれは例外だ。藤ふじ代しろからの頼たのまれ事だからな」

「いや、前も修しゆう司じには言いましたが、好きなだけゲームしていただいて結構ですよ」

　な、なに言っているんだよ、明あ来き。

「なんでだよ！　ここはコンピューター部だろ？」

「いえ、人数がいるだけでもありがたいですし、ゲームもＰＣの使用法としては今ポピュラーですしね。それにしても先さき程ほどからおかしいですね……」

　おかしいのはこの状じよう況きようだよ。少なくとも俺おれにとってはだけだけど。

「いや、えっとそんなことないよ。反対なんてしてないよ」

　ちくしょー！　これ以上は粘ねばれないか！

「（すまない、今後はここでゲームを教えてもらえると助かる。彼かれらも、ゲームには理解があるようだしな。事情を話さなくても許容してもらえそうだし。こんなにありがたい状じよう況きようはないからな……）」

　藤ふじ代しろは俺おれだけに聞こえるように、小声で言った。

　こっちの気持ちも知らずに……。

　今後のことを心配しつつ、俺おれはその日を乗り切ったのだった。










　次の日の放課後。

　俺おれと藤ふじ代しろは部室へとやってきた。

　部室に入って、最初に目に入ったのは四台のパソコンだった。近付いて確かく認にんすると、前回部室にあったのとは別の機材のようだ。御ご丁てい寧ねいなことに横にはヘッドセットまで置いてあった。

「昨日のもすごかったが、それを四台だと……」

　たしかに試ためしに四人でなにかしてみようという話にはなった。が、まさか翌日にこれだけ整えられるなんて……明あ来きはいったい何者なんだよ？

「この椅い子すもかっこいいな！　レーシングカーとかの座席みたいで」

「それはゲーミングチェアだよ。背もたれとか、肘ひじ掛かけとかいろいろ調整できて、長時間座すわってても疲つかれないようになってる」

「ゲーム専用の椅い子す……か。そんなものまであるのか」

　藤ふじ代しろはパソコンと椅い子すを触さわりながら興奮した様子だった。

　昔から思っていたけど、ゲーミングパソコンとゲーミングチェアを備え付けた机って、アニメに出てくるロボットのコックピットみたいだよな。

　などと、どうでもいいことに頭を使っていると、

「このマウスも変わっているぞ　ボタンがたくさんある」

　藤ふじ代しろはカチカチとボタンをクリックさせて言った。

「ゲーミングマウスまであんのか……」

「やはり、パソコンでやるゲームはマウスやキーボードを使うのか？」

「そうだな……。いわゆるテレビゲームで使うようなパッドでもできるんだけど……。最初はちょっと大変かもだけどマウスとキーボードにしておいたほうがいいんじゃないか」

「どうしてだ？」

「昨日やったアドベンチャーゲームだったらクリックするだけだし……。シューティングやＭＭＯＲＰＧとかだと、マウスで狙ねらったところをポイントできたほうがなにかと便利なんだ。まあ楽しむだけならパッドのほうがハードルが低いとは思うけど……」

「いや、本気で取り組みたいからマウスとキーボードでいい！　それに……、どうせコントローラーを買うお金はないからな……」

　藤ふじ代しろは悲しそうに顔を俯うつむかせた。

「ごめん、ごめん。悪かった」

　購こう入にゆうしてプレイできないゲームソフトのことをまだ引きずっていたのか……。

「大だい丈じよう夫ぶだ。ところでさっきのはマウスの利点だろう？　キーボードはなにか便利なところがあるのか？」

「ああ、えっと……たとえば魔ま法ほうがある世界を冒ぼう険けんするゲームだと、キーボードによく使う魔ま法ほうを登録して一発で使えたり、武器をスムーズに切きり替かえられたりするんだ。〝マクロ〟って言うんだけど、これは追い追い覚えていけばいいよ」

「奥おくが深いんだな……」

「ＰＣゲーマーは道具にこだわっている人がかなり多いからな。それこそ、プロはコンマ一秒の世界で闘たたかうから、マウスパットとかも専用のものを使うらしい」

「プロ……？」

　藤ふじ代しろは食い入るようにこちらを見ると、前のめりに続けてきた。

「プロ!?　ゲームにもプロなんているのか!?」

　なんだ？　どこにそんな興味をそそる部分があったんだ？

「ああ。それで生活している人もいる。Ｅスポーツ……エレクトルスポーツって言われているんだ。たしか、コンピューターゲームやビデオゲームをスポーツと捉とらえた際の名めい称しようだったかな。ゲームメーカーとかがスポンサーになって、大会で良い成績を残したり、動画で配信したりしてお金をもらうのさ」

「そんな世界があるのか。興味深いな……」

「そこまでいけるのは、ほんの一ひと握にぎりだぞ？」

「だが、とっても楽しそうじゃないか。考えるだけでわくわくしないか？」

　藤ふじ代しろは自分の胸を押おさせて、尋たずねてきた。

「どうだろうな。正直、俺おれにはわからないな」

「どうしてだ？　楽しいことが仕事になるんだろ？　すごいじゃないか。そ、そのＥスポーツって結構有名なのか？」

「そうだな。日本での世間的認にん知ちは高くないけど、アジア室内競技大会に種目として正式に採用されていて、競技人口は一億人を超こえていると言われて……ってなんだよ？」

「くわしいんだな」

「昔、大会の誘さそいがあって、そのときに調べてな……」

「そうか、坂さか木きのプレイはすごかったからな」

　なにしているんだ。ゲームの話なんかしてどういうつもりだよ、俺おれ。

　俺おれの表情を気にして、

「ああ……そうか、でも嫌いやでやめたのだったな。すまなかった。つい気が高ぶってしまって……」

　藤ふじ代しろは済まなそうにそう言った。

「いや……別に」

　苦くるし紛まぎれに、俺おれは電源ボタンを押おした。昨日のように藤ふじ代しろの目の前のモニタが灯ともり、俺おれはその横に椅い子すを持ってきて腰こし掛かけた。俺おれ達たちの間には、少し微び妙みような空気が流れてはいた。だが俺おれがマウスをクリックして、画面にいくつかゲーム公式サイトを表示させると、藤ふじ代しろは子供のように目を輝かがやかせた。

「ただ待っているのもあれだから、先になにをするか決めておこう」

「あとの二人を待たずに決めてもいいのか？」

「一応、あらかじめ明あ来きと桃もも瀬せにも聞いたんだが、俺おれ達たちに任せるとよ。まあ、桃もも瀬せは銃じゆうを扱あつかうキャラが使えるゲームを希望していたけど……。あいつのことは気にしなくていい。えっと、たしか、藤ふじ代しろは『オールファイター』やりたいって言っていたよな？」

「うん！」

　『オールファイター』はＭＭＯＲＰＧの一種だ。藤ふじ代しろとゲームを買いに行ったときに少し話したが、『ミネルバ』と同じ開発者による同タイトルの発展型のゲームで、剣けんと魔ま法ほうの世界をベースにし、さらに戦せん闘とう機や戦せん艦かんを戦いで使えて、多種多様なプレイスタイルを可能としている。しかも基本無料だ。学生には優やさしい。

　ということで、まず俺おれはパソコンに『オールファイター』のクライアントをダウンロードした。その後ユーザー登録をする。ゲームにログインするためのパスワードと個人情報を記入し送信。しばらくすると、それぞれの携けい帯たいにパスワードがメールで送られてきた。

　早さつ速そく、藤ふじ代しろはゲームを起動させた。すると、壮そう大だいなＢＧＭが鳴なり響ひびく。

「うわ。うるさ」

　急いで、ボリューム調節をする。そして、それぞれのパソコンにヘッドセットを挿さし込こむ。

　これでひとまず安心だ。

「お[image: ～][image: ～]」

　その横で、藤ふじ代しろは感激したような声を漏もらしていた。

　ネトゲのＢＧＭってかっこいいのが多いんだよな。

　俺おれは藤ふじ代しろにヘッドセッドを渡わたし、つけるように促うながすと話を始める。

「まずはキャラクターを作るか。まあ、今日はお試ためしって感じで、適当で大だい丈じよう夫ぶだから。パスワードを入力してから、『ＳＴＡＲＴ』をクリックして。そこから、『新規キャラクター』を選んでくれ」

「わかった！」

　操作キャラクターの作成ページでは、最初に性別や種族や職種を選択する。

　藤ふじ代しろが選んだのは以下の通りだ。

　〈性別・女性〉〈種族・人間〉〈職種・ランサー〉

　ランサーは初心者でも比ひ較かく的てき操作が簡単で、魔ま法ほう使つかいのように覚えることも少ない。不慣れな藤ふじ代しろでも扱あつかいやすいだろう。

　藤ふじ代しろは決定ボタンを押おした。

　すると画面が切きり替かわる。パソコンのモニターには女性のキャラクターが映し出された。ここでは、自分の操作キャラの髪かみ型がた、肌はだの色・髪かみの色・目の大きさや色・身長・体型などなどのビジュアルを細かく決められる。

　『オールファイター』の場合は、他のネトゲに比べて装備などがバラエティーに富んでいる。課金しなくても、ゲームを進めたり、ゲーム内通貨を貯ためることで服装やアクセサリーなどを複数追加していけるのだ。

「おお[image: ～][image: ～]。こんなこともできるのか」

　藤ふじ代しろは自身の作成キャラクターの顔を大きくしたり、小さくしたりして遊んでいた。その子供のような無む邪じや気きさは、部屋でぬいぐるみと話していたときの姿と重なった。

「ほどほどにして決めろよ」

「…………」

　集中しているのか……。

「ちょっと飲み物買ってきてもいいか？」

　俺おれの声に反応せず、藤ふじ代しろは夢中になっていた。完全に自分の世界に入っているな……。

　いや、わかる。今回はお試ためしとは言ったが、キャラメイクに幅はばのあるゲームはいろいろやりたくなってしまうもんだからな。

　俺おれもゲームを始めた最初は……。

　……そっとしておこう。

　少しだけ居づらくなった俺おれは、部室の戸を音がしないように静かに開いた。










　ちょっと自じ販はん機きまでのつもりが、思いのほか時間を食ってしまった。部室棟とう外の自じ販はん機きの前で、担任に呼び止められたのだ。一人暮らしのこちらを気に留とどめてくれていたらしい。それ自体はありがたかったのだが……。おかげで戻もどる頃ころには、すっかり買ったジュースが温ぬるくなっていた。

　急いで部室に戻もどると、既すでに明あ来きと桃もも瀬せも来ていた。

　だが、なぜか、二人の表情から疲ひ労ろうが感じられた。

「遅おくれてごめん」

「いいえ。大だい丈じよう夫ぶですよ。そもそも遅おくれたのはこちらですし」

「あ、ああ気にするな……」

「どうした？　なんか疲つかれてないか？」

　俺おれの問いかけに、なぜか桃もも瀬せは一いつ瞬しゆんだけ視線を藤ふじ代しろに送った。

「うん？　なんかあった？　明あ来き」

「いいえ。なにもありませんよ」

「ならいいけど……」

　不思議な空気だ……。

　俺おれは三人の顔を注意深く見つめた。

　明あ来きは爽さわやかな笑えみを浮うかべている。まあこれはいつものことだ。

　桃もも瀬せはなぜか口をもごもごさせている。拾い食いでもしたのだろうか。

　藤ふじ代しろは気まずそうな顔をしていた。え、なにかやらかしたのか……？

「本当になにもなかったんだよな？　明あ来き」

「はい。なにも……。それよりもパソコンの状態はどうでしたでしょうか？　なにぶん、急でしたので動作確かく認にんはできずじまいで」

「大だい丈じよう夫ぶそうだったけど……。てか、どこからこれだけの数のパソコンを？」

「いえ、昔、バイトのようなことをしていて金銭的に余よ裕ゆうがあったときに、購こう入にゆうしておいたものです。気にしないでください」

「気にするなって言っても……。大だい丈じよう夫ぶなのか？　この棟とうは人の出入りが少ないし、盗ぬすまれる心配もあるだろ？」

「もちろん対策はしていますよ。盗とう難なん以外でもいたずらをされたら困りますからね」

「なあなあ、早くゲームしよう。先せん輩ぱい」

　桃もも瀬せは異様なほどに、目からワクワク感を放っていた。

　さっきまで疲ひ労ろう困こん憊ぱいだったのに現金な奴やつだ。

「先せん輩ぱいってお前な[image: ～][image: ～]」

　などと、言ってはいるものの、悪い気はしないもんだ。

「さっさ早く、先せん輩ぱい」

　いつになく凜り々りしい瞳ひとみをしている桃もも瀬せ。なぜか口元が緩ゆるんでいた。

「……なんか企たくらんでいるのか？」

「な、邪じや推すいはやめてくれ！　わたしは目上の人間を敬っているだけだ」

　言われてみればそうだよな。

　今いま更さらながら、桃もも瀬せはもう中学二年生だ。まだ大した活動はしてないけど、部活に入り上下関係を意識し始めたのかもしれない。もう、中二病娘むすめと呼ぶのはやめておこう。

　どうも最近いろいろとあったせいで、疑いやすくなってしまったようだ。これからは清き心で生きていこう。

　俺おれは、再び藤ふじ代しろの隣となりに座すわろうとする。が、気付いてしまった。

　藤ふじ代しろの席の隣となり……おそらく俺おれが座すわるを想定していたであろう座席のモニターに、珍ちん妙みようなものが映し出されていた。

「──！」

　目の前のモニターには　上半身裸はだかのキャラクターが映し出されている。

　しかもどことなく俺おれに似ている。

　キャラクター名は《変態ロリコンクズ野や郎ろう》。

　俺おれは正面に座すわる中学生に目をやる。

　ニヤニヤ顔だった桃もも瀬せは、目を逸そらして口笛を吹ふき始めた。

「おい、中二病娘むすめ」

「な、なんだ？　言っておくが、違ちがうからな。《変態ロリコンクズ野や郎ろう》なんてわたしは作ってないからな」

「そうか。そうだよね。お前がそんなことするわけないよな」

　俺おれは笑え顔がおで言った。

「う、うん。も、もちろん」

　桃もも瀬せは震ふるえ声で答えた。

「…………………………………………………って、信じるわけねえだろおおおおおおおお！」

　俺おれは叫さけびながら、桃もも瀬せの両方のコメカミに怒いかりのグリグリ攻こう撃げきを開始した。

　部室の空気が変な感じだったのは、こいつのせいだったか。

「どこにわたしがしたという証しよう拠こがあるんだ！」

「こんなくだらないことをするのはお前くらいなんだよおおおおお！」

「ひいいい！　ごめんないいい！　もうしないから許してええ！」

　部室で、桃もも瀬せの懺ざん悔げがこだましたのだった。










　数分後。

「いいのか？」

　藤ふじ代しろは心配そうな面おも持もちで、両手で頭を抱かかえ「いたたた」と嘆なげく桃もも瀬せを指差した。

「大だい丈じよう夫ぶだろ」

「大だい丈じよう夫ぶじゃない！　年下の女の子なんだから、もっと大事に扱あつかえ！」

「元気じゃん……」

「あっ、……いたたたた」

　桃もも瀬せはこちらをチラ見する。そして、再び「いたたたた」と痛がる素そ振ぶりをする。

「うん。やっぱり大だい丈じよう夫ぶそうだな」

「心配しろー！」

　という、中学生の主張を無視して俺おれは話を進める。

「チュートリアルは終わったのか？」

「チュー……トリアル？」

「えっと、ゲームの序じよ盤ばんに遊び方やルールや操作方法を物語に沿って教えてくれなかったか？」

「あ、ああ、ああ。あれか……」

　藤ふじ代しろは気まずそうに視線を逸そらした。

「それなら先さき程ほど、僕ぼくと桃もも瀬せさんがお手伝いさせていただきました。そうですよね、藤ふじ代しろさん」

「えっ、う、うん」

「うん？　……そうか」

　明あ来きと桃もも瀬せが居てもらえるのは、俺おれの負担軽減に繫つながってラッキーだったかも。藤ふじ代しろにゲームを教える時間が減れば、それは同時に俺おれがゲームに関わる時間の削さく減げんに繫つながる。

「明あ来きと桃もも瀬せもチュートリアルは済ませたのか？」

「僕ぼくは終わりましたよ」

「桃もも瀬せは？」

「アカウント持ってる。いつも使っているキャラでやるから」

「なるほどな」

　となると、桃もも瀬せは高レベルのキャラクターを使用するってことか。これはありがたい。いくら藤ふじ代しろのスペックが高くても、ゲーム慣れしていないから多少もたつくだろう。一人でもレベルの高いキャラがいると心強い。

「では修しゆう司じもゲームの準備を」

「いや、今回俺おれは、藤ふじ代しろに教えるのに徹てつしたいから、キャラは作らないでおくよ」

「やりながらでも教えられるのではないですか？　なので、藤ふじ代しろさんの隣となりの席を空けておいたのですが」

　明あ来きの問いかけに俺おれは丁てい寧ねいに説明する。

「藤ふじ代しろは昨日のＢＬが初めて触さわったゲームなんだよ。だから俺おれは教えるのに集中したいんだ」

　明あ来きは残念そうな、だがどこか納なつ得とくしたような表情をした。

　逆に、桃もも瀬せは晴れない面おも持もちで勢いよく立ち上がった。

「なっ！　どうしてだ！　せっかくキャラまで作ったのに！」

「こんなキャラ使えるわけないだろ！　自分で使え！」

「そんな変な名前使えるわけないだろ……。なにを言っているんだ？」

「おい、名付け親！」

「年下に親とはどういうつもりだ？　バブミを感じておぎゃったのか？」

「バブミ？　おぎゃる？　それはどういうものなんだ？」

　藤ふじ代しろは不思議そうな声で尋たずねた。

「ああ[image: ～][image: ～]！　そんな言葉は知らなくていいから。桃もも瀬せも変なネットスラングを使うな！　それとお前のどこに母性があるんだよ」

「母性？　……なにそれ……？」

「バブミとかおぎゃるのことを言っているんだよ」

「え？　バブミとおぎゃるって母性と関係あんの!?　年下を親のように敬いたいって意味じゃないの？」

「違ちがう！　知ったかで使うな！　と、とにかく、今日、俺おれはやらない。もう、決めたんだ」

　そう断言すると、桃もも瀬せは歯を食いしばって着席した。

「まあいいさ。また貴様とやる機会はあるだろうからな」

　昔のゲーム仲間である桃もも瀬せと一いつ緒しよにプレイをしてしまったら、ゲーセンのときの感覚になりかねない。俺おれはやっぱりゲームをする気にはまだなれないんだ。

　そうか、桃もも瀬せがいるってことは、一番最初に考えてた通り、ゲームにくわしい仲間はできたわけだ。明あ来きにはまた名義貸しだけに戻もどってしまってすまないが、今後は少しずつここに来る回数を減らしていけば……。

「坂さか木き……？」

　藤ふじ代しろが隣となりからこちらを見ていた。

　今の姑こ息そくな考えを読まれた気がして、俺おれははっと息を飲んだ。そして、ごまかすように声を張って話を続ける。

「とりあえず、みんなの種族と職業の確かく認にんをしよう。えっと、藤ふじ代しろのキャラの種族は人間で職業はランサーだったよな」

「うむ。そうだ」

　『オールファイター』では人間はバランスがとれた種族だ。ランサーは高い耐たい久きゆう力と攻こう撃げき力を持っている。前線で戦いながら、ときには仲間を守る役割を担になっている。

「ゲーム内の名前はどうしたの？」

「プリカにした。姫ひめ佳かの姫ひめに、佳か」

　いや、そんな満足げに言われても……。

「……捻ひねったかのか、捻ひねってないのかよくわからない名前にしたんだな」

「な、そんなことないだろ」

　言われて少し恥はずかしくなったのか、もじもじし始めた藤ふじ代しろを尻しり目めに、俺おれは桃もも瀬せに話を振ふる。

「えっと、桃もも瀬せは？　自分で使ってたやつって……？」

「ふん。忘れたのか。まあ、そうだろうな。わたしの目覚ましい活かつ躍やくは、貴様にとって悪夢だったのだから忘れたくて当然だな。ふふふ。仕方ないことさ。しかし、」

「御ご託たくはいいから、早く言ってくれ」

「なんだよ！　最後まで言わせろよ！　小人でガンナーだよ。バカヤロー」

　ガンナーはその名の通り、銃じゆう器きを使って戦う職業だ。遠えん距きよ離りからの狙そ撃げきを得意としている。使う武器によって多種多様な攻こう撃げきができる。

　小人──ハーフリングは小こ柄がらな体格で、小回りが利きく種族だ。その代わり力は弱く、大きな武器はあまり装備できない。

「明あ来きは？」

「僕ぼくはエルフでホワイトウィザードです」

　エルフは魔ま力りよくと素す早ばやさの数値が高い種族だ。そのため弓を使うアーチャーかウィザード系の職業を選ぶのがベターだろう。

　ホワイトウィザードは、その名のイメージ通り、回復系や補助系の魔ま法ほうが得意な職種だ。仲間にいるとありがたいが、攻こう撃げき力や防ぼう御ぎよ力が低いのでソロで育てるのは他より難しい。また、ウィザード系全ぜん般ぱんに言えることだが、呪じゆ文もんの特性を覚えなければならないため、初心者にはオススメできない職業でもある。

「明あ来き、『オールファイター』やってたことあるのか？」

「ええ。まあ少しだけですが」

　明あ来きはそう言うと、なにやらキーボードを叩たたき始めた。おそらく初期魔ま法ほうのマクロを登録しているのだろう。

　この具合なら大だい丈じよう夫ぶそうだな。

「一応、バランスのとれたパーティーにはなっているし。じゃあ、始めてみようぜ」

「ちょっと待ってほしい。提案があるんだ。ゲーム中はゲーム内のキャラの名前で呼び合うのはどうだろうか？」

「それは流石さすがに恥はずかしいからやめたほうがいいんじゃないか？」

　切なそうに見つめてくる藤ふじ代しろ。

「わたしはキャラ名で呼び合ってもいいと思う」

　桃もも瀬せの賛同にうれしそうに目を輝かがやかせる藤ふじ代しろ。

「な、なんでだよ？」

「ネトゲでは普ふ通つうのことだからな」

　たしかにゲーマーにとってはキャラ名で呼ぶのは普ふ通つうのことかもしれない。でも明あ来きは違ちがうはず。

「僕ぼくもキャラ名で呼び合うのは賛成です」

「え!?　恥はずかしくないのか？」

「ええ。それにそっちのほうがなんだかおもしろいじゃないですか」

　やっぱり、一いつ緒しよにやらなくてよかった。キャラ名で呼び合うとかそれこそネトゲをやっていたときの感覚に戻もどりやすくなる。

「それでは始めましょう」

　その声を合図に俺おれは藤ふじ代しろの後ろに回り、彼かの女じよのパソコンの画面に集中する。

　現在のパーティメンバーを確かく認にんすると、デイジー（桃もも瀬せ）とプリカ（藤ふじ代しろ）とオータム（明あ来き）の名前が表示されている。

　パーティーを組むと様々な利点がある。たとえば、各メンバーのステータスが画面に表示され、体力や魔ま法ほう力にどのくらいの余よ裕ゆうがあるか判断しやすくなるし、今回は声で直接話せるが、チャットでの連れん携けいも取りやすくなる。また今回のように高レベルの者がいれば、強いモンスターとの戦せん闘とうになったとき大きな助けになる。

　それとゲーム内の地図にメンバーの位置情報が加わる。メンバーと合流するときにとても便利だ。

　プリカは手に持つランスを振ふり回まわしていた。彼かの女じよが身に纏まとう鎧よろいと手に持つランスと盾たては白銀に輝かがやいている。

　オータムは全身を覆おおうほどの純白のローブを身に纏まとっている。手には先せん端たんに丸い水すい晶しようが付いている杖つえを持っていた。

「二人ともその装備どうしたんだ？　高いクエストやダンジョンをやらないと手に入らない装備品じゃないか」

「桃もも……デイジーさんにいただきました」

　デイジーは小さな背中にライフルを背負っていた。ホルスターには二丁の拳けん銃じゆうが備え付けられているのがわかった。

「貴様もほしくなったのか？　いいぞ。今すぐやるならいくらでも分けてやろう」

「いや、遠えん慮りよします」

　なにがなんでも俺おれにゲームをやらせたいらしい。ほんと、曲がりなりにも昨日桃もも瀬せにゲームをしているところを発見されたのは痛かった。あの一件のせいで、どんなにゲーム断だちをしていると言っても、説得力がなくなってしまっている。

　俺おれが苦く悩のうしていると、明あ来きが尋たずねてくる。

「これからどうしますか？」

「とりあえず、ダンジョンに向かってみるか」

「ダンジョン!?　迷めい宮きゆうか!?」

　藤ふじ代しろが歓かん喜きの声を出した。

「あっ、話の腰こしを折ってしまってすまない。話を続けてくれ」

「いきなりだな坂さか木き。なんでダンジョンなんだ？」

「桃もも瀬せもわかってくれると思うが、ストーリーに沿ってプレイするよりも、ダンジョンで実戦を積ませたほうが藤ふじ代しろの操作技術が上がって効率的だと思うんだ。ストーリーだけなら自分でも進められるだろうし。なにより、明あ来きと桃もも瀬せは経験者だから、ストーリーの最初から付き合ってもつまらないだろう」

「……うん。そうだな。わたしもそれがいいと思う」

　桃もも瀬せは俺おれの説明に納なつ得とくしてくれたようだ。

「……そうですね。ダンジョンに行きましょう」

　明あ来きの了りよう解かいも得られた。が、なんか二人の返事の前に妙みような間があった気がしたんだが……気のせいだろうか？

「藤ふじ代しろもそれでいいか？」

「もちろんです　早く始めよう」

　藤ふじ代しろ、うれしそうだな……。

「じゃあ、桃もも瀬せ、移動してくれ」

「わかった」

　桃もも瀬せのキャラが両手を天に掲かかげた。彼かの女じよを中心として地面に紋もん章しようが描えがかれる。

　次の瞬しゆん間かん、三人のキャラが光に包まれ、上空へと飛とび交かった。

「か、かっこいい……」

　藤ふじ代しろは溜ため息いき交じりに言った。

「今のはテレポーテーションっていう移動アビリティだ。使用するプレイヤーが一度でも行った場所なら瞬しゆん時じに移動できるんだ」

「アビリティって、レベルを上げると使えるようになるんだよな？　じゃあ、いつかわたしもできるようになるか？」

「ああ、そうなる」

　そんな会話をしながら俺おれは転送先を観察する。

　周囲のフィールドは砂さ漠ばく地帯だ。風が吹ふけば、砂すな埃ぼこりが舞まって景気を黄色く染める。

　そして、その黄色い砂山に埋うもれるようにして神しん殿でんがそびえていた。大理石のような白い石材で建てられており、正面入り口の両サイドには竜りゆうの石像が置かれている。

「さあ、行きましょうか」

「ぶち抜ぬいてやる」

　経験者二人のキャラクターが神しん殿でんへと歩みを進める中……。

「藤ふじ代しろ、どこ行くんだよ？　そっちは逆だぞ」

「あれ？　すまん。すまん」

　そう言ってはいるものの、藤ふじ代しろのキャラ──プリカはさらに離はなれていく。このままだとこの神しん殿でんに来るまでの、街かい道どうマップのほうに行ってしまう。

「わ、わたしはどこに向かっているんだ？」

「……こっちが聞きたいくらいだ」

「助けてくれ」

　藤ふじ代しろはパソコンから目を離はなして、涙なみだ目めで俺おれを見つめてきた。

　まあ、初めてのＭＭＯＲＰＧだ。そんなすぐにうまく操作できるもんじゃないよな。

「ゆっくりでいいから。みんなのところに合流しよう。マウスでクリックした先に移動するから、それを二人に向けるんだ」

「わ、わかった」

　そう返事して彼かの女じよは、マウスとキーボードを一度眺ながめて確かく認にんしたあと、モニタに目を戻もどした。

　プリカはおぼつかない様子でゆっくりと二人の元に歩む。その動きは、まるで酔よっ払ぱらいのようにふらふらしていた。

　二人との合流に成功すると、藤ふじ代しろは再び俺おれの顔を窺うかがい見た。

　とてもうれしそうに笑いかけてらっしゃる……。いや、いや、別にまだ喜ぶようなことはなにもしてないんだけど……。モニタの向こうで、桃もも瀬せと明あ来きがアイコンタクトするのが見える。おや、なんだか嫌いやな予感がしてきたぞ……？

　やっとこさ、三人は建造物の中へと入った。壁かべに松明たいまつの火が灯ともされていて、ダンジョン内とはいえ明るい。どうやら、近くにはモンスターもいないようだ。

　初心者混じりのパーティでもいけるランクなのだろうが、俺おれも初めて見るダンジョンだ。ひょっとしたらあとからアップデートで実装されたものなのかもしれない。

　相変わらずプリカの足取りはふらふらで、進行速度も極きわめて遅おそい。

　藤ふじ代しろを気にしてなにも言わないが、モニタの向こうの二人から若じやつ干かんのマイナスオーラを感じる……。

「あっ！　宝箱があるぞ」

　そのとき、藤ふじ代しろは興奮した面おも持もちで声を発した。

「別に取っていいんじゃないか？　かまわないよな？　明あ来き、桃もも瀬せ」

「僕ぼくは大だい丈じよう夫ぶですよ」

「わたしもいいよ」

「だとよ」

「うむ」

　プリカは走り出した。再び逆方向に……。

「いや、いや、いや、いや。落ち着け。焦あせらなくていいから」

「うっ。わかった」

　プリカはゆっくりと歩んでいた。いくらなんでもそろそろ移動の操作には慣れてきていいはずなんだが……。

　そんなことを考えているあいだに、彼かの女じよは宝箱に辿たどり着ついた。宝箱を開けようと、キーボードを触さわった瞬しゆん間かんだった。

「うわっ」

　宝箱が突とつ然ぜん開き、彼かの女じよに襲おそいかかった。

　どうやら、モンスターが宝箱のふりをしていたようだ。ありがちなトラップだ。

　移動すらおぼつかないプリカは回かい避ひや防ぼう御ぎよなどできるわけもなく、右上のＨＰバーをずるずる減らしていく。

「あ、あ、あ！　まずい！　どうする坂さか木き!?」

「藤ふじ代しろ、まずは敵から離はなれろ！　明あ来き、悪いけど藤ふじ代しろの回復をお願いできるか？」

　って、距きよ離りを離はなすどころか、また操作ミスで敵に向かっていってるし……。

「防ぼう御ぎよ、防ぼう御ぎよするんだ！」

「お、おう！」

　手をモニタに向ける藤ふじ代しろ。

「リアルでガードしても無理だって！」

　それでも最初に選んだのが初心者向けの職種だったからかなんとか攻こう撃げきを耐たえ伸のびる。明あ来きのキャラが杖つえを振ふるうと、ＨＰは全回復した。

　次の瞬しゆん間かん、宝箱のモンスターは黄色い閃せん光こうに貫つらぬかれ、爆ばく発はつ。

　閃せん光こうがやってきた方向に視線を向けると、桃もも瀬せのキャラが銃じゆうを構えている。

「ぶち抜ぬいてやった」

　彼かの女じよはカッコつけて言ったあと、

「キマッター」

　と、喜びの声を上げた。

「た、宝に偽ぎ装そうする輩やからもいるのか。今のは驚おどろいたな……」

　藤ふじ代しろは安あん堵どの声を漏もらした。同時にやや明あ来きのため息に近い息も聞こえる。

　本当に大だい丈じよう夫ぶなのか……？　いや、俺おれはなにを心配しているんだ。彼かの女じよはリアルではなんでもできる超ちよう人じん的能力を持った人物だ。なにも不安がる必要はない。そのうちゲームでも実力を存分に発揮してくれるはず。

　それに、熟練者の桃もも瀬せがいればゲームオーバーになることはないだろう。明あ来きだってこのゲームの経験者のようだし。俺おれは気軽に見守っていればいいんだ。

「ほら、さっさと行くぞ」

　その桃もも瀬せの声に押おされるように、パーティメンバーはダンジョンの奥おくへと進む。




　──一時間後。




「違ちがう！　そこじゃない！　明あ来き、藤ふじ代しろの回復をしてくれ！」

「了りよう解かいしました！」

「ああ！　ダメ！　その宝箱は罠わなだから！　さっき開けただろ！　桃もも瀬せ、そのモンスター倒たおして！」

「任せろ！　ぶち抜ぬく！」

「あっ！　藤ふじ代しろ、二人を置いて先に行っちゃダメだ！　また迷って探してもらうことになるから。あっ、明あ来きのＭＰがやばい。明あ来きに回復薬を！　違ちがう！　それはモンスターだから！」
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　な、なんでこんなことに……。

　かれこれ、俺おれ達たちは三人がかりで藤ふじ代しろに姫ひめプレイをしていた。

　喉のどがかれそうだ。目も疲つかれてきた。てか、な、なんでゲームやってないのに、俺おれはこんな疲ひ労ろうしているんだ？

「藤ふじ代しろ、一応聞くけど、パソコンに不具合とかないよな？」

「たぶん、大だい丈じよう夫ぶだと思うけど……」

「じゃあ体調でも悪いのか？　攻こう撃げきや防ぼう御ぎよがうまくできていないみたいなんだけど」

「え!?　当たってなかったのか？」

「気付いてなかったのかよ……」

　いや、いや、藤ふじ代しろ姫ひめ佳かだぞ。攻こう撃げきも当てられなきゃ、サポートもできない。そんなわけないだろう。

「今はちょっと緊きん張ちようしているだけなんだよな？　チュートリアルはちゃんとやったんだろ？」

　他の二人に視線を投げると、

「大変申し上げにくいのですが、チュートリアルは僕ぼくとデイジーさんが手伝って、その……」

　明あ来きが気まずそうに言うと、桃もも瀬せが割わり込こんでくる。

「手伝ったっていうよりもほとんどやったんだけど」

「ほんとんどやった？　そんなことしたら、操作方法とか学べないじゃないか！」

「手こずっておられましたので、つい……」

　明あ来きは言葉を吟ぎん味みするように言った。

「少々どころじゃなかったぞ。貴様がいないあいだすごく苦労したんだから。チュートリアルで挫ざ折せつしかける人間を初めて見たよ」

　桃もも瀬せは微み塵じんも遠えん慮りよなく言った。

　俺おれは部室に戻もどったときのことを思い出す。そしてあの微び妙みような空気も。

　信じられない。あの藤ふじ代しろが……。ゲームが下手だなんて……。

　しかし、現実が事実だと物語っている。

「次こそは名めい誉よ挽ばん回かいしてみせる。早く次に行こう」

　そしておそろしいことに、俺おれ達たち三人は疲ひ労ろう困こん憊ぱいなのに藤ふじ代しろは元気なのだ。

「桃もも瀬せ、このダンジョンってあとどれくらいあるんだ？」

「次で最さい奥おく地だ。そこでボスと戦う」

「そ、そっか。やっとか……。てか、こんな隅すみ々ずみまで探たん索さくする必要あったのか？」

「戯たわ言ごとを言うな！　ダンジョンに挑いどんだから余すことなく探たん索さくするのがゲーマーの義務だろう！」

「そんな義務知らないし……」

　しかし長かった。なんて長い旅だったんだ……。

　ダンジョンの奥おく地ちには、ドームのような半球型の空間が広がっていた。経験則だが、おそらくこの空間に一歩でも足を踏ふみ入いれるか、中心地に行くとダンジョンの主が現れるだろう。

「ちょっといいか？」

「どうした？　桃もも瀬せ」

「ここではわたしは弱い装備でやろうと思う」

「なんで!?」

「普ふ段だん使っている装備だと、すぐに倒たおせてしまうと思うんだ。それではつまらないだろ」

「つまらないって……」

「そうですね。そのほうが藤ふじ代しろさんのためにもなるでしょう」

　明あ来きも桃もも瀬せの意見に同意した。

「二人ともありがとう！」

　むちゃくちゃ疲つかれているはずなのに、二人は藤ふじ代しろにしっかり付き合ってくれる二人。ほんと、いい奴やつらだな。とはいえ、それでは長期戦を覚かく悟ごしなければならない。少しでも二人の不安が解消できるように、俺おれがしっかりナビするとしよう。

「藤ふじ代しろ、気を付けて進んでくれ」

「うむ」

　藤ふじ代しろは周囲を注意深く観察しながら進んだ。相変わらず、足あし下もとが頼たよりない。現実の世界だったら、何度か転んでいるだろう。よたよたと、プリカが中央部に辿たどり着ついたときだった。突とつ然ぜん、一いつ瞬しゆん画面が暗転すると、大きな一つ目巨きよ人じんが出現していた。全身が青あお紫むらさきに染まり、大きなこん棒を手にしている。

　サイクロプスか……。

　最初に動いたのは桃もも瀬せだった。彼かの女じよのキャラクターは、サイクロプスの攻こう撃げき範はん囲いと思われる場所まで一気に接近した。これで行動パターンを探さぐるつもりなのだろう。最初のサイクロプス攻こう撃げきは、こん棒を横に振ふり回まわすというもの。それを彼かの女じよはしゃがんで回かい避ひする。

　得え物ものが振ふるわれるたび、風圧の音が聞こえた。良く作られたゲームだ。

　桃もも瀬せのキャラは体勢を整えて、今度はサイクロプスの周りを旋せん回かいするように立ち回る。すると、次は全体重をかけたこん棒の振ふり下ろし攻こう撃げきが来た。桃もも瀬せはその攻こう撃げきさえもいとも簡単に回かい避ひした。地面を殴なぐりつけたこん棒ぼうが、重く鈍にぶい音と共に地じ響ひびきを起こす。

　どうやら、こん棒以外の攻こう撃げき手段はないようだ。しかも、動きは速くない。警けい戒かいを怠おこたらなければ当たらないだろう。

　次に動いたのは明あ来きだった。彼かれは巧たくみに杖つえで一いち撃げき、二に撃げき、三さん撃げき、とサイクロプスに打だ撃げきを与あたえていく。しかし、サイクロプスのＨＰはあまり削けずれていなかった。明あ来きのキャラの攻こう撃げき力は職業と種族的にも低い。桃もも瀬せも遠くから援えん護ご射しや撃げきをしてくれているが、それほどダメージを与あたえていなかった。なぜウィザードなのに無理に前に出たのか。……あ、そうか、この中で前衛職は藤ふじ代しろだけだ。二人とも、彼かの女じよに戦い方を見せようとしているんだ。

「藤ふじ代しろ！　二人の動きと、敵の動きをよく見るんだ」

「あ、ああ……！」

　明あ来きのキャラの五ご撃げき目めの攻こう撃げき後にサイクロプスの腕うでが上がり、こん棒を横に振ふり回まわしてきた。

　最初に繰くり出だしてきたのと同じ攻こう撃げきだ。

「藤ふじ代しろしゃがめ！」

「んっ！」

　遅おそかった。そう思ったが、藤ふじ代しろは操作を過あやまたず、こん棒を避さけていた。

　今のは、完全に当たったと思った。ゲームをやっていた全ぜん盛せい期きの自分でもあの瞬しゆん間かんに回かい避ひ仕切れたかは微び妙みようだ。彼かの女じよの持ち前の反射神経が生きたのだろう。

「できた……！」

　藤ふじ代しろは笑えみを浮うかべ俺おれに顔を向けてきた。

「危ない！」

　藤ふじ代しろがこちらに気をとられているあいだに、サイクロプスが攻こう撃げきを仕し掛かけてきたのだ。咄とつ嗟さに俺おれは彼かの女じよの手を握にぎる形でマウスを動かして回かい避ひした。

「よそ見しちゃだめだろ」

「え？　あ、うん。ありがとう」

　驚おどろいた様子で藤ふじ代しろは俺おれを見つめていた。

　ハッと気付き俺おれは彼かの女じよの手から自分の手をどかす。

「ご、ごめん」

「あ、い、いや、大だい丈じよう夫ぶだ」

　俺おれは仕切り直すため、藤ふじ代しろに声をかける。

「とりあえず、サイクロプスに攻こう撃げきをしよう。相手の体力を削けずらないと、ボスには勝てない。この手のゲームの常識だ」

「わかった！」

　藤ふじ代しろはキャラを操作して、サイクロプスに接近した。

　あっ。さっきよりも足取りがちゃんとしている。少しはうまくなっているようだ。

　サイクロプスは完全によそ見をしている。まだぎこちないながらも、藤ふじ代しろは少しずつ、的確に攻こう撃げきを当てていく。さっき明あ来きが見せた戦い方だ。

　ここへきて、覚かく醒せいし始めたんだ。藤ふじ代しろの中の『ゲーム力』が。

　俺おれは期待とともに、ある提案を告げた。

「サイクロプスがこん棒を振ふり下ろして、持ち上げる前に攻こう撃げきできるか？」

「わからない……。どうしてだ？」

「一つ目巨きよ人じんであるサイクロプスの弱点は、おそらく目だ。こん棒ぼうの振ふり下ろし攻こう撃げきのとき、あいつの体勢が一段階低くなる。そこが、攻こう撃げきチャンスになってるはずだ」

「そんなタイミングよく……わたしにできるかな……」

「サポートはわたし達たちがやる」

　そう言ったのは桃もも瀬せだった。

「僕ぼくもお手伝いしますよ」

　続けて明あ来きも言葉をかけてくれた。

「仲間もこう言ってくれてる。やれるさ」

「わかった。やってみる。でも……坂さか木き、君にも一つお願いがある」

「え……？」

　プレイしていない、俺おれに？　どういうことだ。

「どのタイミングで仕し掛かけていいかまだ自信がない。だから、そのタイミングになったら、わたしの肩かたを叩たたいてくれないか？」

　それは間接的に、ゲームをすることになってしまう。俺おれが一いつ瞬しゆん戸と惑まどうようにすると、藤ふじ代しろはさっきの俺おれの教えを守り、目線をモニタからはずさずに続ける。

「初めてのゲームだ。みんなで勝ちたい」

　折れないわけにはいかなかった。

　真しん剣けんな眼まな差ざしでそう言われたら。

　目の前のゲームを心底楽しんでいるその表情で言われたら。

　藤ふじ代しろには、動画の俺おれがこんなふうに見えていたのかもしれない。そんなことを勝手に思いながら、いつの間にか口にしていた。

「……わかった。それくらいなら手伝わせてもらうよ」

　画面に目を向けると、桃もも瀬せはサイクロプスの周りを動いて、振ふり下ろし攻こう撃げきを誘さそっていた。赤いエフェクトとともに、明あ来きから「攻こう撃げき力強化」のバフが飛んでくる。

　藤ふじ代しろは一いつ瞬しゆん驚おどろいたが、画面に表示された剣けんのマークと「[image: ←]」のアイコンで、意味を察したようだった。

　そのときだった。

　サイクロプスがこん棒を振ふり上あげた。

　ここだ！

　俺おれは藤ふじ代しろの肩かたを叩たたいた。

　が、しまった！　ちょっと早過ぎた！

　これでは、こん棒に接せつ触しよくしてしまう……。しかし、俺おれのそんな心配をよそに藤ふじ代しろは一拍のズレを整えて、こん棒ぼうを回かい避ひしきった。

　やっぱり、反応速度は相当なものだ。

「そのまま行けぇ！」

「ああ！」

　藤ふじ代しろの放ったランス攻こう撃げきは、見事サイクロプスの眼中に直ちよく撃げきした。

　グアアアアア！

　声のような、合成効果音のような悲鳴がこだました後。

　サイクロプスのＨＰはゼロになった。










　夕ゆう闇やみが深くなってきた頃ころ。部活棟とうから出て、俺おれは校庭を歩いていた。

　陸上部や野球部などの運動部の部員が練習のシメなのかランニングで通り過ぎていく。表情は疲ひ労ろう感が見えるものの、その顔は満足そうだった。

　ゲームをしていたときの藤ふじ代しろの姿と重なった。

　一年、二年と同じクラスだったので、それなりに藤ふじ代しろの姿は目にしていた。でも学校であんな楽しそうにしているところは見たことがない。

「坂さか木き！」

　振ふり返かえると、その藤ふじ代しろが手を振ふり、駆かけ寄よってきた。

　咄とつ嗟さに、視線を巡めぐらせた。

　誰だれも気付いていない。

　田た辺なべ先せん輩ぱいもいない。

　遠とお野のもいない。

　俺おれはホッと胸を撫なで下おろす。

「ふう。追い付いた」

「お。生徒会の仕事は終わったのか？」

「うむ。急な呼び出しだったが思いのほか早く片付いたよ。そういえば、他の二人はどうしたんだ？」

「明あ来きは、なんか一いつ生しよう懸けん命めいパソコンを弄いじっていたぞ。桃もも瀬せはゲーセン行くとか言って、藤ふじ代しろが行ったあと、すぐに飛び出していっちまったよ」

「おお。いいなゲーセン！」

　藤ふじ代しろはうらやましそうに目を輝かがやかせた。

「さっきゲームしたばかりだろ？」

「そんなの関係ないだろ。やりたいものはやりたいんだ」

「すごいな……。藤ふじ代しろはこれからもあの部でゲームをするつもりなのか？」

「もちろんだ！　今回は足を引っ張ってしまったが、いつかはわたしがゲームでみんなを助けるんだ」

「不思議な奴やつだな。普ふ通つう、失敗したらつまらなくなるような気がするけど」

「失敗するからおもしろいんだよ」

「俺おれには理解できないな。藤ふじ代しろは普ふ段だん失敗しないから、新しん鮮せんに感じているだけじゃないのか？」

「君はわたしをだいぶ過大評価しているみたいだな……。失敗することくらいあるよ……」

　藤ふじ代しろは黄昏たそがれるように、夜空を見上げた。

　薄うすい雲が広がっていて、あいにく星は見えなかった。だからなのか、彼かの女じよの横顔はさみしそうだった。

「坂さか木き、現実ではテストや進路とか失敗できないことが多いと思わないか？」

　そんなことは……と言いかけてやめた。俺おれは藤ふじ代しろの家庭環かん境きようを。そして、学校のみんなからの期待と羨せん望ぼうの視線を受けていることを知っている。彼かの女じよは、いつもそのプレッシャーの中で努力してきていたんだ。

「でもさ、ゲームでは失敗できる。今回は助けてくれる仲間もいた。ここまで気持ちよく失敗できたのは初めてなんだ。だから楽しいんだ」

　藤ふじ代しろはそう発言して、頰ほおを緩ゆるませた。反射的に彼かの女じよから目線をはずした。

「こんなこと言うとまた困らせてしまうだろうけど……。いつか、君ともゲームしたいな」

「いつかか……。どうだろうな……」

　完全な否定ができなかった。なにかが自分の中で引ひっ掛かかって、拒こばめなかったのだ。

　俺おれは……。ゲームのことをどう思っているんだ……。

　昔の弱い自分を思い出すからゲームはもう嫌いやだった。でも、今日サイクロプスを倒たおすときの藤ふじ代しろを見て、同時にこうも思った。

　ああ、いいなって。

　それは、もう間ま違ちがいのない俺おれの中の思いだった。

「坂さか木き、見てくれ！　月が出たぞ」

　天を仰あおぐと、藤ふじ代しろの言った通り、綺き麗れいな満月が雲の中から出てきていた。

「綺き麗れいだな」

　俺おれはその月を眺ながめながら、もうしばらく藤ふじ代しろに付き合うことに決めていた。

　彼かの女じよと行動していれば、ゲームに対してのわだかまりを消すことができるかもしれないと思ったのだ。











フォースステージ






「今日、コンピューター部はあるの？」

　腕うでを組んだ遠とお野のが高圧的な口調で尋たずねてきた。

　放課後、話したいことがあるからと呼び出されたのだ。

　来てみれば、二者面談をするかのように椅い子すと机を二つ向き合わせて並べられていた。そして、俺おれは遠とお野のと対面する形で座すわらされたのだった。話したいこと、なんてもんじゃない。これはほとんど取り調べだ。

「急になんだよ？」

「いいから答えて」

「今日はないぞ。みんな予定があるみたいだからな」

「そう、ヒメがあんたのいる部活に入ったってほんと？」

　ついに、遠とお野のの耳にも入ったのか。

　どうせ誤ご魔ま化かしても、すぐわかることだ。素す直なおに答えておくか。

「本当だけど」

「……そう」

　意外にも冷静な反応だった。

　遠とお野のは俺おれに対して良い印象を持っていない。いきなり激げき昂こうして、また胸むな倉ぐらを摑つかんでくると思っていた。

「入部した理由って、廃はい部ぶさせないためっていうのは？」

「それも本当だけど……。そんなことまで広まってるのか……」

「ヒメはみんなに注目されてるからね」

　最近は一いつ緒しよに行動する時間が多かったから、忘れかけていた。本来、藤ふじ代しろは俺おれがおいそれと交流できる人物じゃない。きっと、遠とお野のもそう思っているんだろう。俺おれは以前から彼かの女じよに敵視されている。親友の側にいてほしくないはずだ。

「俺おれになにか言いたいことがあるんじゃないのか？」

「ないけど。どうして？」

「藤ふじ代しろと同じ部活にいるから。遠とお野のは俺おれのこと嫌きらってるんだろ？　それで文句をつけにきたんじゃないのか」

　探さぐるように尋たずねると、遠とお野のはきょとん顔になった。

「たしかにあんたのこと大だい嫌きらいだけど、ヒメが選んだことだからね」

　本人を目の前にして、よくこんなはっきりと大だい嫌きらいだと言えるな。しかも、不ふ審しん者を見るような目で睨にらんでるし……。

「忙いそがしいのにクラスメイトの部活を守るために入部するなんて、やっぱりヒメはやさしいな」

　そのやさしさを見習ってほしい。

「遠とお野のの藤ふじ代しろへの信しん仰こう心もたいがいだな」

「まあね」

　皮肉のつもりで言ったのに、彼かの女じよは誇ほこらしげに胸を張った。やはり会話が通じない。

「ところで、部活でヒメになにか変わったことなかった？」

「どうしてそう思うんだ？」

「最近のヒメ楽しそうだから」

　遠とお野のはむくれっツラだった。それでも愛あい嬌きようを感じられるのは、そこにさみしさが混じっているからなのだろう。自分が知らないところで楽しいことをしているかもしれない。それが、おそらく気に食わないのだ。

「そうなのか？　気付かなかったけど」

「まあ、見るからにニブそうなあんたには、ヒメの微び妙みような変化はわからないでしょうね。笑い方が前より少し明るくなったし、回数も増えている」

　遠とお野のは誇ほこらしげにイキイキと話した。

　憶おく測そくではなく、確信しているかのようだった。

「わたしといるときは、思い当たることはなかったから、きっと一いつ緒しよにいないときに、なにかあるんだと思うの」

　なかなか鋭するどい。このぶんだと、藤ふじ代しろがゲームにハマっていることも、そのうち突つき止とめそうだ。なし崩くずし的にとはいえ、明あ来きや桃もも瀬せは既すでに、ゲーム含ふくめた理解者になってくれているはずだ。だが、彼かの女じよは両親に知られて楽しさを奪うばわれることを。そして自分を信じるクラスメイトに知られ、幻げん滅めつされてしまうことを恐おそれている。

　さっき信しん仰こう心と言ったけど、遠とお野のはまさに後者の最たる存在だろう。藤ふじ代しろ自身は、彼かの女じよのことは友人だとは思っているはずだが、だからこそ言えないこともあるだろう。

　ここは上手うまいこと、誤ご魔ま化かしてやらないとな。

「でね、恋こいとかしたんじゃないかと思ったんだけど……。なんか気付いたことない？」

　……まじか。

　うーん、またちょっと変な方向に勘かん違ちがいしてるな……。しかしこれは返答を間ま違ちがえるとかなりこじれそうだ……。俺おれは慎しん重ちように言葉を選んだ。

「それはないんじゃないか？」

「どうして言い切れるのよ？」

「遠とお野のはしょっちゅう藤ふじ代しろといるんだろ？　恋こいをしているなら、楽しそう、以外にももう少し匂におわせるようなことがあるもんじゃないか？」

　まあ、俺おれはまったくわからないけど。そういう友人を持った経験もないからな。

「う……まあ、そうね」

　とはいえ遠とお野のはなにか思うところがあったらしい。作戦成功のようだ。

「じゃあ、恋こいとかそういうのじゃないだろ」

「……それもそうね」

　どうにも不安は残るものの、少しは納なつ得とくしてくれたようだ。

　これ以上、この尋じん問もん状態が継けい続ぞくしてはたまらない。

「話は終わりか？　じゃあ、俺おれは帰るから」

「待ちなさい」

　椅い子すから腰こしを浮うかせたところで、ぴしゃりと呼び止められた。

「なんだよ」

「せっかくヒメが部活に入ってくれたんだから。そのやさしさを踏ふみにじったら許さないからね」

　睨にらみ付つけてくる遠とお野の。

　やっぱり彼かの女じよは鋭するどい。先日まで、藤ふじ代しろとゲームのことをどこかで放り出そうと思っていたのを見み透すかされたようだった。

　俺おれは、唾つばをひとつ吞のみ込こんでから答える。

「わかってるよ」










　遠とお野のの取り調べも終わり、俺おれは一人で帰っている。さっき話した通り、今日は部活もない。さて帰ってなにをしようか……。校門から出て、いつもの道を歩いて十分ほどしたところで「坂さか木き」と呼びかける声が聞こえてきた。

　振ふり返かえると藤ふじ代しろが手を振ふり、こちらに駆かけ寄よってくる。

「一いつ緒しよに帰ろう」

「生徒会はいいのか？」

「ああ、そちらも終わらせた。ミッションクリアというやつだ」

　最近覚えたゲーム的言い回しを使う藤ふじ代しろと、並んで歩く。

「そういえば、遠とお野のが心配していたぞ」

「柚ゆず希きが？」

「藤ふじ代しろがコンピューター部に入部したのを知ったらしい。てか、伝えてなかったんだな」

「うむ。なかなか話すタイミングがなくてな……。改まって話すようなことでもないし」

　言われてみればそうか。俺おれも自分からコンピューター部に入ったことをわざわざ周りには知らせていない。なにかのきっかけで聞かれたり、会話の流れで話すくらいだ。

「遠とお野のになら全部話しても大だい丈じよう夫ぶそうだけどな」

「全部？」

　俺おれは、周囲に他の生徒の影かげがないことを確かく認にんしてから続けた。

「ゲームのこと。あと、家でこっそりかわいい服でぬいぐるみ遊びをしていることとかも。たぶん、それを知ったことで遠とお野のが見方を変えたりとか、嫌きらいになったりしないんじゃないか？」

　藤ふじ代しろは眉み間けんにシワを寄せ、物思いにふけり始めた。

　家での件は余計だったかもしれない。それにそもそも、藤ふじ代しろ自身で決めればいいことだ。俺おれが介かい入にゆうすべきことじゃない。

「忘れてくれ。今のは気にしないでほしい」

「いや、君の言う通りだよ。でも、まだその勇気がないんだ……」

　また口ごもる藤ふじ代しろ。あれだけ普ふ段だん凜り々りしく振ふる舞まっているのに。

　俺おれが不思議そうな顔をしたのがわかったのか、

「この際だから、君にはしっかり言っておこう」

　藤ふじ代しろは、少し戸と惑まどいがちに、言葉を続けた。

「その……実はな、昔親友に打ち明けたことがあるんだ……。服のことやぬいぐるみのことを……だが、そのせいで」

　彼かの女じよは苦しげな表情を浮かべた。

　突とつ然ぜんの告白に俺おれはたじろいながらも、表情に出さないようにする。

「普ふ段だんのわたしとギャップがありすぎたみたいでな。ショックだったんだろう。だからこわいんだ。友達に隠かくし事ごとを話すのは……。でもな、いつかは自信を持って、ゲームのこととか、ちゃんと柚ゆず希きに話せたらいいなと思っているよ」

　気き丈じように話す彼かの女じよに、俺おれはショックを受けていた。

　藤ふじ代しろは俺おれのように過去から逃にげようとはしてない。ツラい記き憶おくなのに、ちゃんと向き合って前進しようとしている。

　対して俺おれは逃にげてばかりだ。弱かった自分を思い出さないためにゲームから逃とう避ひして、向き合おうともしていない。藤ふじ代しろとは話していると、自分のダメな部分がよくわかる。それでも、対たい峙じしない自分が笑えてくる。

　どこか最近、親近感を感じていた。だけど、やっぱり彼かの女じよと俺おれは違うのだ。

「だから坂さか木きと友達になれてよかったよ。坂さか木きはわたしのもろもろのことを知っても、幻げん滅めつしないでくれたからな」

　藤ふじ代しろは頰ほおを赤く染め薄うすく笑えみを浮うかべる。

　なんだか自分の頰ほおも熱を帯びてきた気がした。

　……なんで、俺おれは照れているんだよ……。うれしいけど、でもやっぱり俺おれは藤ふじ代しろほど強くないと、否いやが応おうでも自覚させられたところなのに。

　耐たえられず、話題を変えることにした。

「そ、そういえば、遠とお野のが言っていたよ。最近のお前は楽しそうだって」

「流石さすが、柚ゆず希きだな。今のわたしにとっては、ゲームは生きがいだからな」

「また大おお袈げ裟さな」

「そうしたのは君だぞ。君はわたしにゲームの楽しさを教えてくれたからな」

　そこまでのことをしたつもりはまったくないが……。しかし、ゲームでそこまでのなにかを見み出いだせるのは、今の俺おれにとってはうらやましい。

「坂さか木きは、自分の人生が退たい屈くつだと感じたことはないか？」

「なくはないかな。最近はなにかに熱中したり没ぼつ頭とうすることもなくなったから」

「ちょっと前まではわたしもそうだったよ。一いつ緒しよだな」

　藤ふじ代しろはうれしそうにニコッと笑った。

「……一いつ緒しよじゃないさ。俺おれは自分で平へい凡ぼんな退たい屈くつな日常を選んでいる。でも藤ふじ代しろは、どんなことでもそつなくこなしちゃうから……、だから意図せず退たい屈くつになってるんだと思うな」

　藤ふじ代しろは、先さき程ほどとは一転して眉まゆをひそめて悲しそうな表情を作った。

「そうなのか？　自分のことだけどよくわからないよ……。それよりも、今の君の言い方ちょっとさみしかったぞ。前々から、似たようなことを口にしているな」

「さみしい？」

「……わたしのことを別の星にいる人間のように話していた」

　藤ふじ代しろは小さく微笑ほほえんでいた。でも瞳ひとみは潤うるんでいて、どこか悲しげだ。

「そういうつもりじゃ……」

「以前から感じていたが、君はわたしとどこか距きよ離りをおいているな？」

　とても真面目なトーン。変な誤ご魔ま化かしは通じないだろう。

　俺おれはひとつ伸のびをして息をはくと、答えた。

「……そうかもな。藤ふじ代しろはすごいから。住む世界が違ちがうってどこかで思っちまってる」

「そっか……」

　また悲しまれたり、怒おこられると思ったけど、素っ気ない反応だった。なんで俺おれは少しさみしいと思ってしまっているのだろう。そう感じていたのは、藤ふじ代しろのほうのはずなのに。

「でも、あのとき。最初に部活で四人でゲームをしたときは、そういうのは感じなかったのにな……。まあいいさ。いつかは君もゲームしてくれるんだもんな。時間がきっと解決してくれる。君の思おもい込こみをな」

「……うん。そうだな……」

　俺おれの返事を聞いて、藤ふじ代しろは先さき程ほどまでの悲しげな表情が噓うそのように明るく笑ってくれた。なんだか、ホッとする。彼かの女じよに問われたときは、もしかしたら、藤ふじ代しろとの今の関係が壊こわれるんじゃないかと……。いや、いや、なに考えてるんだ。なんで、現状を良しと思ってるんだよ。

　部活動では、まだ俺おれはゲームをできていない。それはまだ自分に自信がないのだ。

　だがいつかは一いつ緒しよにゲームができる日がくるかもしれない。でも、どこかのタイミングで、藤ふじ代しろとは関係を切るはずだったのに。

　そんな俺おれに、彼かの女じよと仲良くしたいなんて思う資格は……。

「あのな、坂さか木き」

「う、うん？」

「わたし、あの部の誰だれよりもゲームがうまくなりたい。それこそ、前に坂さか木きが言っていたＥスポーツの選手よりも」

「あはは。それはすごいな」

「わたしは本気だ」

　藤ふじ代しろは真しん剣けんさを伝えてこようとしたのか、顔を寄せてきた。その熱意に耐たえられず、俺おれは二歩ほど後退あとずさりした。しかし、彼かの女じよは二歩前進してきて距きよ離りをとらせてくれなかった。

　ふいに風が吹ふく。彼かの女じよの綺き麗れいな髪かみが靡なびき、花の香かおりが鼻び腔こうに届いた。

　心しん拍ぱくが速くなり、自覚できるくらい瞬まばたきの回数も増えていた。

「わ、わかった。信じる」

「うん。よろしい」

　サンタさんからクリスマスプレゼントをもらった子供のように、藤ふじ代しろは屈くつ託たくのない無む邪じや気きな笑えみを零こぼしていた。










　翌日、俺おれは部室へと向かっていた。

　放課後の部室棟とうは相変わらず静かだ。だからなのか、自分の心臓の鼓こ動どうがわかる。いつもより、強く速い心しん拍ぱく音だ。

　なんで、ドキドキしているんだよ。

　認めたくないけど、自分の中で部活が楽しみになっているのか……。一応、弁解しておくが、ゲームが楽しみってわけじゃない。あくまで、部活の居い心地ごこちの良いい雰ふん囲い気きが好きなのだ。うん、そうだ。

　部室に到とう着ちやくするとまだ鍵かぎがかかっていた。明あ来きはまだ来ていないようだ。

　手持ちの合あい鍵かぎで、部屋を開ける。

　そのとき。肩かたを二回叩たたかれ、俺おれは振ふり返かえった。

「よう」

　腹部に衝しよう撃げき。一いつ瞬しゆん息が止まり、続いてやってきた痛みに、思わずあとずさる。

「田た辺なべ先せん輩ぱい……？」

　ゆっくり顔を上げると、あのサッカー部のイケメン先せん輩ぱいがうす笑いを浮うかべて立っていた。痛みに悶もだえる俺おれの肩かたをぐいと押おして、部室へと連つれ込こむ。

「なに、藤ふじ代しろと楽しく部活してんの？」

「なんの……話です？」

　田た辺なべ先せん輩ぱいは敵意の睨にらみを強めた。

「わからないとは言わせない」

　再び、田た辺なべ先せん輩ぱいの拳こぶしが俺おれの腹部をえぐった。多少鍛きたえるようにしているとはいえ、もともと強くない体だ。あっけなく崩くずれ落おちて、地面に膝ひざをついてしまう。続けて、蹴けりがやってきた。爪つま先さきが鳩尾みぞおちへと食くい込こんだ。

「グッ。ゴホッゴホッ」

　部室の床ゆかを転がり、咳せき込こみながらも俺おれは言葉を発する。

「……いいん、ですか？　もうすぐ部員が誰だれか来ます。それこそ、こんな場面に藤ふじ代しろが来たら……」

「ああ、心配無用だよ。藤ふじ代しろを含ふくめたコンピューター部の連中には、俺おれのツテを使って『用事あるから俺おれのクラスで待っていてくれ』って伝えておいたから」

「そこまでして二人きりで話したいなんて、そっち系ですか？」

　俺おれは立ち上がり皮肉った。自分なりの精せい一いつ杯ぱいの抵てい抗こうだ。こんなことしかできなくて、我ながら悲しくなってくる。

　田た辺なべ先せん輩ぱいは嘲あざ笑わらっていた。まるで、こちらの思考を見み透すかしているようだ。

「藤ふじ代しろにお前はふさわしくないんだよ。周りも俺おれとのこと、応おう援えんムードだっただろ？　なんで、お前は空気読まねえんだ？　もしかして、藤ふじ代しろとワンチャンあると思ってんの？　ねえよ、そんなもん。挙句の果てに同じ部活？　ふざけんなよ」

　田た辺なべ先せん輩ぱいは身勝手な主張を吐はき散らかした。

「それで俺おれにどうしろと？」

「まあ同じ部活をやめるのは当然として」

　一いつ瞬しゆん、考えてしまった。自分が部活をやめることを……。それは、少し前まで自分自身が思っていたことだ。なら……。

　だが先せん輩ぱいはそんな俺おれの考えを知ってか知らずか、

「……いいや、それよりもおもしろいことを思い付いた。俺おれに協力しろ。そうだな……。手始めに藤ふじ代しろの情報を提供しろ。好きな物とか趣しゆ味みとかさ。なんか弱みを握にぎれそうなネタならなおのこといいな」

　お約束の悪党じみて反吐へどがでそうなことを、言ってくれた。

「そんなことするかよ」

「はあ？」

「聞こえなかったのかよ。ナルシスト」

　俺おれはゆっくりと立ち上がった。先さき程ほどからのダメージと目の前の恐きよう怖ふで、足下がぐらつく。それでも、これくらい言わなければ、気が済まなかったのだ。

「自分の立場がわかっていないようだな。俺おれがその気になったら、お前なんかどうにでもできるんだよ。お前だけじゃない。この部活だって潰つぶせるんだよ」

「そんなこと……」

「できないとでも？　たとえば、俺おれがそこのパソコンを壊こわして、それをお前に擦なすり付つけたらどうなるかな？　しかも、それを噂うわさにして広めるんだ」

「そんな噓うそが通じると思っているんですか？」

「通じるさ。お前と違ちがって、『この俺おれなら』な」

　自分の人気から裏打ちされた自信が言葉から感じられた。

　たしかに、田た辺なべ先せん輩ぱいと俺おれではみんながどちらを信じるか火を見るより明らかだ。

　考かんがえ込こんでいると、再び田た辺なべ先せん輩ぱいは俺おれの胸部目め掛がけて蹴けりつけた。

　サッカー部で鍛きたえ抜ぬいた足の筋肉は、太い丸太のようだった。ふらつく体はその威い力りよくに耐たえ切れず、後ろの窓に衝しよう突とつしてしまう。

　その瞬しゆん間かん、窓ガラスがはずれた。

　そして。

　ガシャン！　っと地面に落ちて砕くだけた音が外から聞こえた。

「やべ。やりすぎたか……」

　予想外の出来事に田た辺なべ先せん輩ぱいは声に焦あせりを滲にじませた。

　俺おれは痛みを堪たえてすぐさま外を見る。

　よかった。誰だれもいなかったか。

　安心したのも束つかの間ま、髪かみの毛けが引っ張られた。

「おい。まだ終わってねえんだから、よそ見してんじゃねえよ」

　せめてもの反はん撃げきとして、振ふり返かえりざま、拳こぶしを握にぎろうとしたそのときだった。

「なにをしているんですか!?」

　部室の入り口に慌あわてふためく藤ふじ代しろの姿があった。

「あ、藤ふじ代しろ。……いやー、大変だったんだよ。いきなり彼かれが襲おそいかかってきてね。それで窓ガラスも割れちゃって」

　先さき程ほどのいやみったらしい口調から一変、爽さわやかに語る田た辺なべ先せん輩ぱい。

　藤ふじ代しろの瞳ひとみには困こん惑わくが宿っていた。

「本当なのか？　坂さか木き」

「本当だよ。藤ふじ代しろ」

　返答したのは、田た辺なべ先せん輩ぱいだった。俺おれにしゃべられたら、都合が悪いとわかっているのだろう。

「坂さか木き、どうなんだ？」

　それでも藤ふじ代しろは俺おれに尋たずね続けた。無視された田た辺なべ先せん輩ぱいは苛いら立だちに目め尻じりをひくつかせた。

　これ以上の揉もめ事ごとは御ご免めんだ。ここで、田た辺なべ先せん輩ぱいのせいだと主張をすれば、状じよう況きようはさらに泥どろ沼ぬま化してしまう。癪しやくだが、先せん輩ぱいがさっき言っていた通り、俺おれの話は信じてもらえずますます立場が悪くなるだろう。たとえ、奇き跡せきが起きたとしても、田た辺なべ先せん輩ぱいと事を構えたという事実は残る。万ばん人にんが俺おれの潔白を疑わない状じよう況きようでなければ、今後風当たりが強くなることは間ま違ちがいない。

　田た辺なべ先せん輩ぱいはしゃがんで、俺おれにやさしく言葉を投げかける。

「さっきはすまなかったね。大だい丈じよう夫ぶかい？　いくら正当防衛とはいえ、やり過ぎてしまった」

　やさしい言葉とは裏腹に鬼おにのような形相だった。藤ふじ代しろからは、見えない角度だ。

「（わかってるよな）」

　念を押おすように小さな声で呟つぶやかれた。

「坂さか木き？」

　心配そうに呼びかける藤ふじ代しろ。

　わかっているよ。こっちだって、こんなくだらないことに藤ふじ代しろを巻まき込こみたくない。

　……だけど。




「やっていない……。俺おれはやっていない！」




　なんでだよ、俺おれ。

　田た辺なべ先せん輩ぱいは一いつ瞬しゆん憤いきどおりを露あらわにしつつ、再び笑え顔がおを作った。

「おい、おい。往おう生じよう際ぎわが悪いんじゃないか。これ以上、無む闇やみに責めたり問題にはしないよ。だから正直に言ってくれよ。藤ふじ代しろからもなんか言ってくれ」

「…………」

　藤ふじ代しろは今まで見たことのないくらい、鋭するどい表情でこちらを見み据すえていた。

「坂さか木き、信じていいんだよな？」

　俺おれは力強く首を縦に振ふっていた。

「まさか、彼かれのほうを信じるのか？」

「もし、先せん輩ぱいと坂さか木きのどちらかしか信じられないのなら、わたしは坂さか木きを信じます」

　藤ふじ代しろはそうきっぱりと告げた。

　彼かの女じよの意思表示は、田た辺なべ先せん輩ぱいにとってショックだったらしい。その証しよう拠こに彼かれは真っ青になっていた。

「……しょうがないか……。どうやら分ぶが悪いみたいだ。今回は引き下がるよ。でもね、藤ふじ代しろ。そいつと付き合ってもロクなことにはならないよ。ここいらで縁えんを切ったほうがいいんじゃないか？　そう……『今後のために』ね」

　そう捨すて台詞ぜりふを吐はいて、田た辺なべ先せん輩ぱいは去ってしまった。

「大だい丈じよう夫ぶか？　坂さか木き」

　藤ふじ代しろが駆かけ寄より、声をかけてきた。俺おれは痛む体をかばいながら、しかし彼かの女じよが差し出した手を振ふり払った。

「ごめん。今は一人にしてほしい」

　先せん輩ぱいは『今後のために』と言った。つまり、俺おれがここにいる限りは。そして藤ふじ代しろと接点がある限りは、またやるぞと、暗に言い残したのだ。

　そうなってしまえば、すべて終わりだ。

　ゲームというかつて大切だったものを捨ててまで手に入れた、俺おれの平へい穏おんな学校生活も。

　そしてこの部室に目星をつけられている以上──。

　様々な制約の中でようやく見つけだした、藤ふじ代しろのゲームという新しい希望も失う。

　悔くやしいけど、全部終わってしまう。それを防ぐためには……。

「お、おい、部活は？」

「辞やめるよ」

　そう告げて、部室の出入り口に向かって歩き出す。

「待ってくれ！　約束したじゃないか！　いつか一いつ緒しよに……！」

　藤ふじ代しろの声で振ふり返かえってしまいそうになる。俺おれはもう彼かの女じよと関わってはいけない。嫉しつ妬とに狂くるった田た辺なべ先せん輩ぱいがなにをしてくるかわからない。

　ごめん、藤ふじ代しろ。そしてありがとう。

　俺おれは心の中でそう告げて、その場から立ち去った。










　翌日の朝。

　教室に一歩足を踏ふみ入いれると、クラスメイトから異様な視線が俺おれに降り注いだ。特にサッカー部の人間からの目は一段と気になった。先せん輩ぱいと争った俺おれをどう扱あつかっていいのか困っている様子だ。

　高校生になって教室の居い心地ごこちが悪いと感じたのは初めてだ。

　俺おれは自分の席に座すわる。そして、腕うでを枕まくら代わりにして顔を伏ふせた。

　ここまで早く昨日の件が広まっているとはな。俺おれは誰だれにも言っていない。藤ふじ代しろも誰だれかに話すとは考えづらい。そうなると、広めた人間の目星は付く。

「（寝ねたのかな？）」

「（かもな）」

　机に突つっ伏ぷして少しすると、クラスメイトの声が耳に入ってきた。

「（なあ、聞いたか。坂さか木きの話）」

「（ああ。坂さか木きが藤ふじ代しろのことが好きで、恋こい仇がたきの田た辺なべ先せん輩ぱいを怪我けがさせようとしていたって話だろ）」

　噂うわさに脚きやく色しよくまでしたのか。

　まあ、わかっていたことだ。学校の上位階層の人間を敵にすればこうなる。ボッチになることを覚かく悟ごしておくか……。まあ、別に困らない。小中生のときに経験済みだ。本来あるべき立ち位置に戻もどっただけだ。

　そう思っても憂ゆう鬱うつに感じるのは、孤こ立りつから離はなれていたせいなのだろう。

　現実逃とう避ひしようと目を瞑つぶり、暗くら闇やみの世界へと入はいり込こむ。なぜか藤ふじ代しろ達たちとゲームをしていた光景が浮うかんだ。

　もうあの場所には戻もどれないんだな……。いや、むしろおかげでまたゲームをすることはできるかもしれない。

　中学校の頃ころと同じように、弱かったあの頃ころみたいに、たった一人で。

　我ながら女め々めしくて笑えてくる。

「よう。おはよう。いつまで寝ねているんだよ」

　俺おれは顔を上げた。

　文ふみ也やがいつもの調子で挨あい拶さつをしてきたのだ。その隣となりには、これまたいつもと同じ爽さわやかな笑えみを浮うかべる明あ来きがいた。

「お元気ないようですが、どうしましたか？」

　周囲の興味の視線が俺おれ達たちに集まった。

「お前ら俺おれと話して大だい丈じよう夫ぶなの？」

「はて？　なにか問題でも？」

　白々しく、不思議そうな顔をする明あ来き。

「俺おれはいま田た辺なべ先せん輩ぱいに目を付けられて……」

「別に関係ないじゃん」

　文ふみ也やは真しん剣けんな表情で言った。

「……でも」

「他の方々は知りませんが、僕ぼくはあなたの友人です。なにもお気になさらずに」

「……明あ来き」

「おい、良いいとこ取りするなよ。俺おれだっているからな」

「文ふみ也やもありがとう」

　背負っていた重しが取り除かれた感覚。とても体が軽くなった。それと同時に立ち上がって、二人を抱だきしめたくなった。もちろん、そんな恥はずかしいことはしないけど。それくらいの思いが湧わき上あがった。

　二人にとって俺おれと絡からむことはデメリットしかない。それを承知で話しかけてくれた。傍はたからすれば大したことないだろうと言われそうだけど。感謝で胸がいっぱいだ。

「おはよう」

　涼すずやかな声が俺おれの耳にすーっと入ってきた。

　藤ふじ代しろが話しかけてきたのだ。

　ざわつく教室。噂うわさの関係者が二人揃そろったことで、クラスの注目が集まる。

「今日の部活は何時からだ？」

「…………」

「どうした？」

「昨日言っただろう。俺おれはもう部活には行かないって……」

「それをわたしに言われても困るぞ。わたしは部長じゃないんだから」

「行かないとは……どういうことですか？」

　不思議そうな顔で明あ来きが尋たずねた。

「いや、なんでもない。それよりも、やけにクラスの視線が集まっているようだけど……。もしや昨日のことか？」

　その発言に教室中の好こう奇きの視線が強まった。

「ヒメ！」

　場の空気を切きり裂さくような声。血相変えて駆かけ寄よってきたのは遠とお野のだった。

　カバンも置かず、遠とお野のは藤ふじ代しろに詰つめ寄よる。

「昨日、坂さか木きがナルシスト先せん輩ぱいに暴力振ふったってほんとなの？　ヒメは怪我けがない？　傷付いてない？」

　そこまで質問すると、遠とお野のは俺おれの存在に気付き、胸むな倉ぐらを摑つかみ上げてきた。

「あんたヒメを傷付けてどういうつもり？」

「やめてくれ、柚ゆず希き。それは誤解なんだ。そんな事実はない」

「そうなの？」

　遠とお野のから手を離はなし、啞あ然ぜんとした表情で尋たずねた。

「うん。たしかに昨日は、先せん輩ぱいとわたしと坂さか木きで雑談をしていたが、それ以上はなにもなかったんだ」

「でも、部室棟とうの窓ガラスが落ちて割れたって」

「それはわたしの不注意でな。窓ガラスをからぶきしていたら、ついうっかり落としてしまったんだ。このあと先生方にも説明しに行く。だからどんな話が広まっているのかは知らないけど、みんなが思っているようなことはないよ」

「なるほど。注目される二人が話していて、その場に修しゆう司じが居合わせたことで、憶おく測そくが混じって変な形で話が広まったわけですね」

　明あ来きの解かい釈しやくを述べると「そういうことだな」と藤ふじ代しろは肯こう定ていした。

「あー、そんなことだろうと思ったよ」

　文ふみ也やは腕うでを組み頷うなずいていた。

「な[image: ～][image: ～]んだ、安心した。荷物置いて来るね♪」

　そう言って、遠とお野のは自分の席に行ってしまった。

「みんなもわかってもらえたかな？」

　藤ふじ代しろは笑え顔がおで、いつも通りに教室全体に伝わるように言った。

　クラスメイトから「ああ、もちろん疑ってなんてなかったさ」とか「俺おれもどうせガセだと思っていたよ」や「誰だれだよ。こんなつまらんネタ流したのは」などの声が上がった。

　気付けば、窮きゆう屈くつだった教室の空気が変わっていた。

　親切にもほどがある。俺おれの味方なんてしてどうするんだ。その決断は、田た辺なべ先せん輩ぱいを敵にするかもしれないのに……。そんなことは彼かの女じよだってわかっているはずなのに……。










　その後、いつもと同じように変へん哲てつのない日常が流れた。そんな他愛ない時間は、今の俺おれにとってありがたくて、心に安らぎを与あたえてくれた。……しかし。

　昼休みに俺おれは藤ふじ代しろを部室に呼び出していた。ここでなら、人目を気にせず話せると考えたのだ。俺おれは彼かの女じよが来るや否いなや、まずは頭を下げた。

「今日はありがとう。助かったよ」

「いや、当然のことをしたまでだ。これで噂うわさは気にしなくていい。気き兼がねせず部活に」

「……いや、考えを変えるつもりはない」

　藤ふじ代しろは困ったように眉まゆをひそめた。

「なぜ君がやめねばならないんだ？　君はなにも悪いことをしてないんだろ？」

「それは……。思い出したんだよ。やっぱり自分はゲームが嫌きらいだって……」

「噓うそだな」

　苦くるし紛まぎれに紡つむぎ出した言い訳は、あっさりと彼かの女じよに見破られてしまった。

　そう、それは噓うそだ。

「どうしてわたしに協力してくれたんだ？　本当にしたくなかったなら、断ることもできただろ？」

「それは……、自分のためで……、俺おれはな、今の学校生活がなによりも好きだ。それを守りたかったんだ。それに、一度助けられたときの恩も返したかったし。藤ふじ代しろは忘れているかもしれないけど」

　彼かの女じよは一度表情を緩ゆるめきょとんとする。

「うん？　不良に絡からまれかけたときの話ではないのか？」

　俺おれは思わず顔を上げた。

「あ、あれからまったくその話をしてこなかったから、忘れていたのかと……」

「忘れてないさ。ただ、わたしから話すのもな……。それに、男として女子に助けられたっていうのは嫌いやだったりするんじゃないのか？　ちなみにわたしは気にしないけどな」

　そこまでこっちのことを気にかけてくれていたのか……。

「流石さすが優等生だな。すごいよ」

「その優等生を救ってくれたのは君だろ？」

「まだそんなことを……。前にも言っただろ。大おお袈げ裟さだって」

「わたしも前にも話しただろう。今のわたしにとってゲームはかけがえのないものなんだ。退たい屈くつな生活の中で、ようやく見つけたんだ。それを手伝ってくれたのは、間ま違ちがいなく君だ。わたしは本当に感謝しているんだ。君はわたしにムキになれるものを与あたえてくれた。自分を偽いつわらなくていい時間をくれた」

　だから、側にいられないんだよ。俺おれが近くにいると、藤ふじ代しろが手に入れたものを奪うばってしまう。今だって、田た辺なべ先せん輩ぱいに目の仇かたきにされている。彼かれはこの部活さえ脅おびやかそうとしているんだ。

　たしかに、このままだと田た辺なべ先せん輩ぱいには敗まけて終わることになってしまう。

　でも現実はゲームじゃないんだ。田た辺なべ先せん輩ぱいのＨＰを削けずりきればクリア、なんて単純なものじゃない。

「俺おれがいたら、藤ふじ代しろのその大切なものが脅おびやかされる。それでも？」

「それは違ちがうよ。坂さか木き、君もそのかけがえのないものの中にいるんだ」

　俺おれは言葉に詰つまった。そのまま聞くと、とんでもなくこっ恥ぱずかしいセリフ。

　だが、凜りんとした表情でそれを臆おく面めんもなく告げる彼かの女じよは、強く、美しかった。

「ゲームはあくまでも娯ご楽らくだ。でもそれは誰だれかとやったほうが楽しいだろ」

　俺おれに手を差さし伸のべてくる藤ふじ代しろ。

　その手を俺おれは、黙だまって見つめた。

　藤ふじ代しろの想おもいはとてもうれしい。

　でも、だからこそ、俺おれはこの手をとっていいのか。

　そのとき──。

　ポケットに入っている携けい帯たいが震ふるえた。

　嫌いやな予感が走った。確かく認にんすると、昔使っていたゲーム用のアドレス宛あてにメールが送られたようだ。

　また、前と同じように、知らないアドレスからだ。

　メールの内容を確かく認にんする。





『本日中に、以下のＵＲＬを御ご確かく認にん下さい。

　ＵＲＬの飛んだ先は私の自作ゲームになっておりますので、プレイして下さい』

『一度ログインした後は、二度とログインできなくなります。

　また、ゲームオーバーになると強制的にログアウトします』

『プレイヤーは必ず四人集めてください。

　本日中に既き定ていのメンバーでログインしなかったり、

　ゲームをクリアーできなかったら、

　添てん付ぷしてある動画ファイルを拡散致いたします』






　そのメールには動画のファイルが添てん付ぷされていた。それを俺おれは恐おそる恐おそる開いた。

　俺おれの携けい帯たいには、部室で俺おれと藤ふじ代しろがＢＬのゲームをやっている映像が流れていた。










　あの動画を目にしたとき、血の気が引いた。あれが拡散されたら間ま違ちがいなく藤ふじ代しろの築き上げてきたものが崩ほう壊かいするだろう。

　放課後の部室に俺おれと藤ふじ代しろと桃もも瀬せが集まっていた。

　明あ来きは少し用事があるようで、あとから合流することになっている。

　本当は桃もも瀬せには明あ来きと一いつ緒しよに話を聞いてほしかったのだけど、しょうがない。先に彼かの女じよにだけ差出人不明のメールが俺おれに届いたことを説明した。但ただし、メールに添てん付ぷされていた動画の内容については触ふれなかった。

　指示された人数のメンバーで、指定のゲームをクリアーしなければ、部にとってなにか困るような動画を流されるという説明にとどめた。

「どうぜ、いたずらだろ」

　桃もも瀬せはふてぶてしい口調で言った。

「いや、いたずらじゃないんだ……」

「じゃあ、どんな動画なんだ？」

「ごめん。それは言えない」

「なんだよ、それ」

　桃もも瀬せは脹ふくれっ面つらで睨にらんできた。

「でも、これだけは言える。俺おれと藤ふじ代しろにとってはとんでもなくまずい動画なんだ。もし、それがばらまかれたら、部がなくなる……。だから頼たのむ。協力してくれないか？」

　今は、熱意を伝えるしかない。これで納なつ得とくしてもらえないなら、諦あきらめるしかないだろう。

「……まだ貴様とはゲームしてないし、それは困る……。仕方ない。今回だけは協力する。でも、いつか必ずわたしと再戦だからな。いいな？」

　事の深刻さが伝わったのか、桃もも瀬せは神しん妙みような面おも持もちでそう言った。

「……わかった」

　さて、残るは明あ来きか……。

　この件は、先生に相談することはできない。藤ふじ代しろが見られたくない部分は、たとえ教師であっても例外ではない。おそらく、送信者もこちらが先生に伝えられないことを見み越こしている。

「これを見てくれ」

　藤ふじ代しろが声を上げた。

「どうしたんだ？」

　藤ふじ代しろの手のひらに正方形の物体が乗っている。大きさは指先ほどのサイズだ。

「これ、隠かくしカメラなんじゃないか……。どこにあったんだ？」

「あそこだ。放送用スピーカーの横だ」

　藤ふじ代しろが指差した地点に目をやる。

　どんな教室にも必ずある、校内放送用のスピーカー。その隅すみに目立たないように仕し掛かけられていたようだ。

　なるほど。あの角度からなら撮とられていた地点と合がつ致ちする。

　部外者が学校に侵しん入にゆうして、隠かくしカメラを設置するのはリスクが高い。手間だって掛かかる。そうなると、このメールの送信者は、そしてカメラを仕し掛かけた犯人は、学校の人間と考えるのが自然か。

　ゲーム用のアドレスにメールを送ってきたことは、俺おれの過去を知っているのだろう。桃もも瀬せみたいに街中で出会って実じつ況きようプレイヤーと知られたケースもある。なんらかの形で、自分の知らないところで、リアルを特定されていても不思議じゃない。

　俺おれに恨うらみがある者？　でも動画がばらまかれても、俺おれに実質的ダメージはない。もちろんＢＬをやってたということがバレるのは良くないが、致ち命めい的なことにはならないはずだ。

　では、動画がばらまかれて一番ダメージを受ける藤ふじ代しろが標的なのか？

　俺おれの頭に、昨日の田た辺なべ先せん輩ぱいの笑えみが浮うかんだ。

　田た辺なべ先せん輩ぱいは藤ふじ代しろの弱みを握にぎろうとしていた。しかも、彼かれは俺おれと藤ふじ代しろの両方に恨うらみを持っている。この状じよう況きようで犯人を考えるなら、間ま違ちがいなく筆頭候補だ。

　……でも、どうしてこんな回りくどいことをするんだ？　俺おれ達たちを陥おとしいれたいなら、ゲームなんかせずに動画をばらまけば済むはずだ。それをしないということは、別の目的があるのか？　そもそも、俺おれが藤ふじ代しろと今みたいに接点を持つ前から、メールは届いていた。むしろそのせいで親密になったと言っても過言ではない。

　以前不良に絡からまれて助けらたところから見られていた？　でもそれにしては……。

　ダメだ。どんなに考えても答えが出ない。こういうときはいつもクールなあいつの知ち恵えを借りたいところだ。

「しかし、明あ来き遅おそいな」

「昨日の件で職員室に行っているんじゃないか。新しい窓ガラスの手配も必要だし」

　俺おれの呟つぶやきに藤ふじ代しろが答えてくれた。たしかに、まだこの季節では窓ナシはつらい。今も少し風が吹ふき込こんできて寒いし。

　できるだけ早く明あ来きに来てほしい。つねに冷静だし、頭の回転も速い。きっと俺おれ達たちの大きな助けになってくれるはずだ。

「なにそんな暗い顔をしているんだ。安心しろ。どんなゲームでもわたしがクリアーしてやる」

　桃もも瀬せが元気に声を出した。

「お前……」

「勘かん違ちがいするな。ここがなくなったら、本気の貴様を倒たおす機会がなくなってしまうからな」

　桃もも瀬せは任せろと言わんばかりに、自分の胸を叩たたいた。

　それと同時にバンッ！　という扉とびらが開く音が部室内に響ひびいた。明あ来きがやってきたのだ。

「遅おそかったな。明あ来き」

　だが、そこにいたのはいつもの明あ来きではなかっった。

　俺おれの呼びかけに彼かれは冷たい目を向けるのみ。見たこともない表情をしていた。

　明あ来きは自分の席のパソコンを起動させると、部室の扉とびらに南なん京きん錠じようの鍵かぎをかけてしまった。淡たん々たんとしたその行動に俺おれ達たち三人は呆気あつけにとられていた。

「……なにを、してるんだ？」

「これで、皆みなさんはここから出られません」

「どうつもりだ？　草くさ薙なぎ」

「すいませんが。藤ふじ代しろさん、しばらく黙だまっていていただけますか」

　その凄すごみのある声に藤ふじ代しろは動どう揺ようしているようだった。彼かの女じよだけじゃない。俺おれも、そしてあの生意気な桃もも瀬せすらも驚おどろいている。

　目の前にいる明あ来きが俺おれの知る友人と同一人物だとは思えない。

「先さき程ほど、声が聞こえましたけど、桃もも瀬せさんには手伝わせませんよ」

「なんでだよ？」

　桃もも瀬せは怒いかり気味に尋たずねた。

「あなたと藤ふじ代しろさんは観客だからです」

「だからなにを言っているんだ？」

　桃もも瀬せは食い下がらなかった。

「桃もも瀬せさん、あなたを部に入部させた本当の理由は、修しゆう司じと絡からんでもらうことによって、彼かれに昔の感覚を取とり戻もどしてもらおうと思ってのことだったんですが……」

「明あ来き、言っている意味がわからない」

　俺おれの訴うつたえに、明あ来きは滑こつ稽けいなものを見るかのように嘲あざ笑わらっていた。

　そして、彼かれは言った。

「では単刀直入に言いましょう。あのメールの送信者は、僕ぼくです」

　唐とう突とつな告白に、俺おれは言葉を失った。それは他の二人も同じで、明あ来きに目を向けるだけだった。

[image: ]

　田た辺なべ先せん輩ぱいでは、なかった。

　だが、俺おれの心はまるで落ち着く気配を見せない。

　目の前の男の言っていることが、信じられない。

　なぜだ、明あ来き。友と言ってくれたお前が、どうして……。

「僕ぼくは自作ゲームの制作をしていました。そこそこ有名で、結構売り上げましてね。この部のパソコンも、その資金の賜たま物ものです。まあ、これは今まで誰だれにも話していませんけど。……あなたが、ゲーム実じつ況きようのことを誰だれにも話していないようにね」

　ここまで話が進んでやっと理解できた。彼かれは知っていたのだ。俺おれのことを。

　そのうえで、何食わぬ顔で友達をして付き合っていたのだ。

「……いつから俺おれが元ゲーム実じつ況きよう者だと気付いていた？」

「一年ほど前、部室であなたが自分自身の実じつ況きよう動画を見ていたのを発見したときですね。マイクを挟はさんではいますが同じ声でしたし。これは、『復ふく讐しゆう』するチャンスだと思いました」

　明あ来きは冷たい眼まな差ざしを向けてきた。

　言葉の通り憎にくしみが混じっている。そんな目をしている気がした。

「復ふく讐しゆう、だって？」

「僕ぼくが丹たん精せい込こめて作り上げたゲームをあなたは僅わずかな時間で、しかも実じつ況きようしながらクリアしてしまったんです」

　明あ来きは不快そうに苦々しい笑えみを浮うかべながら答えた。

「心当たりがないな……」

「《フォール》と言えば、わかりますか？」

「──！」

「《フォール》ってあの!?」

　ゲームの知識がある俺おれと桃もも瀬せが絶句すると同時に、藤ふじ代しろが反応した。

「うん？　藤ふじ代しろさんが御ご存ぞん知じだとは意外ですね」

「坂さか木きに教えてもらったんだ。昔あった『ミネルバ』というゲームの開発関係者……そしてこのあいだ遊んだ『オールファイター』にも携たずさわった人物だと……」

　そう。それは様々なゲームに名前を連ねているクリエイターの名前だった。

　たしかに、海外などではＰＣゲームの分野では十代のうちからゲーム開発に携たずさわる人がいるということは知っていた。

　だが、まさか目の前の……。同い年の男が……にわかには信じられない。

「『ミネルバ』の神秘の塔とう・第35層ボスモンスター・キメラアデプト。あなたが攻こう略りやくしたとき、最後の最後で挙動ルーチンが変わりませんでしたか？」

　急に『ミネルバ』の攻こう略りやくの話題を出されて、俺おれはうろたえた。《神秘の塔とう》は全四十階層のソロ向けダンジョンという、ＭＭＯＲＰＧとしてはなかなかにエグい仕様だった。中でも三五層ボスは難なん攻こう不ふ落らくと言われ、攻こう略りやく失敗者が続出していたのだ。それを、俺おれはたしかに初見でクリアした。あのときのボスだったモンスターの動きは……

「こちらの接近を感知して尻尾しつぽのなぎ払はらい、からの火か炎えん範はん囲い魔ま法ほう……」

「状態異常攻こう撃げきを食らっていればそのあと回復動作。そして、大きくジャンプして接近のツメ攻こう撃げきです。体力が減るたびに、ツメ攻こう撃げきのコンボ回数と尻尾しつぽの攻こう撃げき範はん囲いが増えますね」

　その通りだった。だが、コレは動画を穴が空くほど見ていればわかることだ。

　しかし。

「あのとき。残りＨＰが三％を切ったときに、すべての行動順が逆になったでしょう」

「……！」

　その通りだった。俺おれがクリアしたとき、最後の最後だけ、トドメを指すほんの一いつ瞬しゆんだけだがボスの動きが逆転していた。俺おれの動画でも誰だれも気付かず、コメントがついていなかったし、以後俺おれのあとに続いたクリア勢の動画では、その現象は確かく認にんできなかった。だからなにかの勘かん違ちがいだとずっと思っていたのだが。

「アレは実は他のスクリプトが悪さしていたバグだったんですよ、修しゆう司じ。あなた以降の挑ちよう戦せん者達のときには修正されています。これで……証明になりますか？」

　それを知っているのは、実際に戦って違い和わ感かんを覚えた俺おれと、真相を知っている開発者だけだ。

　目の前の男の言葉を信用するほかに、俺おれの選せん択たく肢しは残されていなかった。

「しかし、藤ふじ代しろさんにも知られていたとは。お恥はずかしいかぎりです」

「恥はずかしい？　どうしてだ？　あんなにハラハラするゲームを作るなんてすごいじゃないか」

「……すごくない！」

　そこで明あ来きはいきなり語気を強めた。彼かれの怒ど声せいを初めて聞いた。そこには俺おれ達たちの知る穏おだやかな青年はいなかった。

「僕ぼくは仲間達たちとゲームの制作に情熱と忍にん耐たい力と時間をつぎ込こみました。それをあなたは、短時間の初見プレイでクリアした。それも実じつ況きようしながら……。挙句の果てに動画まで残して……。僕ぼくら開発者にとっては悔くやしい限りです。だから、そのリベンジがしたかったんですよ」

「だけど、なんでこんな隠かくし撮どりまでして……！」

「本気にさせるためです。あなたは頼たのんだり駄だ々だを捏こねた程度では本気でプレイしてくれるどころか、遊びのゲームさえやってくれないでしょう。一年間付き合って、あなたはもうゲームへの情熱を置いてきてしまっていた。それはわかっていました。でも……あなたは藤ふじ代しろさんのためなら本来の力を出してくれると、そう思ったのです」

「どうして？」

「互たがいの秘密を知る仲だったようなので」

　なるほど、ＢＬのときの録画があったのだ……。そりゃあ、察しの良いい人なら気付くだろう。

「本気になったあなたを倒たおす。そのためなら僕ぼくはどんな罪でもかぶります」

「……そんなことのために藤ふじ代しろを……他人を巻まき込こむ人間だとは思わなかったよ」

「僕ぼくはそういう人間ですよ。それに、あなたにとってはそんなことでも、僕ぼくにとってはとても大事なことです……」

　明あ来きが話しているあいだ、脳をフル回転させていた。

　どうすれば、この状じよう況きようを打開できるか。果たして今の自分が明あ来きのゲームに挑いどんでクリアーできるのか。または彼かれを説得できるのか。

「さあ、修しゆう司じ、パソコンを起動させてください。そして、僕ぼくが送ったＵＲＬに飛んでパスワードの入力をしてください」

　今、明あ来きを取とり押おさえれば、動画をばらまくことはできない。この状じよう況きようを打破できるんじゃないか……？

「一応、言っておきますが、僕ぼくをパソコンから引きはがそうとしたら、動画をすぐに全校生徒に拡散させます。キー一つでそうなるように設定していますから」

　流石さすがにここまで周しゆう到とうにやっただけあって、そんな単純な方法は対策済みか。

　どうする。他に打つ手はないのか。ここで明あ来きに従ってゲームをすれば、それこそ思うつぼじゃないか。だけど……。

「なにをしているんですか。早く座すわってください。あまりちんたらしているようなら、僕ぼくはこの手を『滑すべらせます』よ？」

　明あ来きから凍いてつくような視線を感じた。

　これは脅おどしじゃない。従わなければ本気で拡散する気だ。

　この挑ちよう戦せん状は、もう受け取らねばならないのだ。そして、勝たねばならない。

　俺おれは唾つばを飲のみ込こみ、

「わかった。やろう」

　そう告げた。










　パスワードを入力した。あとはエンターキーでゲームが始まる。

「準備ができたようですね。では初めてください」

　どうやら、明あ来きのパソコンからは俺おれのモニター映像を見られる設定にしているようだ。

「ちょっといいか？」

　藤ふじ代しろが挙手した。

「なんでしょう？」

「さっき、君はわたし達たちを観客と言っていたが、ゲームをさせてもらえないなら、居ても意味がないんじゃないか？」

「そうですね。しかし、藤ふじ代しろさん、あなたはいわば人ひと質じちです。あなたがこの場にいるというのは、修しゆう司じにとって大きな強制力になるはずですからね」

　藤ふじ代しろは悔くやしそうに明あ来きを睨にらむ。そして次に俺おれに申しわけなさそうな眼まな差ざしを送ってきた。

「大だい丈じよう夫ぶだ。なんとかしてみるから……」

　無理だと言わなかった自分を褒ほめたい。正直、ゲームで乗り切れる確証はない。俺おれのゲームの腕うでは、以前より確実に落ちている。桃もも瀬せとのゲーセンでの戦いがそれを物語っている。でも、ここで俺おれが弱音を吐はけば、藤ふじ代しろを追おいつめることになるのだ。

「じゃあ、わたしはなんのためにいるんだ？」

「桃もも瀬せさんはある意味、僕ぼくの同志ですから。あなたも彼かれが本気でプレイするところを見たがっていたはずです。そうでしょう？」

　桃もも瀬せは否定しなかった。そして、苦虫を嚙かみ潰つぶしたように俺おれのほうを見た。その通りだがこんなやり方を望んでいたわけじゃない。そう顔が言っていた。

　俺おれは目を瞑つぶって、深呼吸をひとつした。

　頭脳と心と体がうまく連動してくれない。雑念が邪じや魔まをしてくる。集中できない。

　どうやら俺おれは明あ来きを自分の考えていた以上に大切な友達だと思っていたらしい。明あ来きはずっと復ふく讐しゆう心で俺おれと付き合っていた……考えると心が痛い。

　この状態で果たして彼かれが用意したゲームをクリアできるのか……。

　しかも、この衰おとろえた腕うでで。

「助言とかのサポートはしていいのか？」

　桃もも瀬せの質問に明あ来きは考えたのち口を開く。

「まあ、ブランクもあるでしょうから、それくらいならかまいませんよ。全部で三ステージありますし、ヘルプは認めましょう……では修しゆう司じ、始めてください」

　ふっ、と不安を払はらうように息を吐はいた。

　そして、僅わずかに震ふるえる指でエンターキーを押おす。

　モニタには二人のキャラクターが映し出された。

　最初は格かく闘とう対戦ゲームか、と思ったところで、目の前にいわゆるゲーセンと同じスティックとボタンのコントローラー通つう称しよう『アケコン』も準備されていることに気づいた。

　二人とも剣けんを所持している。見たところ、両方とも同じ攻こう撃げきタイプだ。しかも見覚えのあるフォルム……。

「『ＭＳの』仕様で作っています。ただ、操作はおわかりでしょ？」

　『マジックソルジャー』か……。ゲーセンで桃もも瀬せと戦って惨ざん敗ぱいした格ゲーだ。嫌いやなところを選んできたな……。それも、俺おれが桃もも瀬せとの戦いで使ったキャラにそっくりじゃないか……。

「二セット先取が通例ですが、今回は一セットマッチです。がんばってください」

　そう明あ来きが告げると、パソコンの画面にＦｉｇｈｔという文字が表示された。

　先手必勝。俺おれから攻こう撃げきを仕し掛かけた。上段、中段から不意打ちの下段へと斬ざん撃げきを放つ。

　ダメだ。前のときと同じだ。どの攻こう撃げきもことごとく防がれた。相手はＡＩのはずだが、こちらの動きを完全に読んでいる気配がある。

「一度離はなれろ！」

　桃もも瀬せの声に反応して、俺おれはキャラを後退させた。すると、敵のキャラが追ってきて斬ざん撃げきを浴びせてきた。

　それに対して防ぼう御ぎよ体制をとりつつ、さらに距きよ離りを取った。

「わたしとゲーセンで戦ったときのことを思い出せ」

　……桃もも瀬せとの戦い？

「あのときの貴様の攻こう撃げきは今と同じように単調だった。そんなんじゃ、前回の二にの舞まいだぞ」

「……どうしろって言うんだよ？」

「昔に比べて貴様の反応速度は衰おとろえている。さらにそれを補おうと、「下段で足を崩くずす」など覚えていた知識に頼たより切っている。そんなんじゃダメだ」

「……そんなこと言われても！」

　などとやりとりをしているあいだに、強攻こう撃げきを食らって画面隅すみに追おい詰つめられてしまった。

　こちらの残りのＨＰは半分くらいだ。

「どうしたらいい……！」

「動きから基本に立ち返れ。相手の動きを見ろ。そして強攻こう撃げきや必殺技わざなど、隙すきが大きくなるところを見計らって反はん撃げきに転じるんだ。昔の貴様はできていた。今でも意識を集中させればいける。そういう先読みの力はちゃんと感覚で思い出せる！　……はずだ」

「はずって……」

　いや、ここは桃もも瀬せを信じよう。少なくとも彼かの女じよは現在の俺おれよりも格上のプレイヤーだ。従って損はない。

　まずは相手の出方を窺うかがうんだ。俺おれは自分のキャラに防ぼう御ぎよの姿勢をとらせて、敵キャラの動きを注視した。もちろん一いち撃げき、二に撃げき、三さん撃げきと逆に攻こう撃げきを食らってしまう。うまく防ぼう御ぎよを合わせられたとはいえ、ＨＰがさらに削けずられる。

「見ろとは言ったが、見ているだけじゃ勝てんぞ」

　桃もも瀬せが的確な活を入れてきた。

　再び、俺おれは敵キャラの動きに目を凝こらす。

　……どんな種類の動きをしてくるか。強攻こう撃げきなのか。弱攻こう撃げきなのか。ワンフレームの差を思い出せ。

　相手が剣けんを振ふり上あげた。この振ふり上あげ方。キャラの踏ふみ込こみと、腕うでの角度は。

　ここだ！

　俺おれはここで弱攻こう撃げきを放ち、一いち撃げき、二に撃げき、三さん撃げきとヒットさせた。ゲーセンで、桃もも瀬せに使われた戦い方だ。やがて、敵のガードが崩くずれた一いつ瞬しゆんに弱攻こう撃げきがハマった。

　のけぞる敵キャラクター。

　俺おれは自分の感覚に従って、コンボの入力に入った。飛とび込こんで上段強攻こう撃げき、そしてしゃがみ強攻こう撃げき。吹ふっ飛とんだ相手に……！

「今だ、いけ！」

「おお！」

　必殺技わざ！

　剣けんを大きく振ふりかぶった自キャラから、連続の「剣けん気の波」が放たれる。

　Ｈｉｔ数がどんどん上乗せされていき、そしてついに。

　相手のＨＰゲージが、極限まで削けずり取とられた。

　狭せばまっていくそのゲージを、俺おれは夢中になって目で追っていた。一年前、桃もも瀬せと楽しくゲーセンで戦い、互たがいのプレイを応おう援えんしていたときのことがまざまざと思い出された。

「やったな！　流石さすがはわが盟友！　坂さか木きだ！」

　桃もも瀬せに背中を叩たたかれて、我に返った。

　ものすごい力で叩たたかれたらしく、背中がヒリヒリ痛む。だが、それすら今は心地ここちよかった。

　俺おれは気持ちを落ち着かせるために、大きく息を吐はいた。

　桃もも瀬せのアドバイスのおかげで一つ目のステージはクリアーできた。そして、自分もまだまだやれるという自信にもなった。

　次は……なんだ……!?

「では二つ目のステージですね」

　パソコンの画面が切きり替かわった。モニタには八個の空の箱が映されている。それぞれの箱には上、下、左、右を示す矢印のマークが書かれていた。

「これはどういうゲームなんだ？」

「すべての箱に数字が一いつ瞬しゆん表示されます。その数字通りの順番で、矢印キーを五秒以内に入力してください。今回は何度失敗しても再チャレンジできますが、制限時間は五分です」

　先さき程ほどまでとは異なり、非常に原始的なスクリプトのゲームだ。

　動体視力とキーを的確に押おす力を試ためす、シンプルなゲームってわけか。

　とりあえず、一度やってみよう。

　俺おれはゲームをスタートした。瞬しゆん間かん、数字が表示されたが……。

「……マジか……！」

　本当に一いつ瞬しゆん。文字通り「あ」っという間だった。

「昔のあなたならできましたよ。似たようなのを『ミネルバ』でミニゲームとして出したこともありますが、きちんとクリアしていましたからね」

「クッ……。桃もも瀬せ、見えたか？」

「見えたけど……」

「本当か？」

「でも、あの一いつ瞬しゆんじゃ、覚え切れん……」

　桃もも瀬せはつらそうに項うな垂だれる。桃もも瀬せは先さき程ほどのような格ゲーやアクションなどのほうが本来得意だ。今回のゲームも動体視力は必要だが、同時に瞬しゆん間かん記き憶おく力も重要になってくる。特進クラスの才女ではあるはずだが……やはり得手不得手は存在するようだ。

　いや……待てよ。もう一人いる。動体視力と瞬しゆん間かん記き憶おく力、どちらも優ゆう秀しゆうなはずの「優等生」が。

「藤ふじ代しろ！」

　俺おれの声に、藤ふじ代しろはコクリと頷うなずき、そして向かいに座すわる明あ来きが僅わずかに表情を歪ゆがめた。

「任せてくれ……全部見えた！」

　藤ふじ代しろは、自信たっぷりだった。どうやら完全に見えていたことは間ま違ちがいないらしい。

「無む駄だですよ。たとえ藤ふじ代しろさんがわかっても、キーを操作するのは修しゆう司じです。あの短時間でどうやって見たものを伝えるんです？　五秒で八個の数字と矢印の方向を言うのは不可能です」

「口ではねな」

「どういうことですか？」

「藤ふじ代しろ、俺おれの肩かたに手を乗せてくれ」

　藤ふじ代しろの温かく、柔やわらかい手が俺おれの肩かたに乗る。ふと以前マウスと一いつ緒しよに手を握にぎってしまったことが思い出してしまい慌あわてそうになったが、軽く首を振ふって集中力をなんとか取とり戻もどした。

「こうだな……だが、どうすればいい？」

「ありがとう。俺おれの肩かたをキーボードに見立ててほしい」

「え？　どういうことだ……？」

「戸と惑まどうのはわかる。でも時間がないんだ。聞いてくれ。さっきみたいに上・下・左・右と矢印の書いてある箱に数字が出るから、キーボードの矢印キーを押おす要領で、表示された数字の順番に指で肩かたを押おしてくれ。俺おれは一いつ切さい画面を見ない。お前だけが頼たよりだ」

「そ、それでうまくいくのか？」

「ああ。やるしかないんだ。大だい丈じよう夫ぶだよ」

「わ、わかった。やってみる」

　俺おれはパソコンの時計を確かく認にんする。

　残り二分か……。チャンスはもうそう多くはない。

　俺おれはゲームをスタートした。

　先さき程ほどと同じように一いつ瞬しゆんだけ数字が表示される。

　藤ふじ代しろの指が俺おれの肩かたを押おす。それを信じて俺おれはキーボードの矢印キーを叩たたく。疑ったり迷う時間はない。

　上・右・右・左・下・下・上……最後は右！

「どうだ!?」

　モニターに「Ｃｌｅａｒ」の文字が表示された。

「よし！」

　目もく論ろ見みどおりに事が進んだ。ゲームから離はなれていた俺おれにとって、動体視力も瞬しゆん間かん記き憶おく力も確実に衰おとろえている。

　だが、キーボード操作は別だ。ネットサーフィンしたり、ＳＮＳに書かき込こんだりするときも、最近は多くの高校生はスマートフォンだろう。でも、俺おれはキーボードに慣れていたせいか、ずっとノートパソコンがメインだったのだ。いわゆるタッチタイプにはそれなりの自信が今もあった。

　だから、数字を見るいわば「目」の部分を藤ふじ代しろにすべて任せ、俺おれはミスのないように入力することに専念したのだ。

「やったな」

　藤ふじ代しろはうれしそうに微笑ほほえんでいた。

「おお、なるほどな！」

　桃もも瀬せもガッツポーズをしている。

　かなりの部分を助けられはしたが、第二関門も突とつ破ぱだ。

「素す晴ばらしい……。少しずつですが全ぜん盛せい期きのあなたが見えてきましたね。それでこそ、倒たおしがいがあるというものです」

　そんな彼かれを、俺おれは奥おく歯ばを嚙かみしめながら見つめた。

　わかっていたことだ。今の明あ来きには俺おれを倒たおすことしか頭にない。それでも、俺おれは彼かれとは友人でいたかった。争いたくなかった。

「では次のステージ。これが最後の戦いになります。最後はＦＰＳです」

　再び、ゲームの画面が切きり替かわった。

　東南アジアあたりの市街地のようなフィールドが広がっていた。荒あれたバラックが立ち並び、複雑に通路が入り組んでいる。

　このマップには見覚えがある。たしか……。

「驚おどろきましたか？　このステージは以前あなたがよくプレイしていたＦＰＳ『コール・オブ・アサルト』の内戦地マップを完全に再現しているんです」

「わざわざそこまでして……」

「おっと、驚おどろくのはこれからです」

　そう明あ来きが告げると、画面上に見知るキャラクターが現れた。

　過去に戻もどった不思議な感覚だ。昔ＦＰＳするときに俺おれが使っていたキャラ、通つう称しよう《ジャッカル》と同じ外見をしていたのだ。このキャラクターで、俺おれはよく実じつ況きよう動画を撮とった。ゲーム終しゆう了りようとともに上空に向けて銃じゆうを発はつ砲ぽう。そして最後の成績上位者が表示されるリザルト画面とともに、歓かん声せいを上げて動画を締しめくくる。それが、俺おれの中学時代だったんだ。

「どうですか。なつかしいでしょ？　このキャラはあなた自身であるんですよ。いや、正確には昔のあなたと言うべきですね」

「それはどういう……」

「過去の動画データから、あなたの操作パターンや癖くせを検証し、再現しました」

「随ずい分ぶんと楽しそうに話すんだな」

「ええ。楽しいですよ。最高のプレイヤーだったあなたを完かん璧ぺきに再現したデータ……その最初の犠ぎ牲せい者が本人なのですからね」

　満足げに語る彼かれからは自信が感じ取れた。

「かつての自分に挑いどむ気持ちはどうですか？」

　俺おれは一年ほどゲームから離はなれていた。あの頃ころに比べたら間ま違ちがいなく弱体化している。この戦いにも、かっこ悪い限りだが女の子二人の力を借りなければ勝てなかっただろう。

　ここから先は、アシストはない。桃もも瀬せは、このゲームの俺おれの実じつ況きようは見ていたが、感覚的に合わなかったらしくプレイ経験は浅い。ゲーム素人しろうとの藤ふじ代しろも動画こそ見ているものの、目まぐるしく動く一いち人にん称しようの画面にそもそもついてくるのは難しいだろう。

　もし、明あ来きの言う通り、当時の俺おれを再現しているのなら、今の自分が勝てる見み込こみはかなり低い。

「それでは始めましょう」

　カウントダウンとともに、火ひ蓋ぶたが切られた。よくあるＦＰＳの画面だ。俺おれは町の西側に、かつての俺おれ……ジャッカルは逆側に配置されたはず。マップは見知ったものが完全再現されている。だが、ということは向こうもマップの地形はすべて把は握あくしていることになるはずだ。

　この手の対戦シューティングの基本は、マップ把は握あくと立ち回りで勝敗が決まると言っても過言ではないが、前者は完全に同条件ということになる。俺おれの不利はまったく変わらない。

　いや、こういうときこそ冷静になろう。まずは装備品の確かく認にんだ。アサルトライフル、スナイパーライフル、ハンドガン。それにナイフに手しゆ榴りゆう弾だんか。

　あっ、ラッキーだ。このマップで一番高い建物がすぐ近くにあるじゃないか。俺おれは駆かけ足あしで建造物の中に飛とび込こんだ。ここは、俺おれがこのフィールドで戦うときに、好んで使うポジションだった。もっとも見晴らしが良く、狙そ撃げきにはうってつけなのだ。高所を取るのも、やはりＦＰＳのセオリーの一つだ。見上げるよりも、見下ろすほうが状じよう況きようを良く把は握あくできる。

　ただ、そのぶん、狙ねらわれやすくもあるのだけど……。

「お互たがいの装備は同じものです。思う存分撃うち合ってください」

「同じ装備でよかったのか？　俺おれを倒たおすなら、ジャッカルのほうに少しでも良いい武器を渡わたせばよかったのに」

「それではあなたに勝ったことにならない。同じ条件であなたより強いことを証明してこそ、僕ぼくの勝利です」

　会話のあいだに、俺おれは建物の一番上に登り、武器をスナイパーライフに持もち替かえた。そして、装着されているスコープを覗のぞき周囲を見み渡わたす。

　いない。隠かくれているのか……。一定のタイミングで体を出して覗のぞき込こんでは、建物の壁かべに隠かくれ、また外の様子を窺うかがう。高所を取っているとはいえ、同じ倍率のスコープがついたライフルがこちらを狙ねらって来ているのだ。迂う闊かつに体を出した一いつ瞬しゆんで、急所である頭部を撃うち抜ぬかれ、ゲームオーバーになることもある。

　ここで吞のん気きに出てくるのを待つと、逆に位置を気取られて奇き襲しゆうされる可能性も高まってくる。建物へのいわゆる「籠こもり」は、手しゆ榴りゆう弾だんを投なげ込こまれたら一発だ。

　どうする。これから敵はどう動く？　俺おれは、どう動けばいい？

「素す晴ばらしい緊きん張ちよう感ですね」

　明あ来きは余よ裕ゆうの笑えみを浮うかべていた。

「どうしてだよ。どうしてここまでするんだ……。明あ来き」

「言ったでしょ。これは復ふく讐しゆう、リベンジです。あなたがあの実じつ況きよう者だと知ったとき、僕ぼくは歓かん喜きに打ち震ふるえたんですよ。自分の宿敵にリアルで会えた。そのためにこれだけ準備してきたんですから」

　俺おれは明あ来きの声を聞きつつ、狙そ撃げきを諦あきらめて建物から出た。近くの遮しや蔽へい物に隠かくれながら、ジャッカルを捜そう索さくする。物もの陰かげに隠かくれながらとはいえ、かなり危険な行こう為いだ。だが、あの場に留まっていて、状じよう況きようが好転するとも思えなかった。相手がかつての俺おれのルーチンで動くのであれば、無策に留まることこそ危あやうく感じたのだ。

「しかし、落らく胆たんしましたよ。あなたはすっかりゲームをやらなくなっていました。昔の情熱はどこにいってしまったんです？　僕ぼくに本来のあなたの力を見せてください」

　次の瞬しゆん間かん、銃じゆう声せいが鳴なり響ひびいた。

　ジャッカルがアサルトライフルで発はつ砲ぽうしてきたのだ。

　俺おれは自分の操作キャラをかがめた。被ひ弾だんは避さけられた。相手のリロードのタイミングを測って、こちらもアサルトライフルで応射する。

　互たがいに遮しや蔽へい物の陰かげだ、なかなか勝負がつかない。が、時折正確に飛来するジャッカルの弾たまは、瞬しゆん間かん的に画面を赤く染めて、少しずつではあるが俺おれの体力を奪うばっていく。

　弾たまも無限じゃない。技量は向こうがやはり上。早く決着を付けないとまずい。

　俺おれは射しや撃げきしながら、近くの建物に逃にげ込こむ。そして、二階まで駆かけ上あがった。

　敵の遮しや蔽へい物の上からの狙そ撃げき。狙ねらいはヘッドショット。ここで一気に……！

　俺おれは自分の操作キャラの速度を落とす。走ると足音が大きく立つので、位置を特定されやすくなる。窓まど際ぎわに辿たどり着つき、スナイパーライフルのスコープで先さき程ほどの交戦地を確かく認にんする。

　いない。

　俺おれのプレイデータから再現された、ジャッカル。じゃあ次に考えることは？

　咄とつ嗟さに、一番高い建物に向けてスコープを掲かかげた。

　見えた。ジャッカルがこちらに照準を合わせている。俺おれは自分のキャラをダッシュさせて伏ふせさせた。銃じゆう弾だんが操作キャラのすぐ側をかすめていく。

　動いたら、撃うたれる。そして、負ける。

　向こうの射しや撃げきは正確無比だ。いくら頑がん張ばっても……もう……いや、あきらめるな。

　これで負ければあの動画が配信され、藤ふじ代しろは自分の居場所を根こそぎなくすだろう。そして俺おれも……。でもどうすればいいんだ。他に方法なんて、思いつかない。いや。

　いまだ。

　直感的にそう思った。誰だれの声だ？　俺おれの声だ。

　ずっと通っていなかった脳の何処どこかの部分に、血が流ながれ込こむ感覚がした。

　それに突つき動うごかされて、俺おれはキーボードを操作した。

　建物を駆かけ下おりると、照準されているのも構わず一気に走る。

　やつのいる建物の、その麓ふもとまで。

「無む謀ぼうな！」

　バチンっ！　と音がして、スナイパーライフルの弾たまが真横を通過した。

　１発、２発、３発。そこで画面が僅わずかに赤く染まり４発目が当たったことを伝えた。だが。

「即そく死し……せずか！」

　ヘッドショットは失敗した。そして、ＦＰＳのライフルは距きよ離りに応じて威い力りよくが減げん衰すいする。腕うでに当たったスナイパーライフル弾だんは、俺おれのキャラの命を刈かり取とることはできなかった。

　そして、これで最初の１発から数えて。

　５発！

「弾たま切れ！」

「くっ！」

　リロードのタイミングを見計らって、再び一気に距きよ離りを詰つめる。

　そして俺おれは、武器を持もち替かえ手しゆ榴りゆう弾だんにすると、真正面に迫せまった建物の入り口にそれを投げた。

　そしてあえてその爆ばく風ふうギリギリの位置まで……。

「お、おい坂さか木き！」

「血迷ったか！」

「大だい丈じよう夫ぶだ！」

　走る！　焦あせる二人の声が後ろから聞こえるが、それに答えながら、爆ばく発はつの中に飛とび込こむように！　今の俺おれに必要なのは正確な射しや撃げきの腕うででも、姑こ息そくな立ち回りでもない。

　今俺おれに必要なのは。

　あのとき、サイクロプスに突つっ込こんでいった藤ふじ代しろが見せたような、

　ＢＬでもなんでも、ゲームに全力でぶつかっていくあの、

　『思い切り』だ。

　爆ばく音おんはジャッカルが居い座すわっていた背の高い建物の一階で、立て続けに二度起こった。

　俺おれと同じく、相手──《ジャッカル》も同じタイミングで建物を駆かけ下おりながら手しゆ榴りゆう弾だんを投げていたのだ。俺おれにはまだ残弾だんのあるスナイパーライフルが残っている。さっき耐たえきれず建物の最上階から出てきた俺おれと同じように、ジャッカルが建物を急ぎ降りてくると考え、そこに手しゆ榴りゆう弾だんを投げた。そして向こうはおそらく、こちらが弾たま切れのスキをついて駆かけ込こんでくると読んで、階段を転がすように投げたのだ。

　流石さすが、自分同士。タイミングは完かん璧ぺきだった。

　だが。その後は致ち命めい的なまでのタイムラグが生じた。

　手しゆ榴りゆう弾だんの爆ばく発はつに続き、建物の一階へハンドガンを片手に飛とび込こんできたジャッカル。

　階段を下り終えたところで……。

　俺おれのナイフが、その首に食くい込こんだ。

　爆ばく風ふうのダメージをあえて受けつつも、いち早く建物内に駆かけ込こんでいた俺おれは、その階段の陰かげに一いつ瞬しゆんだけ、身を隠かくす格好になっていたのだ。

「終わりだ」

　元となったゲームは、ナイフアタックは一いち撃げき必殺だ。血しぶきのエフェクトが散り、そしてついに、ジャッカルは倒たおれ伏ふした。

　画面に表示される勝利ロゴ──。

　最後の闘たたかいの目まぐるしさに、藤ふじ代しろも、あの桃もも瀬せすらも絶句していた。

「そ、そんなバカな。な、なんで……」

　力なく呟つぶやいた明あ来きに、俺おれはゆっくりと顔を上げた。

「当時の俺おれが一番苦手だったものって知ってるか？　『出で会あい頭がしら』だよ。やっぱり実じつ況きように意識向けながらだったせいだろうな。急に敵と顔を合わせると、どうすればいいかわかんなくなっちゃってさ。その癖くせも残ってるなら……と思って。とはいえ、一対一で広いマップだと、そうそうそんな状じよう況きようにならないだろ。だから……」

「まさか、自分で『出で会あい頭がしら』を作ったのか。苦手だったシチュエーションを？」

　驚きよう愕がくの表情の桃もも瀬せに、俺おれは息を吐はきながら答える。

「賭かけ、だったけどな。でも銃じゆうの腕うでも反射神経も衰おとろえた俺おれじゃ、撃うち合あいじゃ絶対に負ける。だから、ここしかなかったんだよ」

　明あ来きは下した唇くちびる嚙かみしめ、椅い子すから崩くずれ落おちると、地面に膝ひざをついた。

「完敗ですね……」

　長い時間を費ついやして俺おれを倒たおすために研究したのだろう。これだけのものを制作するのには、苦く悩のうの繰くり返かえしだったはず。その場凌しのぎの慰なぐさめの言葉をかけるのは逆に失礼になる。

　どう声をかけようか。俺おれがためらいがちに口を開こうとしたそのとき、




「すごい……すごいぞ！」




　藤ふじ代しろは拍はく手しゆしながら今までで一番の歓かん声せいを上げた。
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　緊きん迫ぱくした空気が一変した。先さき程ほどまでの戦いが噓うそのようだ。それほど、藤ふじ代しろの対応は自然体だったのだ。俺おれの手を取りひとしきり騒さわいだあと、

「草くさ薙なぎ、汚よごれるから立ったほうがいいぞ」

　平気で話しかける藤ふじ代しろに、彼かの女じよ以外の俺おれ達たち三人は驚おどろき、目を見開いた。

「……どうして？　僕ぼくはあなたを脅おどしたのですよ。もっと怒おこるべきでしょう？」

「そうだな、怒おこっているぞ。……でもな、それよりもものすごいものが今見れただろう？」

　と言って、藤ふじ代しろは俺おれに目を向けて笑いかけた。

　涼すずしげな微笑ほほえみに無む邪じや気きさの成分が混じっていて、なんというか……かわいい……。

　心臓の動きが変だ。なんか、鼓こ動どうが大きい。

　藤ふじ代しろは明あ来きに目線を戻もどして語りかける。

「プレイしている坂さか木きも満足そうだ。だからむしろ、ありがとうの気持ちのほうが強い。そもそも……君は、あの動画をばらまく気など端はなからないだろう？」

「──！」

　いきなりの藤ふじ代しろのその言葉に、虚きよを突つかれたように、明あ来きは硬こう直ちよくした。

「そうなのか……明あ来き？」

「お前は言ったな？　わたしと目的が同じだと」

　俺おれの問いかけに重ねるように言葉を繫つなぐ桃もも瀬せ。

「本気でゲームをするこいつさえ、それさえ戻もどってくればよかったんだな」

　藤ふじ代しろが突つきつけた真相と桃もも瀬せのセリフを嚙かみしめるようにして、ゆっくりと立ち上がり、ゲーミングチェアに座すわりなおすと、明あ来きは自じ嘲ちよう気味に口を開く。

「ええ……そうですよ。すべて、思おも惑わく通りでした。僕ぼくは最初から言っていたでしょ、あなたに本気になってもらいたいと。あなたを追いつめたのは、全部そのためです。一開発者として、ゲームをする心を失ったかつてのスーパープレイヤーに」

「だからといって、こんな方法は……」

「もちろん！　この動画はパソコンの防犯用で、お二人を脅おどそうとは微み塵じんも思っていませんでしたよ。なにより、修しゆう司じ。僕ぼくはあなたに、もっとゆっくりとゲームの世界に帰って来てほしかった……。軌き道どうに乗り出したコンピューター部の活動を通してね」

「急せかしたのは……田た辺なべ先せん輩ぱいの件か？」

「ええ。彼かれのせいで、あなたは部活をやめると言っていました。あんな先せん輩ぱいのせいで、せっかく灯ともりかけていたゲームを愛する人間の意志が、再び消えてしまう。それが許せなかった」

　明あ来きの言う通り、俺おれは追いつめられていた。あのままだったら、間ま違ちがいなく、部活もやめていただろう。

「もし、あなたが部から離はなれてしまったら、もう一生ゲームをやる機会がなくなると思ったんです。そんなことになるなら……と。まあ、もうタダのいいわけですがね」

「どうしてそこまで？」

「一人の制作者として、同じゲームを愛する者として、負けっぱなしは悔くやしかったことは本当です。でも……本音は、ゲームを楽しんでほしかったんです。無理をしているように見えましたから、ずっと」

「……」

「修しゆう司じ、初めてみんなで『オールファイター』をやったとき、あなたはプレイしていないのに楽しそうでしたよ。その姿を目にしたとき、ゲームが嫌きらいになったんじゃないと確信したんです」

　そのために、それを気付かさえてくれるためだけに、明あ来きは手間暇ひまをかけて今回の件を仕組んだのか……。

「でも僕ぼくは酷ひどいことをしてしまいました。田た辺なべ先せん輩ぱいの件で追いつめられていたあなたを、僕ぼくがさらに追いつめてしまったことは紛まぎれもない事実です。藤ふじ代しろさん桃もも瀬せさんにも迷惑をかけました。だから……」

　明あ来きは深々と頭を下げた。

「この通り、謝あやまらせてください。もちろん土下座でも……」

「わたしは許す！」

　膝ひざをつきそうになっていた明あ来きに力強くそう告げたのは、藤ふじ代しろだった。

「許す……僕ぼくを……？　でも藤ふじ代しろさん。僕ぼくはあなたを巻まき込こんだも同然で……」

「坂さか木きにゲームをしてほしいのは私も一いつ緒しよだ。それにすべて坂さか木きの……友達のことを思っての行動だったのだから、私には責めることはできないよ。二人はどうかな？」

　藤ふじ代しろは俺おれと桃もも瀬せに問いかけてきた。

　明あ来きの目が俺おれと桃もも瀬せに向けられる。

「わたしは、またみんなでゲームやりたい」

　桃もも瀬せは、力強く一文字一文字大切そうに言った。

　三人の視線が俺おれに集まった。

　一度、目を瞑つぶり考える。でも考える必要なんてない。答えは、もう決まっているのだ。

「ありがとう」

　自然と、そんな言葉が出た。今の自分の正直な気持ちだ。

　藤ふじ代しろにいろいろ励はげまして、助けてもらい。桃もも瀬せにも力をわけてもらった。

　そして、明あ来きにまで俺おれは迷めい惑わくをかけてしまったのだ。

　自分がゲームに対して、臆おく病びようであったばかりに。

　明あ来きのやり方は、たしかに間ま違ちがったやり方だったと思う。だが、それも、彼かれを苦しめ続けてしまった俺おれも間接的には同罪だ。俺おれがきちんとゲームに向き合っていなかったから……。

「今回のこと、俺おれも水に流すよ。だから……。すまない、今まで一年きっとすごく悩なやませたと思う。俺おれにも謝あやまらせてほしい。そして、これからもコンピューター部をまとめてほしいんだ」

　俺おれは明あ来きを見る。彼かれは俺おれを見み据すえた後、下を向いて押おし黙だまってしまった。

「ありがとうございます。修しゆう司じ。でも」

　そこで一度言葉を区切り、

「少し……明日まで考える時間をください」

　明あ来きは気まずそうに言った。

　今回の件では、明あ来きの俺おれへのわだかまりの気持ちは晴れていないのかもしれない。あるいは自分がしでかしたことへの罪悪感か……。

　田た辺なべ先せん輩ぱいの件もまだ片付いていないしな……。

　だけど、この部があって……藤ふじ代しろと、桃もも瀬せと、明あ来きがいるなら。きっと俺おれも。部には来る。そして、いつか、本当の意味でゲームを楽しめる日が来るだろう。

　これだけ、俺おれみたいなやつのことを考えてくれた仲間なんだから。

　その日は、そんなことを思っていた。




　でもまさか、次の日あんなことになるなんて思ってもみなかった……。
















　次の朝、動画は拡散されていた。
















　そして、一人の生徒の人生が一変した。











エピローグ






　放課後、俺おれは部室棟とうの近くの自動販はん売ばい機でジュースを選んでいた。

　すると、通りすがりの女子生徒の会話が耳に入ってくる。

「ねえ、ねえ、田た辺なべ先せん輩ぱいのこと聞いた？」

「うん？　どうしたの？」

「コンピューター部の部室を荒あらした真犯人だったんだって」

「え？　マジ？　じゃあ、田た辺なべ先せん輩ぱいの前に犯人って言われていた人は？」

「その人は田た辺なべ先せん輩ぱいに濡ぬれ衣ぎぬを着せられてたって話だよ。しかも田た辺なべ先せん輩ぱいその人を殴なぐったらしいよ。コンピューター部が盗とう難なん防止用に設置していた防犯カメラに映ってたんだってさ」

「うわ。サイテー」

　そう、あのあと明あ来きが部室のカメラに残っていたもう一つのデータを学校に提供したのだ。そのカメラの映像には俺おれと藤ふじ代しろがゲームをプレイしているところ……ではなく、俺おれへ田た辺なべ先せん輩ぱいが行った暴行や暴言などがしっかりと納められていた。俺おれと藤ふじ代しろがＢＬゲームをプレイしていたことがはっきりわかるくらいの精度のカメラだ。先日のこの件の一部始終が残っていないわけがなかった。

　こうして、部の当面の脅きよう威いは、あっけなくカタがついたのだった。

　同じ女子達たちの会話を聞いたであろう友人の到とう着ちやくを横目で見ながら、俺おれは自じ販はん機きから取り出した飲み物を一口含ふくむ。そして、明あ来きに言葉を投げかける。

「いやぁ。まさかこんな奥おくの手てがあったとはな」

「田た辺なべ先せん輩ぱいが、人目を避さけてコンピューター部の部室で騒さわぎをおこしていただいて助かりました。もっとも、これでも罪つみ滅ほろぼしにはまだならないでしょうがね……」

　明あ来きの表情は申しわけなさでいっぱいだった。

「もういいさ。その話は。みんなも許してくれていただろ」

　意外に明あ来きとの和解はあっさり進んだ。最初にこの映像のことを知ったときは、「その奥おくの手てを先に使えよ！」と、正直思わなくもなかったけど。でも、あのときの俺おれは悲観的だったから、先せん輩ぱいの件が解決しても、コンピューター部から離はなれていたかもしれない。なによりゲームに対しての想おもいは、ここまで大きく変わっていなかっただろう。

　結果的に、ではあるが明あ来きの『荒あら療りよう治じ』の判断が正しかったのだ。

　それになにより……。

「そんなことより、昔からゲーム制作に少し興味があったんだ。よければ、是ぜ非ひ今度《フォール》としての仕事ぶりを俺おれにも教えてくれよ。一人のゲームプレイヤーとして、お前に聞きたいことがいろいろあるんだ」

　今の俺おれにとってこいつは友達としても、ゲーム仲間としても、大切な存在なのだ。

「もちろん、いいですよ」

　明あ来きはうれしそうに、照れくさそうに、はにかんだ。

「なんなら開発経けい緯いのチャットでもお見せしましょうか？　あ、英語ができないといけませんし、プログラムのソースコードも読めないといけませんけど」

「……お前みたいなハイスペックな奴やつが、なんでこの学校にいるんだよ……」

「本当だな。く、わたしのほうが頭良いいキャラでさっそうと登場したはずなのだが」

　意味不明なことを言いながら桃もも瀬せが現れた。

「まあ、そんなことはいい。わたしにも教えてくれよ《フォール》」

「今の話聞いてなかったのか？　英語とプログラムコードが要いるって」

「どちらも基き礎そ的なところなら読めるぞ？」

「え……」

　え、桃もも瀬せって英語とかプログラムとかできんの？　いや、そういえば特進だったか……。

　藤ふじ代しろもプログラムはともかく、英語とかは当然できるだろうし。

　うわ……俺おれ、ひょっとして……部の中で一番……そういうのできないんじゃ……。

「うん？　どうした？　その微び妙みような反応……。まさか、プログラムも英語もできないのか？」

「あ、ああ」

　気まずくなり、俺おれが目を逸そらすと、桃もも瀬せは意味深な笑えみを浮うかべた。

「つまり、貴様はわたしより格下というわけだな。ならわたしを敬え！　ジュースの一本でもおごれ[image: ～][image: ～]！」

「あ？　なんでお前なんかに」

「おお、いいな！　わたしもおごってくれ」

　唐とう突とつに藤ふじ代しろも現れた。今日も制服をバッチリ着こなしている。放課後まで乱れひとつないのは流石さすがの一言だ。生徒会の仕事上がりとはとても思えない。

　しかし、それに少し見み惚とれつつも、俺おれのメンタルはブルーだった。

「藤ふじ代しろまで……どうしてそうなるんだよ？　なんかの悪ふざけか？」

「いやいや、そんなんじゃないさ。実は部活について妙みよう案あんがあるんだ」

　なんだろう？　と桃もも瀬せと明あ来きが同時に首を傾かしげる。その二人を見て、藤ふじ代しろは持っていたスクールバッグを高く掲かかげながら、

「これより、明めい文ぶん高校コンピューター部は、Ｅスポーツ大会出場と、《プロゲーマー》を目標とする！」

　高らかに、こう宣言した。

　突とつ然ぜんの目標提示に俺おれ達たち三人は絶句していた。

「なんて、どうだろうか？　部活なのだから目標があったほうがいいだろう？」

　藤ふじ代しろは無む邪じや気きな笑えみで尋たずねてきた。

「……良いい案ですね」

　明あ来きが支持した。

「わたしも賛成！」

　桃もも瀬せも肯こう定ていした。

　おい、おい、マジかよ。

「うむ。まず目標のためにはノルマと精しよう進じんが必要だと思うんだ。手始めに、今日のゲームで、スコアが一番低かったものが、皆みなにジュース一本！　どうだ!?」

　いやいやいやいや！　なに言ってんだ。勝手に話が進んでるし。というかちょっとした賭かけ事ごとだし。生徒会の人的にそれはちょっと問題だろ。

　そんな理り屈くつで否定しようとした俺おれを、二つの声が遮さえぎる。

「おお、いいな！　勝負は賭かけるものがあったほうが燃えるからな！」

「僕ぼくもなんだかわくわくしてきました」

「桃もも瀬せはともかく、明あ来きまで……」

「僕ぼくだって興味があるんです。作るほうはいろいろやってきましたが、プレイするほうはまだまだですからね」

　みんな本気なのか？　俺おれもそりゃ多少ゲームをすることに抵てい抗こうがなくなったけどさ。

　流石さすがに夢のまた夢というか……。そもそもＥスポーツは日本にはまだまだしっかり根付いていない文化だとも思うし……。

「どうしましたか？　修しゆう司じ」

「ノリが悪いじゃないか、坂さか木き。さてはわたしに負けるのがこわいんだろ？」

　逆になんでお前ら二人はそんなやる気なんだ……。

「いや、だって、目標がプロだなんて、そんなの到とう底ていムリ──」

「できる！」

　自信なさげな俺おれの声を、藤ふじ代しろはかき消すように言い放った。

「最強のクリエイターもいるし、腕うでのたしかなゲーマーが二人もいる。私はまだまだ初心者だが、いずれみんなに負けないくらい、上手うまくなってみせる！　だから、できる！」

　…………。

　そうか……「できる」か。

　そうだな。俺おれ、またちょっとウジウジしていたかもしれない。悪い癖くせだな。

　俺おれにとって、ゲームは逃にげ場ばだった。一人で塞ふさぎ込こむ、狭せまい世界だった。

　弱い自分の象しよう徴ちようだった。だから再び手にすることがこわかった。

　でも今はどうだ？　全然そんなことないじゃないか。

　藤ふじ代しろが引っ張って、桃もも瀬せと明あ来きがもう一度火を付けてくれた。

　だから、また俺おれはゲームをすることが『できる』のだ。

　そして、その先へ進める。




「そうだな……その勝負、乗らせてもらう！」




「よし、やろう！」

　藤ふじ代しろが差し出した手を、今度は自然に、俺おれはしっかりと摑つかんだ。

　まだ彼かの女じよのように自信は持てないけど。

　俺おれの……いや俺おれ達たちの未来には。

　きっと想像もつかないほど、楽しい世界ゲームが待っている。










　あとがき




　どうも、高たか峰みね自じ由ゆうです。初めましての方は初めまして！　これから仲良くしてください。お久しぶりの方はお久しぶりです！　またお会いできてうれしいです。

　さてさて、『俺おれの青春に、ゲームなど不要！』を手に取って頂きありがとうございます。

　できればそのままレジに（小声）

　思えば、本作もたくさんの方々にお力ちから添ぞえを賜たまわりました。編集様方には本作でもかなり助けて頂きました。頭が上がりません。首が痛くなっても我が慢まんします。

　明あけ坂さかいく様、お忙いそがしい時期にイラストを受けてくださりありがとうございます。今から、あなた様の描えがいてくださった表紙の本が書店に並ぶのが楽しみでございます。

　校こう閲えつ様、デザイナー様、営業部の皆みな様さま、書店の皆みな様さま。宣伝部の皆みな様さま。他にもたくさんの方々のおかげで、この本が読者様方に届けられているのだと思います。感謝の念が尽つきません。

　最後に読者様方に感謝を込こめて。そして、またお会いできる日を楽しみにしつつ。それでは皆みな様さま、またどこかで。
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今年は戌年！　ボクらの年ワン！　みんなにとっていい年になりますように！
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イラスト／明あけ坂さかいく

佐賀で生まれ育った生粋の引きこもり。

寒さが苦手すぎるので、着る毛布を買いました。

越冬しやすくなりました。文明や～！







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。
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俺おれの青せい春しゅんに、ゲームなど不ふ要よう！
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